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厚サ 3. 2弘304. 8"Y. X  304. 8"Y. 規格寸法

2，3∞円- 4，800fTl  ( 材了共3. 3平均米価偽

モ昆の dqi 性床タイルは何れも製法の

日本の多湿多雨のれ専売特許品で、

舶来dlI のＱＱ 芙でも ｩｾ れた性能をもっ、

追随を許さない製品です。

徴

施工後故障が少い・工期が早い

価格が手ごろである・手入掃除が簡単

色彩が自由に選沢出来る・永持ちする

- 民外には使用出来ません

- 各製品毎のカタログ見本

技術報告書壱御鏑ボ下さい

三星ルーフイングの

田島応用化工株式会滋

工場小台営業所 東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3' 3 T E L  ( 911)  1 1  81( f t  

本社神田〈営業所 東京都千代田区神凶岩本田r 1  3  T  E  L  ( 866)  6  1  0  1  (代1

大 阪 出 銭 所 大 阪 市 西 区 京 町 制 l の 7 4  T  E  L  (441) 

@特



自家絡め新鰍

美 し く 丈 夫 な プ ラ ス チ ッ ク 床 材

式

A

一

宮ネ土日 東 紡 績 株

東 京 本 社 東京柿中央区八' [ ( 洲 6 - 1 屯 (281) 0 2  1  1  大 阪 支 腐 大 阪 市 東 区 高 岡 崎 5 - 1  ｾ＠ (202)  1  3  0  1  

名古屋営業所 名古屋市中区御幸本町通 リ9 - 8 ;11 (23) 0945 ・4414 福 岡 出 張 所 稲 同 市 僑 口 町 1 5  - 1  ;11 (74) 8  9  9  2  

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

- 手呈よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

ピ= ヲートVI NYL ART

各 稜 製 品 リノリユーム ・リ ノタイル・ N タイル ・スポンジシ ート

美 し い 床 材 を つ く っ て 40年

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 ・大阪市南区l順慶l町通り 4 丁 目 ( 三和] ヒ〉レ) T E L  271 - 5051  ( 代)

: m・京 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 ( 三和ピル) T E L 561 - 1701. 2564 



は 新 時 代 の 形 鋼
新 時 代 の 建 設 に

噌

NKK- T 形鋼

戸

引 J

富

用 . 各 種 1 ，H ， T 形 鋼 用

・ 各種オープンクエブ材 用

途 . 非 対 称 断 面 形 鋼 用

接 が 容

イ ズ が 豊

特 . 溶

長 .  ヨナ

日 本 鋼 管

で

あ な た の 会 社 の 合 理 化 は

平川 ｾｍｐ ホヂヲ
直ちに O K /

あなたの工場でのぷ気1 : 1 1 価はいくらで= すか ?

M Pボイラでは560円/ T O Nを保証致します。

トダウン製品のコス

卒 川 鍛 工 所
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赤土

大阪市大淀区大仁f J [ j 2 の 1

点京占 ｾｉ '1' 火区八i f [ 洲 6 の 7

小 介 市 沼 野 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 忠11 野 洲 IIIJ -=:: .上

武

本社 ・工場

東京常業所

Ｉｌ 州ＱｬＱｾＮ長所

滋 賀 工 場

キ米



米 紫 綬 寝 窓 に 輝 ぐ 米

日 ・ 米 ・ 笑 ・ 独 . 各 国 特 許

型 状 優 美

故 障 絶 無

. あ な た の 忠 実 な …

ドァーボーイノ

ヨ醐 脂湖町 塾 崎 明 暗 品 - - 脚 で 一 一 一 「 即 時 場 植 田 問 主 義 組 掛 鞠 鞭 圃・

首ト

畠 園 理 由 宇

F 7・事Z噌"

B 本 金 異 製 作 所

製 造 元 ヂ' ( / ( ザ工業株式曾祉

亜 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン ゲ ス プ リ ン グ シ ヤ y タ ー

Ｄｊえかい断まざ ｉｾ ーをく ｪ わた・・…
閉 喝 日 割 弱 協 調 恥 胃 " " " " " " 罵 = - '"・

. ス プ リ ングシ ャ ッタ 一 回 重 量 ス プ リングシ ヤ y ター

. 自 動 シ ャ ッ タ ー ・ 手話，}j 電 動 ス チ ー ル シ ャ ッタ ー

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社
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法 定 不 燃 材

実よ ｌＺＧ 六 ｚ､ 民Ｍｾ
6掛

⑥ 
( カタログ贈呈〉

J I S  IT午可工場 旭化工板製造株式会社

大 阪 営 蝶 所 ・ 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8 m(371)  6 5 5 5 - 7  

竺 京出 張 所 千代田区神田郷田f I I T 1 の 5 m ( 291)  6691- 5  

4  喝・ 尼 崎 ・ 鈴 胤 ・ 巴 守

完 全 な 防 水に・・・

ιn，u.，szzh 
園 永久に」主化しない

. 伸びる( i lj lJ 三ネ 500%)

・- 30・c - 十70. C の:[ iWJHでンピ合に 山川 しれJ る

. 服、 アルカリに強い

地 盤 の注 入 に ・・・

特許". 冨T・世' 1t :t理

( 薬液注入工法)

'+ム

今

A

・

ハ

-
z

武

j

株

戸

配

』

防

同

州

川

い

¥

心

ロ綜期日 • ｊ ｴＡＡＮｾｾ の同結と沈下肋 ＱＱ ＭＮ

- 地下水のiI:lli断11[l 11こと HM男|坊 11:

取締役社長 山 崎 悦 二

Il  ，［ 京 冊 子代間区州問 Ｑ 負魚町 Ｑ 町 Ｙ ｻ ￀ｉ ｉ ｾ ピル 宮崎 Ｑ

電 話 (201 )1691(代 /{ )

人:o. 宮町.，戸時 人 民 fh +:  1壬 .tJ 11 町 } - 4 ( t1': 1!1:' 11.】

電 話 (202 6  8  8  4  

l 事 'tfli ・可 ... ｉｾ ，＠ r.t帆 15， 1，( " d.t 町侭 J1 日明 電品 (<l#i l '噌 問

本

宅、貯水池ダム等の i. ¥t. ¥湖水防 lヒ. 陪 j立J也



.. 

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てと画期的な

特 許

ｾ可 ｾＧＱ Ｗ ＱＭ

驚異的健三価格

性能も乗心地もトップレベル

中 高 層 建 築 に 最 も 理 想 的 な

規格型乗客用昇降機

，三: 7" 1ぺ- 9

まE n  6 人 用 ・ 8 人 汀i

述 転 条 件 交 流 可 変 速 度45m/ min

撒 作 方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ ク チ ブ

( 迷 転 手 な し 来 合 会 自 動 式 )

位 iE表 示 フ ラ y シ ュ ラ イ ト 式

Jif; 来 場 、 カ ゴ 共 1 枚 片 引 自 動 廓

( 七フティ- . I . ，_ --; ヂH l

来 場 寸 法 7 6 0市 X 2 0 5 0噌"

日固ク 7 リフト P - 6 の 憾情、制御方式て平に阿191

的 な 設 計 を J京つ みれ I町目 一 新 し ま し た .

此 の機会に n乎科、を パ ブ リ ベ ー ? と 改 め ま し た 。

②ず 日 本 エ レ ベ ー タ 協 会 々 貝

J - 3 0  

三3aこ7 -

宜 宣 明 第 1苫 向

“ ! 叩 jll l 0 Q V / 2 0 0 V X I-I P

f術 品ot I，i  2  5  kg 10 ヅサ iJ 匝IQ 2 0 m  

カ ゴ摘 判 有 効 5 0 0 x 5 0 0 x 6 0 0 叫

押 印 式 全 自 動 置 転 ・ 各 階 上 下 引 骨肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

金 蝿 摘 が 型 付 の た 的 i通路 工 事 簡 易

M - 5 0  

宜 宜 ・肺 聞 向

ュ111 究 ( 1f t 200 V  M H  P  

川 崎 閉 50klt 10 - 分週 1ft 3 0 m 

カ ゴ摘 叫 イr 到IJ 600 x  600 x  750唱.

押 釦 式 全 自 動 置 転 ・各 階 上 下 引 骨

層 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - l 0 0  

判 盟J 苫 ー ホ テ ル 寧 捜 障 重 商f苫

工 場 向

"" 111 究 .κ 200 V  1  H  P  

11'¥ oIdI. rii IOOk g 1リジri 生1e: 30 m

η コ・3闘争. : . ! ( f タh750 X 750x 900司令.

押 釦 式 全 日 動 置 転 ・ 各 階 上 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

ニ. 111 ｾ， ￆ ｴ＠ 2  0  0  V  2  H  P  

ｉ ｾ 岨 ＱＱ［ 2  0  0  kg 11J _ 分述 J !l. 3 0 m  

ｮ コｪｊｑｾ 9 0 Q X 9 0 Q X I 0 5 0 可鴨

押 釦 式 全 自 動置 転 ー各 階 肩 付

M - 3 0 0  

三 円l 交;>It 2  0  0  V  3  H  P  

同 組 iit 3 0 0 kg  1u - 骨組 Jを 3 0 m  

カ ゴ鋼 製 1.  O O OX l， O O Qx l， 2 0 0刊拘

押 釦 式 全 自 動 週1 00< ・寄 階 肩 付

タマ 1:1':( 工業株式委冠

大 阪 市 西 区 京 i I I T JhH 二 丁 目 三 十 帯 地

"  [ i 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381- 0822 ・ 2686 ・ 4523

東 京 支 出 来 京 都 北 区 J;J JUT 1  - 9  

ｾ ， 古屋支府名古屋市中区東 ｼ 場 町 Ｗ - 2  

京 都 営 業 所 京 都 市 中 京 区二 粂 通 西 j同院西入

T E L  東 京 (911) 4253 ・ (919)3062

T E L  名 古 屋 ( 24) 0  3  7  2  

T E L 京 都 ( 23) 3  5  6  0  
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アスヲアルト防水は牟限保鐙す3

岡本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿

地 区 別 | 会 社 名 ! (i 

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー 卜 K K I 州 市 北三矧 4 - 1

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二 日IIIJ 1 ー 2

東京 lal 中央区銀盛東 2 - 13

東京都台東区浅草田島町77

東京都中央区淡町 3 ー 7

東京都新宿区柏木 5 - 1172

東京都千代田区神田小川町 1 - 8

東京都中央区銀座東 3 - 11

東京都文京区新諏訪町 6

東京都荒川区南千住 6 - 42

東京都台東区新坂本町 61

東京都文京区林町94

東京都千代田区神田岡朋町 3

横浜市西区高島町 1 ー l

ｼ 名古間中 ｉｋｾｾｊￆ ｉｉｬｊ 3  - 12  

名古屋市西区南押切 IIIJ 5 - 12

大阪市西区新町北通 l ー17

大1授市楠 jゐ区上稲尚南 1ー 152

大阪市南区泡II lJ通 2 ー 13

大阪市北区老松町 2 ー 19

大阪市北区鶴野町 34

井 上 涯 膏 工 業 K K

伊 藤 建 材 K K  

北 条 漉 青 工 業 K K

Y  K 金 岡 興 業

高 山 工 業 K K  

涯 青 建 材 K K  

桑 原 建 材 K K  

大 和 工 業 K K  

マ サ ル 遊 育 工 業 K K

藤 井 工 業 K K  

K  K 三 柏 商 会

K  K 金 港 商 広

区 | 中 失 建 材 工 業 K K

| 日 本 建 材 興 業 K K

日 新 工 材 K K  

マ ル エ ス 工 業 K K

近 畿 地 区 I K  K 新 光 商 庖

高 山 工 業 K K 大阪営業所

清 水 興 業 K K  

関 東 地 区

東 海 地

中 国 地

一
K

大

K

区

区

工 業 K K  

山 本 商 会

豊 永 建 材 K K  

束 中 国 防 水 工 業 Y K

凶 国 地

) L 州 地 区

日 新 興 業 K K  

大 同 工 業 K K  

K  K 工 材 社

安 藤 工 事 K K  

K K 北 原 建 材 商 会

庁『

( イロハ順)

| 電 話

|⑦附 4倒

|③7乃 O ②m

( S41) 1ω97九4- 55  

(871) 5311(841)5729 

(日1) 2676・4382

(361) 5θ47・(37l ) 133i  

( 251) 0161- 3・1301. 2  

( 541) 6945・7834

0引 ) 0448・0647

(891) 1144- 6・7155- 7

(841) 8501・(87l ) 2851

(941) 0271・2582

(251) 8867・7517

@ 7846・8476ー7

lM2附 U

⑧6印86印0.2お57刊4.0例41凶5  

@3幻78白5- 6.2721

⑩2360・2030

⑫7l 95- 7・4467

⑩5976- 8  

@: 0251-3  

I  O 3567 

| 22l l ・6302

門7

②2717・8422

4305 

8155- 6  

@ 1468- 9  

②印68・③5765

O 0001- 2  

。
。

ハ
U町

辺

屋

町

竹

屋

南

磨

市

市

鳥

山

広

岡

高総市内廃屋町 7

松山市萱町 2 - 95

延岡市本小路74

宮崎市橘通 6 - 82

門司市大里束通10丁目

福岡市大浜 1丁目新町95

鹿児島市上之闘 l町62

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新1 I 1JJ I:通 1 - 18 日新工業 K K大阪営業所 ⑮ 528ト3



楽

し

さ

を

敷

主

つ

め

る

あ ら ゆ る 繊 維 の 中 で 摩t察と

屈 曲 に 対 し て 最 も 強 い 繊 維

ニ チ レ ・ナ イ ロ ン イ 吏 用 で す

優 れ た 吸音 性 と 弾 力 性 に も

富 ん で い ま す ・

. . . ヲr; "

' * O'o j r  

フリマカーペット

総発売元 日 綿 実 業 ( 株 )

ウイルトンカーペット

総発売元丸 紅 飯 田 ( 株 )

ノーフルカーペット

総発売元伊 藤 蔦 ( 株 )

③ 

日 本 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

本 a 社 大 阪 市 東 区 今 橋 3 丁目 5 ( 2 0 2 )  2 1 4 1  

東京都中央区八重洲3 丁目 7 ( 2 0 1 )  8 8 1 1  
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三 和 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 底 尼 崎 市 久 々 知 す コ エ 2 3  " ! t 代表 ( 401 ) 5  3  4  1  

キL 稜 支 広 札 陀 巾 写 似町 Ｇ ｾ［Ｎ似 Ｕ 2  2 屯 ( 3 ) 7438(  5  ) 1519. 6873 大 阪 支 庖 J E ・l，! J ， " ク " Rl ・子コ L 2  3 曜11¥1< (401)  5  3  4  1  

旭 川 営 提 新 電 5  0  9  7  ＭＩＺＺＮ 販商ｾ 県 所定 (171)  8 2  I  7  大 阪 犯 宮 張 所 畦 (351 )  2  3  0  0  

東 北 支 底 仙 台 ，"  J:  td I  1  2 屯 ( 3 )  3296 ，9618 

宵 窓 営 環 所 電 ( 2 )  7  1  0  2  盛 岡 宮 殿 前 屯 12 )  7  4  0  7  神 戸 倉 健 所 定 (22)  0  1  8 9  京 総 曾 県 所 屯 ( 22)  0  9  0  0  

枚 創 宮 実 所 屯 2  7  8  3  s 山 宮 男 前 屯 1  7  6  6  金 沢 宮 集 所 首 位 ( 6 )  5 4  8  1  ｾＡ史官 築 研世 2  0  5  3  

麟 渇 営 実 所 司 [ ( 0  1 ‘. 3  平 駐 在所i J t J  3  0  3  高 松 宮 県 所 定 ( 3 )  4  2 9 0  風 間 宮 県 新 ile ( 2 )  1  5  7  6  

東 京 支 g +.: ，;>: I:ll !f.i. l i 区 街 3・'f Ij' 町 3 8  電代 ! .r. ｾ Ａ ｾｾｾ ｾ＠ 7. _!  5  6  ｾ ・ 出張所定 ( 2 )  0 6 5 9  広 島 営 泉 所; ; : ( ，)  3  7  5  6  

新 宿 曾 換 所 電 (341) 剖 78 ' 9678 縛 国 営 実 所 電 (251) 6218(291)38( 1 4  

品 川 宮 損 所司I t (441)  1  3  0  0  t横 浜 曾 集 所 電 ( 2 )  7  2  7  8  岡 山 倉 集 局時1 1 : ( 3 1  9 0 < 9  

高 崎 営 療 所 司l 2  1  6  6  字 続宮曾察研1 ( f . 7 7 2 2  九 州 支 底 h民 間 巾 高 ;11 j曲 5 r  fI 9  2  iι 

甲 府 営 製 紙 屯 2442. 6292 水 戸 倉 療 所 屯 8  6  3  5  

小 倉 宮 寮 所 i屯 ( 5 )  3 2 0 1  ! ! 本宮 県 所 世

名古屋支底 仇 2付 属 市 東 区 三位 悦 調r 3  - 6  ・[ (9' )  2 8 . 6  

静 岡 宮 集 所 世 ( 3  )2制 6 ( 2  )6931 長 野 営 実 所 司;: ( 2 )  5 2 9 2  宮 崎 営 県 所 電 2 3  1  4  鹿児 島 営 無 所Ｇ，ｾ

甲 種 ・ 乙 種 防 火 シ ャ ッ タ ー

電 動 式 手 動 式 ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

(75) 5181'  6901  

( 2 )  0  8  9  3  

( 2 )  6  7  6  2  



ミ吻ＮＮｾｾ
会 社 水 島 商 庖

アルミ/ トルタイル

ヤハスト ラス

圃- ド

ビニール加工板

メラミシ加工板

大阪 ・大阪市西区北姻江上通一丁目

京都 ・ 京都市 ＧＱ Ｇ 京区針 ｪｾ 長印Ａｊ烏丸西入
福岡 ・福 岡 市 下 対 ぬ 小 路 一 二 八

工場 ・京 都 市 ;(1京区丙院総11ニ111] 八

木モセメ〉ト板

力ラ- ぺストス

ス日 ＭＯｾ

ピ二床タイル

プリント合板

T E L ⑩ 3514 ・8246

T E L  @  5363 ・0214

T E L ③ 2  7  0  6  

T E L @ 1 6 9 7  

30メ- 力一代理由

雲表t 41家建材記

TF L  (541) 1861- 5・2131 ・2233 ・7060 ・7161



費量、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

8i JiEヌー"0_ i' ｉｾ ソイド

8ili ｝Ｇｾｉｌ テン Ｑ レ Ｗ ィ ￬ Ｇｬ
伸 縮 白 地 牧 工キヌハ。ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク牧シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  ( 271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6一101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掴上通り 3 - 3 9

T  E  L  ( 391)  0924- 5・2045・2079



'612 新 春 発 売

新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タナ付洗面器

陶器 、金 具 セット

l 級 y. 14，200 

並 級 y. 12，700 

L  1306 

L  1223 

ヴィナス

前 丸 洗 面 I 器

陶器、金 具 セッ ト

ジュピター

夕方、ソデ付洗面録

陶 器、金 具 セ ッ 卜

l  長及 ￥ 15，400 

並級 ￥ 13，900 

l 級 y. 15，000 

並 級 ￥ 13，560 

ーノogowl<i

! 東洋附制_1
本 社 / 小 倉 工 場 / 小 倉、茅ケ崎、滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高間総 T el (231)4518- 9 

1  4  2  4  

⑮ 

川口Ｚｊｾゐ
.  

. ・

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本 社 東京mぉ飾区本 III 凶ッ木町 5 4  .u話 東京(697)61 41 (代表)

東京宮輩所 班点l i I ｦＨｾｭ 区神Ｑｉ Ｑｾ 本町 Ｑ 3  rli ，t 東京 (291)4941 - 494E  

(1I 1rl ピル }

大阪宮製所 大 阪 市 南 区 北 炭屋 町3 3  fU話 大阪(271) 4 3 5 8 、9



日 本 ビ ー ル 大 阪 工J 醗 酵 室



暮しの中に生きる淡陶の製品

ダントウタイ J レ

耐寒タイル

ダントウフロアータイル P

夕、ントウサーモタイル

カ タ ロ グ 進 呈

誌名 ご記入の上大阪支庖までお申込み下さ い。

家 陶 株 式 会 社|

本 J占

l東京支底

ダントウタイルの御用命は

この照明看板の庖でグ

全 国 1000庖 を 超 え る ダ ン 卜 ウ タ イ ル 代 理 屈 は

皆 様 の徒11相 談 御 用 命 を お 待 ち してお ります 。

ダントウ平面タイル

ス ッキ リ し た 仕 上 げ と い っ た 点 か ら み て御 需

. 用 家 各 位 か ら 求 め ら れ る の は 平 面 タ イ ル です。

弊 社 で は 常 に 研 鎖 を 重 ね タ イ ノ レ 製 造 中 の 諸 困

難 を 克 服 し 絶 対 柑 ダマ リ の 無 い 平 面 タ イ ノレを

造 っ て お り ま す 。

特 に 色 タ イ ル の 平 面 は 他 の メ ー カ ー の 追 随 を

許 さ な い も の と 自 負 し て お り ま す 。

支 庫 県 三 I宇 都 南 f 土 町 戸 ヲf

東 京 郡 中 央 区 日 本 橋 j長町 3 の 叶

電 話 代 表 t I: O 0. .，..13 #1

哩B 圏

ェ・
1曇
醜瞳鵬輯盟韓



会 告 1

理 事 会 務 分 掌

要 望 書 提 出

E里 事
dコ』エ 務 分 掌

4 月11 日の理事会において，下記のとおり理事の会務分掌がきまりま

したので会告申し上げます。

3己 計 1稲 ＺＡｪｾ＠

( 技術部門) ｩｩｬ￬ 辺ｾ，ＧＨ太郎 ｬｴ ｾＧ［Ｇｉｉ 向 μ 太郎 Ｗ Ｚｴ 元( 79) 太nrl 7t

仰木 Mi 羽Iln iむA、; み . )1 

牧野 iE .  n  'tii. 岡 俊 行 n

| 浩二刀 " ，原 1文) }

mrl' 弥 . ｾＱ＠

Ｈ総行部ｉＧｾＩ ｴｾｭＱ 将之 ＷＷ 沼 大 林 ヲ7郎ぉ iJJ' Ji 也 l係 ' (1

T&.; 1 じ太郎T t ｾ｜，Ｚ Ｇ ｾ＠ iIl I
1
之 n

li. 主，+: 11:.' It 

ｊ 公ｾＧ， ｉ MfT';' Tt 

<ffi 気部門) 山木7区太郎: t t 佐藤 太君 梶 本 禿 応 .B

( 管工部門) 須賀42治郎沼 平 山 京 平 沼 ｻｉｉｉ 問問 ｮｾ Tt 

( 建材部門) やt:ri 秋芋i E 金 光 ヨ1. 郎沢 室谷 II I1K  n  

( 支 部) ＮｲＮ ｾｭ 家弘召 i也m総白日T t

要 望 書 提 出

下記のとおり会長名で要望! 告を促11¥l 、たしましたので全令 rjl し上げき

す。

記

1  住宅工学科新設 に関する要望書

t，5¥lI¥ 11 IIfl 和371，ド3 月22 11

1!l 11 "  j¥:; 京郎大学総長 平i尺 !Jl l  目立

ｊ ｪｻ自 ｉＱ 大学工 Ｇｲ ・ ｬｾ￟ 長 l様好 N;' 久目立

1.  平城宮跡保存に関する要撃害

提 11 '，1 1  Ir!l 羽137作 4 JJ 1311 

提 11' ，先 奈良県知' j J 奥 問 良 二 三 殿

奈良県教育委員会

委員長 越 智 橋 治 殿

近後日本鉄道株式会社

社 長 佐 伯 男 殿

内 閣 総 理 大 臣 池田 勇 人 殿

文部大臣 荒木万 寿 夫 殿

大蔵大臣 水岡三 喜 男 殿

衆議院文教委員会委員長殿

参議院決; 終委員会委日長 l校



会 館 建 設 資 金 借 入 金 の 償 還 当 選 通 知

先付近畿9 J ! ; 築会航設置に際し，新設資金として俗mいたしましたもの

について，乙れが一部償還の柏せんを去る 3 月20日の定時評議員会の終

了後同席上 において執り行ないました。計11せんの結果下記のとおり償J ;

が決定いたし， 5)  J  1511 よりお支払し、 rll し上げますので乙乙に会合い十

します。

言己

y  10，000 盟問主l ! 設 Kq 投

下E 100，000 11111向iJ fi 業 KK 1般

下E 120，000 ーで機て業 KK 殿

Y  30 ，000 マノレエス工業 KK 殿

y  100 ，000 意rr !li! ill 材 工 業 所 殿

y  10，000 矛 ｲ ｮ ｜ｾ 設 ｋｋ 殿

y  300，000 関西ペイント Kq 校

￥ 10，000 不二建設 KK 殿

下王 70 ，000 須賀工業 KK 殿

y  100.000 大|坂建築事務所殿

y  20 ，000 佐伯建設工業 KK 殿

下王 100，000 室 谷 商 応 般

下王 20，000 不動建設 KK 殿

y  10 ，000 j也化工板製造 KK 殿

y  10，000 ilii'llFill 設 は 殿

下王 50，000 日東商会殿

y  20 ，000 栗本R l ! 設工業 KK 殿

y  50，000 大 阪 城 口 研 究 所 殿

代 JI Y  1，130 ，000 

追って以上償還金のうち，下記のとおりそれぞれ会館の滋金として将

来のため ど務| 射し、ただきました。いよいよ本会の基礎を強Ii ' 司ならしむる

ものと減/ - 感謝 /ctlt えません。厚くお礼を 申 し上げます。

言E

下f 10，000 世間五l! 設 Kq 投

Y  20，000 Jl I附p'(;_業 KK 殿

Y  120，000 有機T.3たKK 殴

y  30，000 7 } レエスT. J ; : KK List 

y  10.000 持 li¥ll';設 KK 殿

y  200，000 関西ペイン卜 KK 殿

Y  10 ，000 不二五l ! 設 KK 殿

Y  70，000 須賀工業 KK 殿

Y  100，000 大阪ｾＱｬＳ従事務所般

下f 20 ，000 佐伯ill 設工業 KK 殿

￥ 20，000 不Eリ1) 9J!; 設 KK 殿

百f 10，000 旭化t 板製造 KK 殿

下E 20，000 架木孔lITltT.J;: KK )J牧

イｾ ｾ ｉ ・ Y  640，000 

なお，1Vr : 作償還が決定いたしました次の借入令も乙のたび改めて会館

法令に ど得Ilf'l し、ただきましたので仰せてj予くお礼Jj l l 上げます。

Y  ＲＰ ， ＰＰＰ 砂 ｭＨｾ Ａ ｊ［Ｚ KK ＡｊｉＺｾ＠

A  

=  
告 2

会館建設資金借入金の

償還当選通知



d 岳民 Ll:. 

立" ｾコ

創 立 45年 記 念 事 業

資 金 受 領 報 告

物 故 会 員 慰 霊 祭

創 立 45 年 記 念 事 業 資 金 受 領 報 告 (No .3)  

創立 Ｔ Ｕ 年，心念、・ ｊｾ 業資金下心のとおり受領いたしました。ご後援のほど

12 くお礼申し上げます。

言己

￥ 3.000 アポロ印刷J KK 搬

】F 500 岩 下 明 正 殿

下E 10，000 荏原製作所殿

't 30，GOO 大阪城口研先月rr 殿

下王 3，000 大l仮装飾工業 KK b役

y  
10，000 河津装飾 Kq 投

y  
30 ，000 関西媛房工業 KK 殿

Y  500 木下 ｉｉｉｾ ・殿

￥ 30，000 ケ ン ト ク 殿

y  5，000 充電気工業 KK 殿

y  
30 ，000 双星社竹l阪建築事務所搬

下王 10，000 大日本硝子工業 KK 支 出 股

y  
2，000 lYrl林 熊 司 殿

下室 10，000 玉置産業 KK 殿

y  
80 司 000 東洋キャリア工業 KK 支! 占殿

y  30.000 不二建設 KK 殿

y  
500 前 回 利 典 殿

't 500 松 田 下M i W

】「 10 司 000 水!ll f:-'-; : 山11JJ 役

y  
1，000 必11 1r' i' 1JI.lt 

￥ 500 山11 止Mt 搬

Y  10，000 Il l f m' J 長 KK tl/，Q: 

. o.  

計
y  

306. 500 .  口

累 計 E  5，622 ，000.  

なお iii j) J ｜ｓＧＨ乙報告・ ｲ ｬｬ し 上げた 受似合の ｉｉｾ ， 卜，［己についてぷ ｾｴＨ があり正

したので ， ｴｬｩ んでお詫び訂 ￆｾｊ し 上げ ます。Ｚ￬ｊ､て合 ｩ ｮＮ ，排出の金制 ｈ こは

変更ありません。

( A)  ￥ 10，000 盤城セメン卜 KK 営 業 所 殿

創 立 45 年 記 念 事 業

物 故 会 員 慰 霊 祭 執 行 通 知

創立451，p.J G念・F; 長のひとつとして F，j己κ より物故会以の以話祭を執り

1 j います。多数会l J . のど参列をお日目lい1] 1 し上げ ます。

記

1 時 日 6)J 2"  ( 上) ' 1・後 111与

1  場 所 大阪中央公会堂 3 階 ( 中之μ 公|必)

( M，! f1木橋北詰の入口より)

1  慰 霊 祭 illl i¥， 

i12て準備の自ijS合がありますので，;1' ，]町会f Hよ2511 J : でに白JL{!i 向上でf包

括ー又はノ、ガキでお知らせ下さし、。



第32回工場見学会

汽 車 製 造 株 式 会 社 大 阪 製 作 所 見 学 会

( 吸 収 式 冷 凍 機 ・ 冷 暖 房 ユ ニ ッ ト・クーリングタワー・

そ の他 の製 作 を 見 る )

記

日 時 5)J 2 9 11  ( 火) 午後 111与( /1¥発) - 5 11与( 解放)

集 合 所 大|仮駅西口パス駐車場北港観光パス ・本会政回以

申 込 2811 までに屯訴による。但し先芝"，-50名で締切ります。

お願い 同業関係者の"1込みはど iliJ.必阪lいます。

汽車製造株式会社

明治29{f ( 1896)  f己創立され蒸気機関Ili とともにボイラの製作をお ζ

なっていた。大正 6 年 ( 1917) にいわゆるタクマ式ボイラを完成して.

わが国最初の水位: 式ボイラのメーカーとして発足した。爾来製品の改良

新製品の開発に努め rKSK 水省: ボイラ」特別設音|の「特殊ボイラ J r小

型の蒸気発生機ー| などは広く海外にまでその製品の優秀性が知られてい

る。 近年『吸収式冷凍機J rクーリングタワーJ r冷暖房ユニット』に

も独自な技術を注入し悦禿な製品は j祈Wl 己注目されるところとなってい

る。

ｬ 、 ｪ￭ ｪ，心 の外のれなＡｗＮ ｕｬｬ ｾ は ＱＱ 反動フノレイ ｊ n尚治J およひソ蛍業|後械を製作

している。

創 立45年 記 念 事 業 / 特別 見 学会 / 予告

『黒 部 峡 谷 と 発 電 所 を 見 る 会』

Ｈ乙の見学会で心［色、が業特 ｽｊｉ ｊＮｉ， ｾ 学会を終りますＩ

日 時 7月21 日( 土) ・22 11 ( 11 ) ・23 [1 ( 月)

集 合 所 同鉄名占j亙駅釆II1ホーム 11. 00発 昨 今 木 曽 釆1ド

申 込 往復はがきに|絞ります。はがきには「氏名 J rど希望の班

仏 ( {同JA班) J  r:liJ J務先% と屯話番号J r住所」をu己入の

J:. Ｖ Ｉ ｝Ｓ Ｐ ＱＱ までにお Ｂ Ｑ 込み下さい。 定員 ＳＰ 名 を紐過した ｊＦｾ

Ｚｔ ｌｴ ｟ ｈｬｾ で ｊｬｬｩ ぜんをおこない参 Ｉｊｉｉ 行を決定し土 Ｍ ｾ。参加 ｬ

， ｾｲ＠ {tid' ，!ω"付111i - 7  ) J  10 11 までにお知らせし .H o

会 貨 A  ｾ上 Ｓ ， ｏｏｏ ｉＧｊ (!:11 1  U出泊代，鉛 2 1- 1昼食 (1: : その他)

B 班 5，0001吋( 節 1 U ・第 2 口宿泊代，j $ 2  n ・昼食代

その他)

( 注) A 班， B 班は一緒の行程で， A 班は22日( 口) 17時30分に字ぷ月

iR皮切( 的で解散し， B  Jl Iのみ'J 奈川漏泉街11' 1. 2311 ( ) j )  101i引μ

現地解散をいたします。

会 告 4

汽 車 製 造 大 阪 製 作 所

見 学 会

創立45年記念/ 特別見学会/ 予告

黒部峡谷と発電所を見る会

見学会開催日について

現地の関係で予告のn削1); 11 が変更

されることがあります。 6 ) j¥J- 会合

で ｬ￬ ，在主 ｴｾｦ ｪ ｬｬ ｬＺ ＱＱ を合め ｭＧｴｬ の，洋紛Ａを発

表いたします。

なお 7 月開催は変りません。



. 6.  

=  
告 5

新住友ピル見学会

E 会員章価格変更 園

会員1it は材料費の高騰

のため 5 月より下記の

fil fi 絡になりますので何

卒ど了承下さい。

新価格 250円

III( 而{ち 200門

新 友 見 学
4

2

 

住 ビ J レ

( 大阪府建築士会と共催〉

日 時 6月19日( 火) 午後 31時- 5 時

集 合 所 新住友ピ J レ北側玄関前

申 込 6 月 13 日までに電話による。但し先お 100 名で締切ります

のでど承知下さい。

工事概要

設計監理

施 工

所 在 地

工 期

敷地面積

建築面積

延 面 積

構造大要

基 礎 : 鉄筋コンクリートベタ基礎

主 体 : 地下 4 階 地 上12階 塔 屋 3 階 S.R. C. 造

日総設計工務株式会社

株 式 会 社 大 林 組

大阪市東区北浜 5 丁 目15

Jl{j和34年 9 月 1 日~昭和37年6 月30口

9， 455 .  417  m
2  

5 ，775 .984m
2  

90，270 .440m
2  

主要部分の高さ

中1 高 G. L. + 45 .000m

上喜屋J j ザ高 G. L.  + 57 .000m 

最高部高 G .L. + 70 .000m 

基礎底面 G .L ー 18 .050m

タト 装

l 階および 21椅 : 柱梁共ステンレス板張り，窓ステンレスサッシ ュ，

シャッタ- ( 、l

3 階以上 : 窓アルミサッシ ュ， スパンドレJ レ， 1応アルミ板張り

ｾ物四隅郎 Ｚ 外国産大理石貼り

ffi 根 : アスフ アルト| 仰木クリンカータイ J レ貼り，ダク トカバーアルミ

』奴抜り

搭屋 : アノレミ波板張り

犬どり舗道 : 花|付託ilUi り

'1. 1} 動間仕切 : 基準| 浩の一般事務室は可動間仕切方式を採り入れ，間仕切

単位は 1，550X  1  ，550 mm， 室単位は乙れの 2 倍 1，550 X  3， 1  00 mmとし

て自由に! 日j 仕切れるようにしており ，照明，差込，tg話，弱m，空 調

などの設備も室単位毎に独立するように設けている。

(内装 およひ' 設備関係何時)



昭 和 3 7 年 度 常 設 委 員 会 委 員 氏 名

4 )J 11 11 の理 'J( 会にお いて，下心のとおり. ｉｉｈ 和 ＳＷ ｻ Ｑ ｾ 度常設委員会の委日愛似を決定しましたの で ，乙こに ど 氏

れをtU，，1虫いたします。( J Is' lィ、阿 ・敬仲間/ ¥) @ 委日長. 0 副委員長， ム幹 'J(

- 事 業 委 員 会 平田作太郎( 平田タイル) 篠田駿_ _ : ( 大林組)

。 Ｑ，，｜Ｇ、 ｆ ・ 講ｬｊｩｩ Ｇ 油引 ｪ ・ 映 画 ・ 段 ｉｪ ｾ ・ ＱＱｕ ｊ Ａ 会など
)( ;長田 J唱II Il (住宅公1' 11) ; 布団 l成( 大成長E設)

の(j i; ¥' l の企画および災施

.M下 良一 ( 住宅公凶) 大辻良ｾＮ夫Ｈ竹中工必応Ｉ

。岩崎仏大自11 (大林組) 若林 季bit Ｈ邸 ｉ［ｾ 位校Ｉ i守木 繁( 前水建設)

0 岡本 弘( 淡泊組) ｾ￘ｬｦ 他人Ｈ阪 大 Ｉ J長沢智史( 即応i j ! 加

O Ki rn 守( 関阿fil 力) 広瀬 二郎( 日建設的 坂内 幾男( 坂内総築( j i)

ム山本 r主( 大日本・土木) l付膝 ＭＮｬＮＧｾ＠ ( 竹内市l ' h所) やI i 出律徹雄{ 却l主s3制l )

6. 矢町立作( 脱水J :あ凶) l苅 本 行 普 (1昭和( j idJI所) 日古志乃武( 日硲設計工l ' h)

ム) 1・上 混 ( 大阪があJii) 紙 本 語 行 (EI 抱!iIlt n+工l' hl

ムiむA三災対，2 (IJ ，鉄) J . ! f 津泰明( 大阪正II 築jl)

ム山本 義樹( 鍛荷車1 )

. 編 集 委 員 会

千l砂 ｉ［ｾｉｉ 二 Ｈ 大 阪市

ム必l己火; 古( 郵政府)

。会必 rru築と社会」の企耐 ・制*

照射( 兵凪県}

ム政問 l，UX (総本J量l) @ 元吉見太郎( 住宅公凶) 凶村正 ｊ ｾｉ ( 近畿地位)

ムニ，'，，¥ 1[ j ) ミ( 大阪，Ii) ｩ Ｂｾｾ 議・Ｈ 大 工 λ Ｉ
太田伝一郎( 氾々 会 IJ:)

ム Ｇｉｊｾ 占忠継Ｈ近鉄Ｉ 恒i剖 !な行 ( 人阪府)
牧田 顕 治 ( 大阪府)

水A' Z念( 竹中工必J.Ij) II' Jj ;I r主( 近畿地主l ! ) ｾ ｊＧ 内 イ言r ( 大阪府)

JI.長以 述火( 近畿地主ll) 河川也 J{;長ーー( 鴻池担1)
)l “ 111 金市( 住宅公l・J!t，，!i )，j)

浅 ifJj jl: Jjfi ｡ｊ ｕｦ ｾｦｦｩｾＨＩ＠ 主主 ， Ｈｾ roliと( 鋭刈組) 日 ｬ ，ｦｾ 敏夫( ( J ・:[i公l:l lh.i 附)

m: 忠犬( 1 " 鉄) 似; j ( 禿j己( 八千代HLi 肢)
大久保凸 (位・包公1:11人;似)

ょ-I-i )f: ) '(:， (品i U(j i必所) (!l，0l Ｑ ＱＮｙ郎Ｈ関同 級 ｬｴｊ に ｾ Ｉ

j 己{む?/i - IJ 叫山11 Ｈ 二 ｾＧｍｾ 会Ｉ 主主谷 山水( 室谷町占)

i' 1  )1' 和l必( 近畿氾々 ) 池田総 ・郎( 京 大)
園 災 害 委 員 会

小松次郎{ 附| 吋量1 ) イ_iJJ;I 1五bifi (五! 1: 大)

。m躍に関する災当の: : I ' l : l ' i研究をな し，災'.'J予

w対策についての普及 ・立伝をお ζ なう。

駒 11 11¥. '.I J  ( 駒I j lあ所) 相川 i告( 点t λ: )

治 水 民VJ (消水i j ! ，肢) 住 田 口 二 ( 大阪r¥i人) 稲村 数矢( 近青島地位)

谷川 メ; 犬( 附瓜術生) 京JJ;i 必一郎 ( 大阪，Ii 大) 斧出 正隆( 大阪府)

￭ｾ［ 永ノ，山 ｛Ｑ (おi合研究所) M II，j  ?I 'i - (京 大} 金沢 弘氏( 不動処紋)

ｉｾｊｈ＠ 信 犬 ( 大阪川 二 村 浩 史 ( 京 大) 金多 潔( 京都λ 学)

柏 崎 k -t1よ( 阪 大) 称、代仁朗( 神戸大) 貝戸俊ー( 大阪，1;)

桁 反 応bjfi (イ，ニij!，世} 黒 羽 啓fYJ (阪 大) 般 国 正l協( 大阪 rfi)
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第 4 回 「現 代 建 築 シ ン ポ ジ ウ ム 」 開 催 ( 入場1!1(*'f )  

日 時 5  )J 29 11 (火) - 3111 (木) の 3 11 I:¥J 協 賛 ｉｉ ａｾｾ 築学会近滋支部

場 所 大阪市rlJ 之j斗 ・新制 LI ビル 13断 ・';91 11火化

11 本01築家協会関西支部

ホー Jレ

11 本 必 然 協 会

ｪｊｩｲ ｾ ｾ Ｙ＠ ｾＮＦ来ト ｉ Ｑ 体協 議会

主 催 ';91 11 新 11¥1 ｾｉ ・
11 ;j 、 j_t ｾｹｪ Ｇ＠ ｉ ［Ｇｾ＠ ::;-" 

後 援 他 E1J3L  4L (i  
テーマ ① 別代 止 ｬｬｾ 誌に以ｼする誠副 会 Ｈ次 ｲｾ ｾ ｊ 悶Ｉ

近畿ｾｾ誌上会協議会 ① 各租 ｾＲ 定資材の展示 会



小 泉 界( 竹中工務r . 1j)

長 問 汀 ＺＮｍｦ ｾ (λ; 阪恕策予JT務所)

馬 場 活i. }ij s (λ 阪入学)

前 回 大 二 ( 大阪市)

山 下 暢ｉＴ ｦｾ (大成磁波)

永11 実( 布総て喰m支)

渡 辺 約 治 ( 大 林 組 )

小 野 宏治< r : 刻阿倍力)

. 教 育 委 員 会

j巡幸? 降 11占( 兵/ij l瓜)

思 問 一 則 ( 大阪市消防局)

大 津 敏 晴 ( 大阪府)

小 林 得志、( 小鉢越築事)

駒 敬三( 殴腿!!!P!ll

竹 内 博文( 大阪市)

竹 口 信 夫 ( 大阪市)

m . 岡俊行( 大阪府)

1¥1川 秀夫( 大阪市計開局)

森 川 古 代 之 助 ( 森川迎策'!TJ

光111材 育 利 ( 人T. )，; )

村 上 秀 夫 ( 八綿製鉄)

山 木 淡 ( 大円本+ 木)

- 建 材 委 員 会

。ー般正s材とくに薪材料の審'l' i をは して氏芥を

認定し斯界の向上先速を図るととに51 めろ

伊 藤 幸 ・<m水m;r，):)

大井弘前郎 Ｈ λ ｊ ｉ 正 ￟ｾ 削Ｇｬ

間 木 ヲl、( 1且刑荊1)

。政築教育についての鴻抗研究ならびに消P1i /c

どの企両

i1lm 忠顕( 大阪l I i at 前向)

7件、I 卯 ( 大阪府上木郊)

奥島 正 一・( 大阪大学)

呑 ｉ 夜ネ ｌ コＨｾＡ畑正 ￟ 築リ ￯Ｉ

巾 原 淡( 近青島地m

橋 木 忠 保 ( {! : 宅: 0日D

千'j. ' 1珂 J:'! ( 大阪府主tt3車部)

i作用、F次郎( 大阪市政策問)

問 木 博信( 大阪鉄道官問! 日)

ILI Bl 辛ー( 大阪市立大学)

ＡＧＩｾ､ ｉ ｎ ￭Ｂｩ ｦ￮￺ｂ＠ ＨｉｩｬｬＯｾて業向校 Ｑ

*f lJ ll で 郎 ( 内野間工業高校)

. 住 宅 委 員 会

。 住宅 Ｑ ＱＺ関するＺ澗査研究と鵠肱たどのＢｉＮｾ及

足立 孝( 阪 大)

J投 資 一 郎 ( 大阪府組築書官)

海 上 静一( 海上砲築引)

オｾ山三十でＨ竹中 ｴ 病院Ｉ

神11 弘美( J 11何処築サーピス)

谷 口 尚武( 大林組)

竹 内 成夫( 竹内正s策事)

竹 内 孝{ 近畿設計'l i)

地引 友 次 ( 文部省てT川l )

福知] 秀 夫 ( 大阪Tl j'{! ¥，鱗部)

政 間 基 次 ( 総 村 荊 l )

ｴｩ｜［ｦＮｴ ｾ＠ 修( 赤松菅野氾l築司il 育所)

f仏 間 存 代 子 ( 竹"11:: 刷 Ii)

51山 正 明 ( 火砲ボード)

金 子 男 次 郎 ( 大阪府企業1，))

木 原 正成( 住宅公開)

皇 谷 俊 一 ( 住 也 会 f -11l

小ｾ占 将志( 大阪市大)

元 木 貞 次 ( 央 羽 紡 紋 )

岡 沢 支; 降{ 坂盆建築研究所)

官 有 志 乃 武 ( 日建設計t 務)

杉 木 裕( 松田平国政策可1 )

勝 村 浩一( 日新建築市)

谷 口 尚 武 ( 大林組)

岩 下 久哉( 雌鳥建設)

有 国 男( 消水弘喰)

問 主 郎 ( 問 組 )

木戸口信義( 太洋建設)

篠 原 太 郎 ( 近自民l I ! 設)

小 林 | 照夫( 怯下mて)

下 河 内 信 子 ( 大阪市大)

問 中 孝 司 ( 大和ハ ウス )

高 木 幹祐( 八鍬エコ ンスチール)

竹内 さ く ( 神戸山手立予知 )，; )

怜 村 重一Ｈ住宅金融公 ｾｕＩ

矢 野 Ｑｾｾ ＱＧ ｦ＠ ( 騰水工病問

荒 木5皇 太 郎 倫 理k紡紡)

- 出 版 委 員 会

。建築11: 1.却する IU版物の刊行

北 山 二 十三 ( 竹中工務応)

小 泉 勝 也 ( 大成犯; 役)

斎 藤 四郎( 内外木材" " [ . : 1' ! )

後 川 森放( 大阪建築事)

高 精 度 夫 ( 大阪建築守' l

相 沢 下 干 久 太 郎 ( 大阪J ] ; f ，間協会)

l ドrmm' t 之J l)J Ｈ λ 阪市住宅 ｭ 政ｾ，ｪＡＩ

野々村五j J q児 ( ん阪di )，; )

竹 内 孝( 近畿: I ' : l : : l trH)

行 々 F念 ( λ: J真正s投).i去 規 委 員 会
有;i 永 ｾＨ｜＠ ( 稲永雄宮駅Hl 西日 男 ( 大阪m宮市)

。lI!築11 : [ 則する法規の研究なら びに将及

E  広文( 平和主l l i V : K K)

松 本 大 平 ( 問 f，b応m化" L )

原 村 郎 ( 大阪市)

伊 藤 幸 一 < m 水m:v:) 二 品 祈 夫 ( 大阪市)
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第 4回 「現代建築シンポジウム」プログラム

ＱＰＮＳＰｾＱＲ Ｎ ∞＠ 組立総築とス パンドレ ルて法 東京大学教授 思谷 lb' f 貝 一 応

5 月29 n ( 火) ＱＳ Ｎ Ｑｏ ｾ ＱＴ ＮＴ Ｐ＠ 耐震工学の話題 京都大学助教授 郷 鍔 二 氏

Ｑ ＵＮ ＱＰ ｾ ＱＶＮＴＰ＠ 欧米の砲築細工法 大林組℃務部次長 11 尚 武 氏

ーーーー・・. . . .......台 骨骨骨骨骨骨骨・ー・ーーーーーー

ＱＰＮＳＰ ｾ ＱＲ ∞＠ 技術市新と地域開発 環境目fHi自セン ター取締役社長 浅 間 孝 氏

5 月3011 ( 水) ＱＳ Ｎ Ｑｏ ｾ ＱＴＮＴＰ＠ 現代ru築と日本文化 ru築持論家 川 添 俊 民

Ｑ ＵＮ Ｑｏ ｾ ＱＶＮ ＴＰ＠ 将来の生活隊式への段' t ! 京都大学教授 西 山 卯 ・氏

骨骨 骨骨骨......_-・・- ーーーーー・・ー・ ー

Ｑｏ Ｎ ＳＰｾＱＲ ∞＠ 大阪の構造改革 大阪市立大学教授 川 名 有 エ 門 L¥;

ru築家( 司会} 霊曹村羽H長三 辺 鋲 太 郎 氏5 刀3111 ( 木) ＱＳＮＳＰｾＱＶＮＳＰ＠ 役 計 m m i  竹中工務庖取締役 川 11:. 氏

( パヰル デイス カツシヨン)1 安井建築設問問所取締役社長 ｾｦ＠ 正 ・氏

(  強築評治家 11 1派 ーー氏

東京大学助教授 ｾ公 貞 次 郎 L¥;



アタリパス
アタリドアー

アヲリヲイト

アタリライトの新しい規格商品

- 附 属 金 具 と セ ッ ト に な っ て い ま す 。

・頂 付 が 簡 単 で す 。

・安 価 で す 。

※ カタ ログ進呈致します

λ 三 菱 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

京

阪

屋
古

東

大

名

東 京 都 中 央 区 京 総 ( 新 光 ピ J レ) 電話 281- 5551

大 阪 市 北 区 中 之 島 ( 新 朝 口 ピ J レ) 電話 202- 3341

:g，古屋市中村区堀内町( 毎日会館) 屯話 55- 7131 



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

美 し い 床 …

しかも永い問耐える 主 ｊ ｾ が特長です。ｻ憂れた製 品 と

し て 皆 様 に 御 満 足 願 え る 様 、 最 高 め 総 工 技 術i を持

っ て 弊 社 で 責 任 施 工 を 致 し て お り ま す 。

床 材 料 の 販 売 ・ 工 事 ( 責 任 施 工)

株 式 会 社 桂

商

営費陸部 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本町三 丁目 23 屯 話 (761) 0695番

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 満 晴 筋 六 丁 目 12 電話 (351) 6625番

上枠 ・上扉 下枠 ・下扉

( ピ ポッ ト ・ヒ ン ヂ 持 出 し 吊 り 型 )

( カタログ御入用の節は御申込下さ い)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 鍋 沼 町 1の 4 6 m活 布 絡 (721) 7 7 13- 4  

東京 ｴｾ 千代田区神田 三 崎町 Ｒ の ＲＶ 電結束京 ＨＳＳＲＩＵＳ Ｑ Ｐ (301) ωω 



東 洋 レ ーヨ ン株式会社げ百五む
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( ト)第4 1 3 3号

販 売

、ゥスヱ業伴式奮示土

一 一 一ーー (531) 9351代 表

凶 区 西 長 場 北 通 3 T 目 2 の 3 T  E  L  (541)  7721代 滋

日 本 械 小 :計図T 2 の 7 ( 小; ! t ピル) T E L (661) 4974. 4844 

市 港 区 北 福 崎 西 之 田T 8  T  E  L  ( 571)  5  1  3  7  

rli 西 区 九 条 中 迎 4 丁 目 4 0  0  T  E  L (541)  3041代 表

江 東 区 北 砂 闘T 6  T 目 1 4 8 の 2 T  E  L  (644)  7854 

か ら 本 建築 まで グ

誇

と

を

設備

な技術

瀬 式 組 立 建 築

インスタントハウス

ファンシーラフグ発売元一丸紅飯田( 株)

の

優秀

最新

施 工
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水 と 霞 備 特 集

1  9  6  2 年 ・ 第 4 3 集 ・ 5 月 号 ・ 目 次

作 品 作 風

3 ' : 酒造株式会社京都麦酒工場- ……. . . . ・H ・-… .. ..・ H ・- ……. ...・ H ・. .… … . 1  

本 社 事 務 所 … … H ・H ・-… H ・H ・- …・・設計. 三 沢 博 章… 2

施工: 滑水雄投綜式会社

工 場… … …...・ H ・...... ・H ・- …絞針路工: 清水池設株式会社… 4

ビ ヤ ホ ー ノレ・・・・… ・.. .. . …・ ・・ ・・・・ ・・・ ・・設計施工 清水主主設株式会社・・・ 6

建 築 の 眼…. ...・H ・-…. . . .・H ・.. .・H ・. ...・ H ・- …. " ，. .・ H ・- ………- … 8

担当 5 0音}I民. 東 孝光 ・ ｾｉ 鳥村隆次 ・ 信川好弘 ・ 福山 明

本 女

水資源、の保全について…. . . ・ H ・...・ H ・....・ H ・...... .…...・ H ・. .. 合田 健… 9

大阪市の上水道の現状と将来…・…. .， ・H ・. ....・ H ・H ・H ・. ..・H ・松下 伸一… 10

大阪市の下水道の現状と将来……. . . ・ H ・.....・ H ・... .・H ・. . … 井内 万治… 16

千里丘陵住宅地区上下水道計画. . . ・H ・....・ H ・......... .・H ・-… 辻本 綴 … 19

小規棋団地の下水処理について… ... ... .，… '"・ H ・-… H ・H ・. . 大内 栄一… 25

最近の給水設備について…・…・・・…・…- …. .....・ H ・... ・H ・. . 富吉志乃武… 30

最近の排水設備の問題点… ・ '"・ H ・....・ H ・-… H ・H ・-… H ・H ・. . . 小川 誠耳… 33

浄化槽の極々な型式とその機能. . . ・ H ・-… .. ..・ H ・-・ 1 ・・ ・H ・H ・- 本多 淳裕… 38

ト ピ ッ ク ス

1. 工業用水道一? ー大阪市の概況・・ H ・H ・-…. . . ... .....・ H ・...・ H ・.. .. .. ... . … 45

2. ヰI}霞アパー卜の排水通気系統の実験・… - ・...... ..・H ・. . 種田 稔… 46

3.  給湯( 給水) 管の薬品処理. . . . ・ M ・....・ H ・...…...・ a ・-…・育ー聖子 正明日48
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近代建築調査委員会報告 29 

コンド J レ同士関係の図面〔その 2 ) ・……・……・・…・近藤 愛… 51

会 報 ( 3 月分) …・・……・・…・…. . . . ・ H ・- …………・…. . . ・. . . … ... 55



住宅美素工事の創始者

ビ ル デ イ ン ゲ の 洗 浄 工 事

木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

株 式

会 社
美 素 工 業 所

(登 録 商 標)

大 阪 市 東 区 瓦 町 二 丁 目 ( 三和ピル)

電 話 (231) 5  8  8  8. 4  9  3  8  (771) 8  0  5  0  

ビルディング清掃・一般管理

美素建物管理株式会社

大 阪 市 東 区 様 堀 二 丁 目 二 十 九

電 話 (23 1) 6  1  3  6  

-圃圃圃圃圃・・・・・・・・・・・・・・・圃圃圃・・・圃圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・圃圃-弓国ー-ーーーー圃宅E
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建 築 と 社 会

集
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主

官 9 .6 2  

表紙デザイン: 表紙デザイン小餐員会

S Mデザイングループ

売 価 1 郁 1 8 0 円 ・送 料 共

昭 和 3 7 年 5 月 20 目 印 刷

昭 和 3 7 年 5 月 25 日 発 行

編 集 人 松 井 昭 光

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 凶 会

大 阪 市 東 区 北 浜 3丁 目 37

電 話 大 阪 @9648・9649・ω40番

領事書 口 座 大 阪 39975 番

発 行 人 沖 田 紙 一

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 霊 山 町 6 6

電 信 @ 2 0 9 1 - 3 番

印 刷 者 網 野 栄



J且 ｾＮＮＡ＠

本 社 τ11 務 所 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 5階姐 1857坪

工場市務所試験室 鉄骨鉄筋コンクリート造 6階 建 476坪

製 変 工 場 鉄 骨 鉄 筋 コンクリート泡 Ｖ 階ｾ 19日坪

限法工場鉄骨鉄筋コンクリート逃 Ｖ 階ｾ 4932呼

燈 詰 工 場 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ート 造 平 家 主主 2∞7伴

hit 料及拠品企"1 鉄骨鉄筋コンタリ ート 造平家ｾ 2202坪

ビ ヤ ホ ー ル 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 逃 平家主l ! 578坪

そ の 他 ポ イ ラ 宝，機 械3i ，鉄工所，製 雨 均 . 1'7.1;.

施設守衛所，ガレー ヂ

間Ii

至 京 都

配 置 図

l ーさ会社[京都麦ｾ工場ｼ

ビ ヤ ホ ー ル |

本判事務所。

［ｾ＠ at  : o ' . 沢 向 精

胞 工 消水主主設相; 式会社

工 場 ・ビヤホール

設 計 ゴf 稲造株式会社主l! 設 部

刊t 水具l ! 設株式会社

施 工 治 水 建 設 株 式 会 社

所 夜 l也 京司lrti 南区久 l仕向m岡r95lffJ也

工 却1 IIHTI135年10月- l I rml 37i l' 3 月



本 祉 事 務 所 外 観

|;亡す;

設 計 三 沢 1碍 .

施 工 清 水 建 段 株 式 会 社



5 階 ホ ー ル

出 l別色7 スタイル

巾本 ラワンオイルスティン

腰 ロ γ クウーノレ光境の 1: {i  

孔ベニ 71泊り

慣 れ{l ベニ 7 下地，カラへ

y シ 4 ンクロスI l ! ; り

天 ;1 ロ γ クウール ir'.tfi ，イ! イL

ベニ T

会 長 社 長 室

n， フロリングプロック E占り

の上ジユウタン! 肱き

rll 木 桜 ク リ ア ー ラ ッ カ ー 仕 上

刊で ベニ 7 下I也拠地貼り

りl' : 桐舵ベニ 7 Uliり

玄 関 ホ ー ル

床 桜 7 ロリングプロック貼

り

巾木 ・z世: ターミナリヤF主1・tベ

ニア

特別サ ー ペンチ大 ｐｈ 石本 ｉｦｾ さ

貼り

天J t- ベエ 7 下i也オリエンタル

デロス貼リ
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東 海 道 本 線 側 外 観 ，( i 側製J ，! ｬＩ Ａｾ ｯ＠ ＱＱ Ｑ 火 。 Ｍ Ｑ Ｚｊ ｬｬＧＩｩ 務所 試験明。 ａ 側 ｾｈ［ 占およひ ｾｊ ＱＢｴ ｉＺｬ ｬ ｩ r.J J，出

l - …  本 社 事 務 所 I

京 都 麦 酒 工 場 I

発 芽 装 置 室

カステンベｾＡＱ ＺＱｯ ｈＧ Ｎｾ をＢ主制し

て . ｲｈｍｉｾｴｊ［ 島以 品 ｾｲ ｊＮ ｊ 庄の調節

適切な舵j J ‘ がりなわれ I J ( lJ を

巡ります。 11'. 1;警，淡いピンク

色の 9 イル貼り。



貯 酒 室

仕 込 室

ハイ ドロヒーテング IC よる i' H

米の剣悦釜 4 ｊＢ の ｵ 込技 ＱＺｾｾ ｯ

内部! 札腰は純白の峰山タイル

貼り 。

磁 酵 室

内部は純 1' 1の舷措}tI イル l防り ，

無 l誼の ?，¥']i( を古内 Ic J I l 流し，組

めて消潔な環境で績仰が行われ

る。

室内が低1 M. のため附然桝 IC包ま

れ，給排% と給排水に特Ici J .立

が払われている。

l - …i  本 社 事 務 所 l

E主 計 者 の こ と ば

政地は広範聞にわたり. * 海道本線 IC接し，乙の

他 ｩ ［ｲ ｬｾ IC.¥! f ，まれたJ f . がIJ :1品は必米の J).品のPJ! 念を

脱 L ， ｉＺ ｾ Ｚ￡と庇闘が ｉ ， Ｚｉｃ 融 和 してなどやかな ＧＱ ｝ＩＮ

IIICAを1' 1 り，l"I .Iil，t匝rLo:oIとパーティ J告は革!いの

l'J;ji として的かにJ . . . . : ｨｾ ｬ を ＱＱ Ｑ 、 っ ていたたくよう ，

とくにaσ をそそ き止した

J l:Jt 1孟総合して lul W凋で4 められ，t J ! 物が完成

するi 1i 1c は施 rU t もまた附図の樹木もA: J i "i' して1 :

きバきとしたJ ' ilJ!l:の 1/' で竣 1・式を ii ない，製品

の/ J ¥I;;j も順調にでさました。t J ! 物の配 ii!UQ. 伎は

将米 ｾｊｊｾ 似を号慮ｬＮＢ明磁のため生白ラインの

平行地設により "1能になるよう余街を持たせ，

内部の叫! 川村H もとくに耐火性と 恒久刊を条 fl ー

としてhげftな食品 J ) Ja IC しました。

5  
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l一一|
京 都 麦 酒 工 場 1・
ビ ヤ ホ ー ル 掴

ビ ヤ ホ ー ル 外 観

庭聞を眺めながら変酒をたのし

む附鋭的テレスのあるホ ール

で.5∞人- 1000人収容できる。



....:::1 

宝 酒 造 K K 京 都 麦 酒 工 場 施 工 者 の こ と ば

京都近郊 t [i' ij 円町東海道線沿い IC，10，000平米の庇闘を持つ，宝酒造株式会社本社々屋ならび

に京都ビール工場( 延50，0001 米〉が完成した。

昭和35年 1 月股地造成工事清工， [dj 年 9 月同工事完n と同時に製品fエ均から本絡的IC姥築工事

を1m始， ビールの製造工程に単して ，醸造工場，坦諮工場，倉J，jl と; 1 次着手，その1町本社々屋，

宴会場を合めて ，36年 11月ICは，主要泌物一切のM! 築工 'jc と造図工事を完了した。

一般に工場雄策は ，綾械，装也，作君t唱を風雨から司る上限的なM! 物，または ，作業環成の維

持を目的とする程度の建築が多い中で， ビール工場は ，J l ! 物そのものが，明治工程の重要な部

分，すなわち，雄物の良否が直ちに別品の良否，または製造原価の高低 Iζ 関係する都分が多い建

物である上 IC ，東海道線に面するため，外観にもかなりの1 fi.' ，IJ . が置かれているので，陵械設備，

U 磁の配管工事との調笠を取りつつ ，14カ月のエ期内で完成するには思いの外の困熊がともな

勺た。雄投'jl i ' ! の活況による労務百不足が，その困鮮にますます柏市をかける E とになった。

幸い ， 施主主 ｾ 設関係の方々の当を ｬｾｴ たこ指導 ｉｃ ， J!Zj 十者 ，h' ! i 工者，下my; t;-， i i 1 営業者の全日

がよく一致協 J] ，すべての )J を一本に略中 ，人の和 ICよってエリFは問調 IC完成した。新しい陵

械を多数役人したこと ，建物別 i ζ " 工完成の時期のずれを利用して，不足勝ちの労務者を回転

したなど，工法，技術，運営に工! ，をこらした乙とにも 白うと ζ ろはあるが，やはり 人の和が

- 1I i 大切な乙と であったと ，いまもなお般信している。

ビ ヤ ホ ー ル 内 部

床 明色7 スタ イル校保貼り

堕 ・ 天井ｾ型 Ｚ 練付ベニア貼り

天 iF : 布地E占り

三 } j テレス ICより路闘が眺めら

れる。

.' 喝

ビヤ ホ ー ｊｾ 広伺

床 明色アスタイル袋線貼り

壁 ・m型 ・柱 。ペニ n U Hけ

トウメイラッカー仕上げ。

J  



弱 い コ ン ク リ ー 卜

i位j丘，耐火構造として鉄筋コ ンク リート i告が普及 し，

111街地でt は小規模の建物まで他策されている乙とは ，う

れしい乙とで‘ す。大きな住，然 ，ｾ守のよう な 肌は ， ＱＡｾ Ｑ 恨

の信仰iI惑を施主 lζ 抱かせているようです。 たまたま維談

の11相C i コンク リー トは木材より弱いのですよ」 という

とJl o市IC総ろかれ ， i コンクリー 卜は欽と合性が良く ，

鉄材のバック ・アップのもとに長所をや1

'

して使用されて

いる J と細々と説明し ，最初の失言 ? を打消すのに苦労

した乙とがあります。鉄筋 コンクリ ート 造が建物自重の

ｬ ｬ｡ ｾ Ｚｴ，Ｔ程度の積， Ｑ 表能 力 しか ｊｲｲｴ く，軟弱地盤の多い市街地

でIi:&を要する基礎構造を必要とするのは，重くて弱い

コンクリ ート の能率の惑さの顕れでは ないでし ょうか。

コンク リー卜 の経量化，強度の上外など，改良は着々と

進んでいるようですが，軽くて強く， コンク リート の長

所を持つ材料のあらわれるのを待ちこがれています。

( Nv)  

E ま ち ミ の 魅 力

""'Iiii 流行の j也下名} ; 5 街なるものは ，1，1，) 側にお行儀良く

応舗の並んだただの出li 下みたいなものが多くてどうも魅

力に之しいようだ。

1員近の全11 . 誌に紹介されたスウェーデンのシ ョッピ ング

センターでは ，自然に導かれた街路が9 j l 物の rl] Iζ 設けら

れた庭園や小広湯やカフェのテラスの問を縫いながら吹

抜けの rl1央大広間のまわりを上下して ，民物の楽しみと

ともにｬｉ ｩ 以のネ ｉＧｾ 誌の場ともなっていて ， 一つの生々とし

た ミまちミがｾ物の ｲ � ｬ｣｡ ミ み Ｚｊｉ されているようである。

さすが永い聞の社会生活について似験を重ねて米たお

| 同州ともいえるが，それにしてもわれわれi ' l 身の周凶の

泌孔の rl' からも現実のミまちミの持つ. J * . さ ーーその1ntl 破

のバイタリティを現代に生かせないだろうか。

大上段 lζ ふりかぶった郡市計図の提案も ，やがて乙う

したミまちミの魅力を忘れない大人の| 以と手で肉ずけさ

れて ζ そ人々の悶IC受け入れられるものになるだろう。

(AT)  

人 の
とt

/)I L  れ

五II 築設計において ，動線計画がその泌物の死活をもっ

ている乙とは今さらと乙に大準するつもりはない。しか

し，幾級幾級もの動線を処l定し ，見事に渡辺された動総

ができたとき ，そのあまりにも整然としているがrt llζ ，

ｾ物が実際 ｉｃ 佼われて ， 設計者が芯区 ｬ したように「人の

流れ」が動いているかどうかと思うのである。

最近の自 ＱＱＱＱｔ 人 ｵ の ＱｾＱ 医，交通ラッシュは，あるいは

駅，劇協，スタデアム，などの公共建物は勿論 ，一般 ピ

ノレ ICおいてさえもしばしば，人間ラ ッシュICj i .iSーする。

それは必ずといってよい程，階段とか，エレベーターと

かいう 一組のヰ、 ッタ においてである。 ζ れは動総計画に

おいて一次元的にのみ三号えた結果ではなかろうか。 i人

の流れJ とはそんな単一なものではない。時間 ，空間，

をもっ多元的であり，また「水の流れ」に似た一回があ

る。 ζ の流れをうまく処理して始めて勤線も生きて乙ょ

うというものである。 ( SR)

建 築 の 違 反

主主築物は，われわれ人間の生命財産を保護し，俗L l i 的

な生活のiZむζ とのできる昔話でなければならない。

われわれがI j I を巡伝したり ，泊を$ : いたりするときに ，

交通の秩序に従うのと悶織に ，9 j l 築するときも同級の ζ

とがいえる。交通の進反は ，1時間的 lζ 長く跡 IC絞る乙と

はなく消えていくが，建築の違反はそのi . l ! 築物が存在す

るｼ級り，永久に ｩｬｾ える ζ とがない ， わずかな巡反が積り

泊って ，われわれの生命財産を毎い不純I，) I なものにして

いる。乙の乙とは交通逃反を得ｾとするｩＮｬＡ築上の存在を

示すもので ，iJ! 築するととの FI 的のために 111支努力して

いる 多くのiJ! 築士によって築き 上げられまた築き上げつ

つある! 日JII へのw継をその下からTlli りj1.dしてみるような

ものである。| 災r . はわれわれ人間の生命を泌り弁護士は

財践を似巡するが， ｾ主き史上はどうか。 ｩ 皮らの生命と財産

とを保越しなければならない。乙の悠築する rl的をζ れ

を利則する人々にまたわれわれもそのμ の: tu誌を理解す

るよう，今以上 IC努力しなければならない。 ζ の ζ とが

われわれの社会的存在の主主義を高くし ，とんにちのよう

に法規に紛られる乙となく臼由に自然 lζ 秩序を乱す乙と

なく，i [ ! 築の i l的が迷せられるようになりたいものだ。

( F  A)  
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大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

宝 酒 造 株 式 会 社 京 都 麦 酒 工 場
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宝 酒 造 紙 式 会 社 京 都 麦 酒 工 場

付} ; J ! ，庭園の! 照明

電 気 設 備 工 事

設 計 ・施 工 ・監 理

株 式 会 社

ヤ

盆ｾ

ヌL
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Z コE商ト 電マ
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瓶 詰 工 場

全 自 動 空 箱 供 給 コ ン ペ ヤ

製 品 搬 送 ス チ ー ル ベ ル ト コ ン ペ ヤ

椿 本 興 業 株 式

本社社屋 ・パーティー場 ・全館電気設備施工

. 6.  

:z:s: 社

株 式 会 社 東 京 電 工 社

パ ー テ ィ ー 繍 玄 関 ホ ー ル

四

宝 酒 造 株 式 会 社

尽 都 麦 酒 工 場

本 社 社 鹿 玄 関



、

組 問 ゆ

マ レ 式

、• .6、
まP 士苔

rf l  

工 業 用 水 節 減

冷 却 効 率 優 秀

運 転 貸 安 価

パ ー ム チ ツ 卜

水 処 理 装 置

ボ イ ラ 一 周 純 水 装 置

そ の 他 除 鉄 ・除 濁

廃 液 処 理 等

グ ラ ス ラ イ ニ ン グ

ビ ー ル タ ン ク

グラスライニング・ステンレス・チタニ ュム等

醸 造 用 化 学 工 業 用 各 種 機 器 お よ び 装 置

設 計 製 作

制銅フアウドラー精霊史曾枇

本 .1: :および l 財 布lりiil i!. 1合区脇浜町 1TI I  CTI りf喫鋼所内) H! J!i大I t 1<@4101

支 t l: 'H .1;( '!: r  Y.i }肝 大l呪 ・:i うt1r ｊ［ｾＮ ・ 小企
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株 式 会 社 篠 原 板 硝 子 庖

ゴ ム ラ イ ニ ン グ 防 蝕 工 事
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宝 酒 造 株 式 会 社 京 都 麦 酒 工 場

ス チ ー ル サ ッ シ ・ ド ア ー

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 株 式 会 社

金 属 成 型 事 業 部
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水 資 源 の 保

. 6.  

口
田

木州製紙工場の排液にからまるトラフV レをきっかけと

して，"H和33年末 {ζ 公共用水域の水質の保全I乙関する法

律が公布され， じ来乙れが水質保全法と略称されて，重

要水域の水質基準を定めて守らせる法律だと受けとられ

ているのは周知のことと思う。それから 3 年半たって.

ょうやく江戸川，淀川なと・の7 k ' l ' i 等級を具体的にきめる

段階 lζ 入ったが，乙乙』乙使われている保全ということば

が，7 ) < 資源問題 lζ 関してどのような意味をもっている か

ヨ考えてみる。水資源の乙とを論ずる場合，開発を主体に

するのと ，保全というととを主体1<:' 論ずるのとふた通り

の立場があって，大体表哀の関係にあり，ーブJ が計画建

設面とすれば他方は維持竹理市というように単純に解釈

されている向きもある。一般に水資源開発というのは

愛知用水事業とか，びわ湖利水開発のように比較的わか

りやすい概念であるが，他方の水資源保全は ，同じく投

資事業であるが，その経済効果などはまだよく理解され

ていないし，つかみにくい概念である。乙れは公共7 k の

水質汚濁防止であるというように ｾｉＺｾ｝ り切ってしまうのは

公衆衛生関係とか水産業関係にはうけいれられやすいだ

ろうが，こうした特定の分野に都合のよい，かたよった

認識に七つと 社会経済，泣23長の円滑な発展を大きく阻

害するおそれがある。私は乙のさい，水資源保全事業そ

のものと，その経済効果とがより正しく認識されねばな

らぬと考え. その手がかりとして，原因結果の関係や経

済効果な どを一覧表にしてみた。乙の表によって，水資

源1<:' 対する保全事業が環境術生や災害防止のみにとどま

らない ζ とが明阪にみとめられるものと思う。

たとえば塩水転換などは，海水を新らしく淡水資源化

するための開発行為であり，投資により水利用を行なお

うとする ，開発一利用系列にはいるものであり ，また ，

全 l乙 つ
し、 て

健

表ー水資源の開発，保全K 関する因果関係

|… 
ｕ ， ｉｾ ＮｄＮ後釘

釆 量 網 奮

史 貰 眼 』 闘

を の 勉

か ん が 、

よ 木

束 力 免 電

工. . '" 

' " . .  . 鋼

峨 冷 房

リクリエ- ，ヨン

舎 の ， _

上 寸 ， 

ヱ 鍵 問 、

" 勺 実 篭

.，" "" 11 

ミE 冷 川

河R 虚 壁 "

リクリエ- ...... ... 

t の 旬

Ｑ 浸水 Ｚ足 司Ｂ おｾ

""長1ま尖明

. . 拘 災 著

作 拘 束 省

2也 監 丈 下

辺1 11 ちは

そ の 治

漏水防止はー磁の保全行為であるが，その経済効果は予

想 外 に 大 き し 不 l!t] JJ<:Ll 追跡、ー潟水防止によりセーブさ

れる 7]<:@: は総配水誌の 2- 3 ;1;1] 1 こ達し，乙れを忠実に実

行すれば新らしい水源，7 k 利権の開発以上の経済効果が

ある乙とが東京都水道の実例によって示されている。

わが国 4 大工業地帯のうち水資源不足率がもっとも高

いという北九州を例にとると ， 昭和 ＴＵ 年度 ｬζ おいて Ｇ［｝ｦｩｾ

B 見込み 1，000 - 1，350]"] t  /口 lζ 対し， 供給見込み品

600万 t / 日という差が予想されている。乙の差を: ; ! ，u 'l 的

にカバ ーするには，上表のような内容の水資源保全事業

の推進がもっとも lli 1 f であるが，乙の保全事業における

重点のおき方がわが国の将来にきわめて大きな影響を与

える ζ とが，改めて認識されねばならない。

(111者 京都大学教授 ・工学部術生工学教室 ・ヱ 問)

9  



大 阪 市 の 上 水 道 の 現 状 と 将 来

1  . 創 設よ り 現 在 に 至 る ま で の

概 説

大阪市の水道は，明治28年1リ-j 13

日leiill 7 ) < . 式をあげ，当時の n木の代

表的開港場であった横浜 ・函館およ

び長 ＱＱ ｦ，Ｇｾ市についで日本て第 Ｔ 悉自の

近代的水道として発足した。最初の

続絞は，給水人口 610 ，000 人 1 日

最大配水能力は約50，000m
3
，取水な

らびに浄水場を淀川左岸桜のｾ・Ｈ現

在の閃鉄m状総桜の宮駅付近) Iこ，

配水池を大阪城天主閣織の高地』ζ 設

け，延べ 342kmの配水管を布設し，

配水ポンプを使用せず，配水池の7] <.

圧によって市内に配水するものであ

った。工事政は総額 2，400 ，000 円で

当ｬｉ ｾｪ の大阪市の予算が年在 ｊｩ 800，000 

円であったことから考えれば，突に

思いきった大事業であったといわ な

ければならな L、。

4指向( くにじま) r J ' 水場

10 

松 下 伸

その後市勢の発展 l乙伴ない， 7 同 柴島町ほか 5 カ問JIζ またがり，用地

の拡張事業を行なってきているが， 面肢は 5 ，652 アール( 約 17万坪) で

大正 3 年第 2 回拡張事業のさい，rf' ある。

くにじま

水坊を桜の宮から現在の柴 ｴｾ ， ζ 移し 構内には取水から送水にいたる

H百和 15年第 5 回拡張事業! こより，現 切の設備が侃l っており ，ζ れらの設

在の柴島浄水場の規模の根怖を完成 備は 1 日982，000m3
の配水能力をも

した。
ち，浄水坊としてはわが国最大のも

さらに昭和27年 [ζ は安'; 6 日拡張ZF のである。

J 長l ζ15手，昭和33年， ｴｦＮｾ＠ 6 回拡張事 取水設備としては淀川堤外地に 3

3長の完了をまたずして第 7 回拡張事 例の取水塔があり ，浄水場ーには 6 個

楽にず1・手，現在にいたっている。 l自 の除砂池 3 カ所の取水ポンプ場お

和 ＳＷ 年度に完成予定の［［ｲ ｰ 同拡張［｝ｾ よび合計 18台の取水ポンプが据えら

業とさきの第 6 回拡張事業によっ て れている。

現在の庭窪浄水場 な らひ ｱζｾ Ｇｩｩ配水場 浄水方法は級: i i l i ろ過法と急速ろ過

系統の規模の根幹が完成することと ほとを併用している。絞速ろ過設備

なる。 I乙は沈でん池 10i也と ，ろ過池24i也が

あり ，急速ろ過設備には第 1 急速ろ

2. 施 設 の 現 状 過場( 沈でん池 3 池，ろ過池 12池〕

( 1) 柴島( くにじま) 浄水場 と第 2 急速ろ過場( ちtでん池 8 池，

柴島浄水場は淀川右岸，東淀川区 ろ過池24i也) がある。浄水設備とし

ては乙のほか浄J]<池( 貯水池) 11池

硫酸ばん土その他の沈でん用薬剤注

加設 ｾｦｬｩ ， 出来滅菌設備などがある。

乙れらの設備による浄水作業で使用

される薬剤の訟は年間. 硫酸ばん土

約 5 ，200 トン，組系 915 トンで， ろ

過j也[ 乙使用する川1沙の位は年間約

26 ，000m
3

である。

送水設備としては 3 カ所の送氷ポ

ンプ場があって，代 JI' 30台の屯動ポ

ンプが ｾｬｬｩ っており，耳元ぶならびに送

［ｋ のために使用する屯ノｾＺ｛立は Ｑ 臼約

250，000K .W . H Iζ 述している。

なお非常災害時令: のさいの停電lζ

備えて，発電出力#J : 時約 6 ，000K . W

の自家発電設備も備えている。構内

には乙のほか，前記の諸設備を迩転



するのに必要な受屯 ・変屯の各電気

設備，ろ過池用川妙、輸送ならび』ζ 節

分け設 ｾｭＩ 水質試験所などがある。

(  2) 庭窪浄水場

庭ｾ浄水坊は第 Ｖ 回拡張卒業なら

びに第 7 回拡張事業によるもので，

淀川左j仏守口市大字大庭七番にあ

り用地而砧は 2，257 アー J レ( 約 7 万

坪) ，現在の 1 日配水能力第 6 回拡

張事業によるもの 240，000m
3
，第 7

回拡張卒業によるもの 120，000m
3

( 全音|函I s 240 ， 000m
3

の半分) 合計

360，000m3
である。

構内には ?j"; 6 回拡張事業によって

造られた施設として，除砂j也2 i也，

j昆和沈でんj也4 i也， 急速ろ過池 20

池，調整池 2 i也，取水およひ' 送水ポ

ンプおのおの 5 台があって，淀川か

ら取入れた水を急速ろ ｪｊＦｾ， ζ より浄

化したうえ，浄水場から約 13km 高佐

れている巽配水場( 生野区巽町) へ

送水している。

なお第 7 回拡張事業は昭和37年度

l己完成の予定で，そのときの 1 日配

水能力は 480，000m
3

となり，構内の

施設は ｴｲｾ 6 同拡張事業によるものと

ほぼ同じ程度のものが増加する乙と

lζ なる。

庭窪浄水場で特筆したいことは，

乙乙ではすべて集中竹迎方式の急速

ろ過設備を採用し，さら IC一部作業

の自動化を図った乙とである。乙の

集中管理方式というのは，取水源で

ある淀川の水位をはじめ浄水場桝内

各施設の水位およひ、取7 ) < . ，ろ過 ・送

水などの7J<fiL 薬 品 注 入 品. 送水

圧，その他行りk作業lこ必要な各種の

数値を，中央管理室lζ 折示あるいは

記録せしめて，統一的な指揮のもと

に作業を進めるものである。また一

部作業の ｬｾ ｪｩｉ ｊ 化としては ， 沈でん用

薬品として液体硫酸ばん土を採用

し，乙の液体ばん土および殺l基調温

柔の注入を7) <. s と述IVJ させて，注入

作業の能率化，正確化を図った乙と

である。その他沈でん池訓泥弁のB日

開と ，汚泥掃除機の巡転との述動，

汚水排水ポンプと付属汚水稲水位と

ｾ＠ l l ! 浄 水 場

向上急速ろ退場 向上中央管理! 箆

大 阪 市 水 道 配 水 設 UiJ 凶

凡 側

面E 木曽級. "，並ホ可証
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関水管の布設

の述i l l I Jおよび取水 ・送水の各ポンプ

の 1 人(l i IJ 街l方式などを採用して，作

業の近代化を目論んでいる。

(  3 ) 配水設備

来} ; ; ; ，浄水窃から 11 条，巽配水場か

らは Ｒ ｾ 長の配［Ｉ＼Ｎ幹線が出ているが，

各併紘は市内で相互に連絡してお り

また怜総からわかれた大小の校i"i :， 

小 ｾｮＺ ・は市内街路に網の自のように布

設せられ，ζ れらも相互lζ 述絡を保

ちながら配水の円計目} 化，水圧の平均

化を図っている。配水竹の総延長は

現在のところ約 3 ，200kmIζ 述するが

乙れを岡鉄の路線延長にあてはめる

わっかなり

と，ほぼ北海道の北端稚内と 九州南

町M鹿児向聞に相当する。

乙のほか配水設備として， )j.li配水

場 ・Ho斉配水場 ・大阪城内配水池お

よび大下前 ・此花 ・長居 ・大正の 4

つの加圧ポンプ場がある。

なお柴};，j (f'7l<.Lbiと大阪城内配水j也

凶および，庭f往nr符1

に，それそぞaれ専用の送y水，)<.1笠管R:旨f.が布設さ

れている。

送配1)<. 1(f の布設にあたっては，過

去の経験にかんがみ従来の鋳鉄竹 lこ

改良を) ) [ 1え，近来はすべて竹内 iitilζ

モルタル ・ライニングを胞したもの

を使用して竹内而の欽さびの発生に

11mえ，そのうえ竹の継手は コA ム輸を

応用したいわゆるメカ ニカル紘一下を

採用している。そのうえ大口径の管

12 

は，鋼符 lζ 近い粘りを持っ ているダ

クタイノレ鋳鉄n : およびコ ーJ レタ ール

. エナ メノレ塗装を施した鋼併を採用

する など，絡段の進歩がみられる 。

送配7l <設1miの包理にはとくに関23

し，科路巡規のた め ［ｭ ｾ 設備を持 っ

た専用 l当illIJIII ，大 口径符のHi リ水弁を

短時間 lζ 開閉する専用自動車，配水

幹線の末端付近の水圧が刻々 f l ! [ j }J的

に記録される水圧遠隔i J l lj定装置など

が備えられている。

送配7l <nl こは消防用のために，約

21 ，000個にのぼる消火せんが設けら

れている。これらは主として口径

150mm以下の配水管 lζ 約 100m どと

に取付けられるものであるが，近来

大阪市においては大口径竹の新設に

あたっ て，乙れらにも消火せんを適

宜取りつける乙ととし都市消防 lこ格

段の協ノJ をしており ，乙のことはわ

が閑の他の都市ではみられない設備

である。

( 4 ) 水質試験所

柴).;:i 浄水易の椛内 K は1)<. 質試験所

が，また庭寝泊、水場1( ，はその分室が

あって，7 l < の理化学的検査，細l是i学

的検査，生物学的検査などに必豆な

試験設備を備えている。乙乙ではそ

れぞれの浄水場内の原水 ・沈でん7)<.

- ろ過水 ・浄水はもちろん，びわ湖

や淀川上流の各河川の7 l < および市内

数十カ所の給水松から採水してくる

ぶについて厳荷な水質試験を行なっ

ている。

水質試験用水の採集は，淀川筋を

上下する水質試験艇「よどがわ」

と，専用の水質試験自動車 2 台が出

動し，定期試験に従事するほか，臨

海の水質試験 lζ も活動している。

水質試験所で li ，乙のほか浄水場

ろ過池のろ過効力判定試験，配7)<.TI

新設 ・修絡のさいの通水試験，市内

一般 ｾ Ｚ Ｒｽｩ 家から申し込みの給水せん

からでる水の試験，その他; ) <. 質』ζ 関

する一切の検査を行なっている。

3. 経 営

本市水道事業は，昭和27年 8 月 1

日法律第 292 号地方公営企業法のII" J

定によっ て， 一般行政部門から独立

し，地方公岱企業としての組織のも

とに経営せられている。

水道事業会日| の収入はどうかとい

うと，収益的収入の主なるものは水

道料金収入であり，資本的収入すな

わち水道拡張事業などに使用される

資金は主として企業伯によっ てい

る。

戦災のため一時激減した人口は，

市街の復興とともに年々増加し， 市

民の文化生活の向上lこ伴なう 使用水

韮の増加，産業の発展l乙伴 う産業用

水の着地などのために ，ft: /}2水fl l :の

増加が激しく ，1昭和35年は 1 口最大

配水量 1，427 ，900m
3
，UB和36年夏季

lζ は 1，523 ， 700m
3

と上f l. し，大阪市

はじまっていらいの新記録をつ くっ

た。

昭和35年度末( 昭和36年3月末) の

統計によると給水人口は 3 ，0 11，000

人，給水戸数は 570 ，043 戸であるが

昼間の水道使用人 口は上記より 相当

上回 った数字である。

なおH召和35年度 lζ おりる年間総配

7] <監は 426，154 ，930m
3
，年間の 1 [1 

平均配水量は 1， 167 ， 548m
3

となって

いる。

対市民業務は事業の性質上とくに

重点をおき ，営業所およびその下部

組織の充実を図るとともにぷ極的な

市民サ ービスを実胞しているがその

主なるものはつぎのとおりである。

(  1  ) 給水装置のうち，パ ッキン

グの耳元替およびメーターまでの給水

行の修理を無料としている。

( 2  ) 無屯装置をつけた 4 台のサ

ービス用自動車を全市各方fuj( ζIJ' ，ill lJ 

させて ， 移動出張所の役 ［ｴ［ｾ ｊ を果して

いる。

( 3 ) 毎年五季の 7 J=] ・8 月を 中

心とする最需ｾ期間 ｬ ζ 水道 サービ ス

巡illIJを展開し，全市各家庭を訪問し

て漏水の調査と故防ー口金の無料取替

修理を行なうとともに ，事業巡' i l i の

参考にするため，市民の水道'F;/t lζ

対す る声を併せて調査している 。



(  4  ) 出水不良給水装置の改良工 lζ 基づいて現地lこもっとも適したも ときは，建物の種別 ・使用目的 lζ よ

31施工にあたり ，特定の絞閣のもの のを選ぶ乙と。 り，使用水量は異なるが. 1 ! l 寺開設

については，工事費の半額を補助し ( 3 ) 器具 ・用具ーなどについても 大使用水量の 3- 4 時間分の容量の

ている。 規格品または乙れに準ずるものを使 ものを設ける必要ーがある。停電 ・断

( 5  ) 給水工事費は希望lζ より大 用する乙と。 7)くなと‘ の非常/ 1寺lζ 備える乙とはもち

阪市信用金庫を通じ 6 カ月の月 j砥払 (  4  ) 右llTii の水道条例，または給 ろんの乙とであるが，さらに消火ポ

いの便法を設けている。 水工事施行基準および消防法 ・建築 ンプがある場合には，一時に多: w: の

( 6 ) その他貸付共用せん: 1 ; 1 ] &な 基準法施行令なと1ζ 伺窓して設計を 水を必要とする乙とも考慮しておく

どのサービス lζ 努めている。 行なう乙と。 乙とが必要である。

給水工事は市内にある 8 カ所の営 ( 5 ) 構造 ・材質 に 十分の注意を ( 12) 受水惜の設置J b l ' Y i とその構

業所において，市民の申し込みに応 払い. 7J <圧 ・土圧などに耐え得るも 造 lζ 特別の注訟を払う必要がある。

じているが，昭和22年 12月lζ 給水工 のを使用し，材質が溶解して水が汚 受水足ll は流末装置であるが. ! i l l 物に

事務負業者の公認制度を採用し，表 染したり ，継目から漏水したり 2 反 取りつけられる受水桝は飲料 lこ使用

止水せんから内部の工事{ζ 限り施行 対lι 汚水が吸引される乙とのないよ される乙とが通常である。したがっ

せしめているが公認業者は必ず本市 うに注芯する乙と。 て維持符' mUζ 日々の注意を怠らない

の試験lζ 合格した' i . ' J : f壬技術者および ( 6  ) 凍結 ・磁波 ・浸蝕などの防 ょう代理しやすい場所に設置すると

技能者を置かなければならない乙と 止に注意し，適当のfh置を談じてお と，乙とに低地や地下室などの受水

とし責任ある工事を行なわせてい く必要がある。 械については汚水源lζ 近接させない

る。また乙れら公認業者の使用材料 ( 7 )  ftt;. 浄な上水道を井河水やl凌 ょう設計に注ｾを払う乙と。

は本市検査の合格品K 限り使用せし 冷房 ・給湯排水工事用水などと直結

めている。 し，いわゆるクロスコネクションを 4. 大 阪 市 上 水 道 の 将 来 そ の 他

住宅 ・事務所 ・工場などを新築す 生じる乙とのないよう十分注意する
に つ い て

る場合の水道工事について述べると 乙と。
( 1  ) 需要の増加に対する 施策

通711 ( 8 ) 必要 lζ 応じて用途月IJ あるい
大阪市の上水道の配水能力は，現

道局所有の配7 l < . t ¥より分岐する給水 は階数別l乙給水系統を区別した配管
在施行中の第 7 @] 拡張事業が，昭和l

装置は原則として需要家O l 'J の負担で 系統，または受7J<;i'，Ui 設備を設け維持
37 年 度 末 lζ 完工すると. 1 日最大

ある乙とを認識し，その設計 ・布設 管理κ 便利なようにする乙とが大切
1，462，000m

3
となる。しかしながら

lζ あったては，およそつぎの諸項を である。
昭和36年夏の 1 日最大配水量は前記

心得ておかなければならない。 ( 9  ) 故障修理などを考慮κ いれ
のとおり に523，700m

3
で，柴島およ

(  1  ) 埋設配水管より給水利を分 取りはずしゃ作業などに容易でかつ
び、庭g 両浄水場とも予備施設の稼働

岐引込むため，現場調査を行なう必
便利なように適当なカ所にユニオン

ろ過速度の増大などによって急坊を

要があり ，それより計画図面をへて
接手やフランヂなどを取りつけてお

しのいでいる状況である。

給水方式の決定，配管管路の決定，
く乙と。

したがって，以前から早急K 施設

給水管口径の決定をし，決定図面を
( 10) 給水竹内に7 J < が滞潤して死

の拡張を計画していたが，成案の結

作成し，所管の 'g' 業所lこ設言 I'W査を 水( くさり水) が生ずる恐れのある
果次期拡張事業( ( 若手した。その概

事前lζ 相談する乙と。 と乙ろには却水装置を設ける乙と。
要はおよそつぎのとおりである。

( 2 ) 材質については，法令など ( 11 ) 給水方式で受水機を設ける 大阪市水道第 8 回拡張事業

I ! ヲ友司t : i

C E R A MI C  S K J N 

建造物の外壁画に Ｎｾｉ 陶器の壁紙

置zヲ ， 田 . z

| 山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西淡 路 町 3ー 1 7 6 T E L  ( 371)  9 0 2 5  

関 東 地 区 取 扱 肩 ・ 小 林 窯 業 株 式 会 社

東京都: 太 田 区新 井 宿 2 ー 1 5 0 0 T E L ( 77I )  6 3 4 7  
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水道サーピスカー

計画土台E 配水能力

1 日:最大 720 ，000副

総事業1 ' { 約300億円

工事 Jt J J 間昭和37年度~昭和43年

度 7 カ年計画

乙の:M佐の完成によって上水道

の l 口政大配水能力は2 ，182 ，000m
3

となり，乙れ』
ζ

よって現地域の大

阪市の 10年後の夏季の上水道の記

要を賄いうる乙とに な る。

なお拡張事業を促進するためには

いろいろの問題があるが，若干述べ

てみるとつぎのとおりである。

イ 事業'l'1の調達

多勾 ｬ のＧｪ￯Ｚ［｜ＧｩＺＱＧｻを各年度の必 ｾｍｩ と‘

おり II¥I . ねすることは終易でない。拡

張事業 lζ 2t する' t ' i 用 I; i : ，従来ほとん

と‘ 企業仙によっており ，経営収支に

よる利益で賄うにはあまりにも大き

な匂lである乙と。

ロ i'fりk場 ・配7 . k 湯などの用地の

取得の困難

その他送配水幹線の布設予定11寺j切

に未完成計画道路が開通するかどう

か等，用地買収，家屋移転などが予

定どおり進行しがたい ζ と。

ハ 水 道 の 原 水 の 確 保

大阪市の上水道，工業用水道を始

14 

めとして，大阪府および兵庫県下の

各市町村の水需要の増加は近年粁る

しく，その反面淀川の取水権は現状

では満配でほとんど残っ ていない.

淀川系統以外より水訴を求めるか

乙れが烈しいときは，淀川系統を開

発して需要量桝加に対処しなければ

ならぬ破自に陥っている。最近発足

した7J<f-i il 車、開発公団によって，長柄

橋付近における緊急水利工事，木津

川上流の高山ダム建設工事などをな

るべく早く完成するとともに ，びわ

湖総合! ) 自発言|函を具体化するよう格

段の努力が必豆とされている。

(  2 ) 管理上のニ，三の問題

イ 淀川原水の汚濁防止

大阪市を始めとして，大! 奴附およ

び兵庫県下の多くの水道筋l となって

いる淀川原水の水質は，昭和22年頃

より戦後の上流都市の復興発展，沿

岸諸工場の興隆などにより ，それら

の都市下水や工場排水によって急激

に悪化してきている。もし現在のま

まで推移するときは ，淀川は水道の

水源として不適格となり ，大阪 ・布11

戸を 中心 とする阪神図数百万住民に

とってまことにゆゆしい問題となる

のである。

したがってその対策として，昭和

30年に水質汚濁防止関西地区協議会

が，ついで昭和33年 7 月には淀川水

質汚濁防止述絡協議会が結成されて

いる。

淀川にかぎらず，企図的にみても

河川の汚染の進行のために ，水道 ・

漁業 ・j品業などに多大の拐さを与え

ている河川が多くなっているので，

それらの対策として， 昭和33年 12月

lζ 関係 2 ? 去が制定せられ， 34年 3 月

( C施行されている。 2 法とはすなわ

ち「公共用水験の水質の保全に関す

る法rl ! J および「工場排水等の籾IljlJ

に関する法l=I! J である。

これらの法律lι2まずいて， 7.k'l'l'i:評

議会が設けられ，河川の指定水峻の

指定，排水の水質基準の設定などが

l順次審議されることになっている。

淀川については， 九州の遠賀川，

北海道の石狩川，東京の江戸川につ

いで審議される乙とに な り， !;fS  4 特

別部会として昭和36年 7 月 !e発足，

現在' i i f 議中である。

口 水道における 消防水利

「火事は江戸の翠」とかいって，

都市の火災についてはも三から住民の

関心が大きく ，人災の第ーにあげら

れてきている。今年は異状吃燥が続

き例年より 1 カ月早く容の火災シ ー

ズンが訪れ，各地K 大火のニュ ース

が流れ，大阪市もその例にもれず市

内の繁華街なと1ζ かなりの火災が起

きている。

火災の原因については，いろいろ

の場合があって，乙乙で詳述するい

とまはないが，大火の原因のーっと

して，建物そのものに建築および消

防 lζ 関する法規が守られていない場

合が多いのはま乙とに逃憾である。

火災を少なくするには，第ーに火災

予防に努力せねければならない。

火災発生 lζ 備えて，各省!i 市それぞ

れ消防施設の盤備に努めているが，

会図的にみてま 乙 と に 不 十分であ

る。

建禁思待料附定一一- f 〈GIl At)

剖1. . : 1. 一回ツク

日本 住 宅 公 団 ・ 五 五 両 五 御 指 定 ff チンす l J  袋

詰 益 山 製 作 所 持 出iz

大阪市東淀川区津屋北通四丁目 電話側3117.5871.7724



新聞やラジオなどのニュースによ

って，一般には消防施設は消防自動

車の大きさや数ぐらいによって，そ

の視総が比較されるものと考えがち

であると思うが，それだけでは ない

のである。

もちろん水道のある都市では消火

せんの規模配置の問題もあるが，消

IYi という乙とは何 といっても初 j切rVi

火というか早期消火と時l すか，とに

かく小火の聞に消し止める乙とが肝

要である ζ とを忘れては ならな L、。

そのためには，建物自身の消防器

具，設備の整備，火災発見と通告の

迅速のための諸設備と民間の協力，

消火用水を秘んだタンク自動車の早

ｊｾｈ ｉＧ，動 ， 消防臼動車の早期現場到お

のための道路整備，現場付近の交通

整理がまず問題になるわけで，つい

で消防水利のための水道消火せん，

消火用水管' の整備，河川，湖沼など

の利用が適宜に考慮されなければな

らない。

さて校題の水道 [ζ おける消防水利

といえば消火せんについての話であ

る。消火せんは数多く適当に配置さ

れ，かつ水圧の高い乙とが望ましい

ことは論をまたないと乙ろであるが

細い配水管に取りつけられている消

火せんは平時いくら水圧が高くて

も火災時消防ポンフ。で吸水すると

水圧が急激に下るものである。した

がって大阪市においては前述のとお

り大口径七nζ も順次消火せんを設け

るよう努力している。

火災時の配J J<1J の水圧については

通報によって関係の配水ポンプ場の

出口水圧をできるかぎり上昇. するよ

う努めているが，乙れによって火災

現窃の水圧を上昇効果をあげるため

には，火災現場付近はもちろん，広

く) 有; の水道使用者が7 l < の使用を自

粛，協ノJ しなければききめが少な

い。類焼の懸念が全くないのに，あ

わてて風 ＱｾＱ 梢やノミケツ Ｈｃ 水を沼ｻめる

よう な乙とは非協力もはなはだしい

乙とを知らねばならぬ。

なお，ビ) レ街 ・陶j苫街など建物の

容積率が大きくて，火災l時ー時!ζ 多

E の消火用水を必要とするところは

平|申ζ 必要な水道府地下受水収ll の容

位をできるだけ大きくし，かつ相互

に述絡管を設けておき ，火災時乙れ

らを消防用( L 切替え利用するよう 一

般のUlI ) J を得て実到したいものであ

る。

ハ 水の合理的使用

衛生 (l e J 観点あるいは生産向上的な

立場からみると， I節水」という乙

とについては大いに異論があると思

われる。しかしながら家庭あるいは

街頭などで，水道からでる無駄7 l < を

少なくする乙とについては異論がな

いのでは ないか。

水道の料金は安いほどよろしい。

都市水道の料金としては，大阪市の

それはもっとも安い部に属している

1 カ月 100 円から 200 円程度の水道

代を払っておられる} 般家庭にとっ

てはま乙とに安い料金であるといわ

れている。ガスやfE気は少し油断を

してノレーズに使用すると，主婦の財

布から 1，000 円札が余分にi J : ' ， jfijJ する

乙とに なるので，割合気をつけて佼

用されるが，水道はかなりぜい沢(ζ

使用しでも 100 円札の 1 枚も余分に

だせばお釣りがくるという観念があ

るせいか，かなり気楽に伎われる傾

向があることはいなめない。

また学校 ・勤務先あるいは百貨lお

などの只物先などにおける水道水の

使い方をみていると ，乙れまた相当

冗水があるように思われる。 自分の

ふところ勘定に直接影轡のないもの

は，無駄使いを平気でやる公衆道徳

の欠除の現われと考えられ，ま乙と

! こ寒心! こ堪えないと乙ろである。

また，上水道においては，工場 ・

百貨応 ・病院 ・高周ビノレその他多品

使用者には，一時に大誌の使用をす

ると周囲の配水管の水j王が下って付

近の需要家 lこ迷惑をかける ζ とが考

えられるので，適当な? diil の受水J41

あるいは貯水柿を造ってもらう乙と

になっている。しかしながら，実↑ Jj

は，需要家の協力不足のため，受7} (

A11のないもの，あっても岩手品が小さ

く効果の少ないものが多く，なかに

は配水管からポンプで直接吸引して

付近の需要家l乙大きな迷惑をかける

不道徳浅もあるようである。

公共施設で， しかも U 常生活に欠

くことのできない水道事業の経営 ・

管理がうまくゆくのも，ゆかないの

も水を合理的lζ 使用するとか，施設

の一部である消火せんなどを破損し

ないように愛t位するなど，需要家の

水道事業に対する理解と公徳心にま

っと乙ろがひじように多いととを昨l

し上げたいのである。

(1ft者 大阪市水道局エfh部良)

特訴防災シヤ・ッター全般

- Hl f f i ・
25jjl 俣製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 30

屯 話 (341) 9 0  o4 ・9 0 1 6 ・4. 8 3 5

本 社 及 工 場 ・埼 玉 県 与 野 町

東京事筏所及工窃 ・東京都北区田端町

15 



大 阪 市 の 下 水 道 の 現 状 と 将 来

井 内 万

( 1 ) 大阪の地勢 と排水

大阪は淀川と大和川の三1fJ i州の上

にできた都市でありまして，水利 lこ

よってこんにちの大をなしてきたの

でありますが，反而. つねに水難に

おびやかされながらも ，よく乙れを

克服し，現在に至ったものでありま

す。

徳川|時代lζ は多くの1旭川がIJrJ さく

され，天下に冠たる内機化lζ 成功し

たため，幕末 lζ は全国の宮の半を占

めるといわれたほどの官裕都市とな

ったのでありますが，乙のl時代の人

口は40万人程度でありまして，その

排出する下水は淀川の泣かな清水に

よって稀しゃくされ，悪71<. 1ζ 困る乙

排 水 路 !id 区 域 図

例

ロ

排

水

笠

凡

l

l
市

‘主

と

¥.__ 

もfJ

、¥

16 

ｾＮｬＭＮ＠

'口

とも な く，水路は7J，都民のレクリェ

ーションの坊として，また道路以上

に重要な交通施設として利用された

のであります。

明治i時代lζ 入ると ，ヨーロッ パに

起乙った産業革命の波はようやくわ

が国にもおよび，大阪は; J < . 陸交通の

使の上に豊富; な地下水があったた

め，一眼世界的工業部市l乙発展した

のでありますが，明治27年には改良

下水道の必姿を認め，全国に先がけ

て若工し，計画通り乙れを竣功せし

めたのであります。

大正時代大阪は引き続き躍進を続

けて人口 200 万人を越す( ( . 至ったの

でありまして，その間新市域への下

水道布設は絶えず続けられたのであ

ります。しかしながら，なお市内放

川の汚濁は急を告げ，地えがたくな

ってきましたので，河川の改修工事

を行なっ てみましたが思わしく な

く，乙乙 lこ初流施設としての可動堰

と下水処理施設の必要性が強く痛感

されるに至ったのであります。

昭和 3 年，乙れらの汚濁防止事業

は都市計画事業として行なわれる乙

とにきまり，あいついで名工された

のでありまして，いまに残る堂島

川，土佐掘川，道官l宛i川の可 !J)} J堰は

市内河川清掃施設としましては世界

的なものでありました。また 11日和 15

年! ( . 運転を開始した津守，海老江の

下水処理場は処理人口 110 万人を目

標とするものでありまして，これま

た世界的の施設でありました。
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大 阪 市 下 水 道 事 実

。 凡 例

! 悶 圏 ・

市 既 計 処

設 函

処 処

2ま 1望 1聖 1:l1

区 区

界 i量 破 f A J

目

内V

工業の発展は必然的に地下水の汲

協を伴ないますが，すばらしい工業

発展に酔っている聞に地下水の汲協

は過度となり，大阪の地盤は徐々に

沈下し始めたのであります。

ところがその後における一回の工

業発展IC加えて戦後の冷房施設の発

達も地下水の汲拐を伴なったため，

地盤沈下は急: i i l i fC大 となり ，大阪市

発展にとって乙んK ち一大障害にな

る乙とと なったのであります。

他方西大阪の li 説災と高槻i禍のため

に近頃東大阪がにわかに工業地域と

して発展してきたため，乙の地峡の

排水と下水処理事業もまた緊急を要

し，さらに上町台地を除いて大阪は

般に低地 !C属し，淀川 1. 大和川，

神的川の堤防のほかに全市域的1 ( . 1狗

潮堤を必要としてきているので，ポ

ンプ排水はますます霊安事業となっ

てきております。

加えて， 第二次大戦後は化学肥料

の入手が界易となり， し尿のJ2村辺

元が不可能となったため，下水処理

: m: 業は乙うしたし尿処理問題という

而からも緊急不可欠事と なってきた

のであります。

16 11 

13 11 

23 11 

も12 11

東横掘川 (本1町橋) 11 

西 11 (イ言浪橋) 11 

道頓郷川1 ( 幸四橋) 11 

科Ilb奇川 (下北橋〉

処理区校内戸数

内水洗便所設置戸数

75 ，000戸 ( 4296)

設置速度 14 ，000戸/ 年

1，350粍

内 デ ー ゼ、 J レ機関能力

138 11 ( 3796)  

175 ，000了

(  3  ) 下 水道 緊急 整 備 計画

大阪市を洪水と高潮から守り ，河

港を清 lリjに( ネち，併せてし尿問題を

解決するために ，つぎの緊急整備計

画が策定され，昭和44年ー度末完工の

予定であります。

(  a) 施 設

排水面積累計 14 ，819へクターノレ

( 全市の8496)

処理区域面積累計

14 ，358 11 (11 

;; 1蘭 11，' ; 天時汚水量累計

1，970 ，OOOm
3
/ 日

8096) 

17 

年間降雨量

I 6，ooo 

- 一- 40 + 1  

1  : 降雨強度 粁/1時間

t  : 降雨継続11寺 間 分

浄化納( 水洗便所用) 6，605ケ

し尿の下水流注 18 ，000石/ EI

海洋投棄

( 昭和36年にて廃止)

処理/ ) < の工業用水としての利用

30 ，OOOm
3
/ 日

3ppm 

32 11 

18 11 

降雨強度

乙乙 lζ

11 

f¥O D  

市内河川汚濁状況

大川 ( 毛馬橋〉

寝屋川 ( 京橋) 11 

土佐沼川 (天神橋)

(  2  ) 大 阪 市 下 水道 の 現 状

大阪市人口( 夜間)

約310万人 ( 62万戸)

( 昼間) 約360万人

大阪市面積 17 ，800ヘクタ ーJ レ

内排水整備而車!i

8 ，760 11 ( 49 .296)  

内処理区域面積

4 ，212  11 (23.796) 

2，OOOkm 

55 ，000ケ

17 ，000ケ

225 ，000ケ

34ケ所

30 11 

4ケ所

403 ，OOOm
3
/ 日

370m
3
/ 秒

下 J)<干{ 延長

人孔

雨水桝

泉水桝

仙7. l<所 ( ポンフ 場)

仮il l 1 水所( 仮ポンプ場)

処理場

処理能力

排水能力



下水管渠累計

下水処理場

内 [高級処理湯

l簡易 w  

3 ，180km 

12ケ所

5 // 

7 // 

ただし，高級処理とは活性汚泥法

により ，浄化率 9
096。

簡易処理とは沈澱法lζ よ

り上澄下水は塩素滅菌の

うえ放流，浄化率4096。

昭和44年度末において簡

易処理にとどまるものも

なるべく早く高級処理{ 乙

進展させるものとし，拡

5&用地その他について移

行への配慮は当初から r

しおくものとする。

( b ) 計画基準

下水排除方式 合流式

雨水流出品334定方法

ゆR F

，X 式 Qr = 一= 士一

6.J - P  

乙乙に F : 釧7)<而;fi 1ヘクタ ーノレ

R : I降雨強度 60H / 1時間

世: 流出係数 0 .6 - 0 . 5  

汚水温

1 人 1 日平均 500- 350e  

全市平均 400e/ 人/1=1

計商人口¥f ; 度 ヘクタ ーJ レ当り

5 0 0 - 2 0 0人

(  c  ) 効 果

水洗便所設置戸数 (44年度末)

400 ，000p  

ポンプ排水能力累計 547m
3
/ 秒

内デーゼノレ機関能力 222m
3
/ 秒

下水位。密度

2 5 3 - 1 4 3 m/ ヘクタ ール

下水処主主の効果

下水汚染源 B OD 9510n 

浄化水汚染註 // 3110n 

( d ) 事業費

H付平n37- 44 {1毛皮 362位35百万円

18 

内管渠工事政 174偲 66百万円

計117)<所 H
28 // 60 // 

処理場 H
136 // 07 // 

事務費
13 // 02 11 

年次計画

昭和37年度 36億35百万円

"  38 11 
37 // 30 // 

11 39 11 40 // 04 // 

11 40 11 43 // 22 // 

11 41 ，/  45 // 48 // 

/ 1  42 "  48 // 60 11 

1/  43 1/  包 11 39 1/  

11 44 11 48 // 97 // 

(  4  ) 結 び

下水道の護側lは私たちの生活環滋

浄化にとりまして不可欠の線本要件

であります。下水道の強制ii なくして

は大都市生活は破たんしてしまう乙

とは ，いまさら乙乙で時l し上げるま

でもなくみなさんK . は十分にど理解

をいただいている乙とと思います。

大阪市がこんにちまでにこの下水道

に投じました金額は現在の金額にな

おしますとすでに 300 位、円を越えて

おり ，また下水道緊急整備計画のと

乙ろでも述べましたように，日目和44

年度までにさら』乙 362 億円を投じて

市戚の ＸＰ ｾ ぎを下水道整備地域 ｉ ｃＮしよ

うと図っているのであります。なお

いっそう充実せしめ 1
0096 普及させ

るためには，さらに 350 倍、円が必裂

だとみられております。乙うした下

水道の整備言|簡をより積極的に推進

する乙とを目的として，その収支を

明確に経理するために本市の下水道

事業は昭和36年度より一般会計・から

切り離されて特別会計にされており

ます。

ニュ ー ヨー ク市の下水道姑設は j11

2 次世界大戦の影響を受けて 7 年間

もの遅滞をきたしたといわれており

ますが，大阪市の場合は戦争による

ＫＤｩｾｾ が実 ｬ 乙 ＲＰ 年にもおよびました。

しかしながら今日ようやくu ; 設は快

調 lζ 進みはじめております。乙の機

[ζ 当りまして，下水道建設ならびに

その施設管理につきましてのみなさ

んのよりいっそうのご理解とご協β

をお願いいた します。

なお最後lζ ，下水道に関する注芯

事項を簡単に付記させていただきま

す。

( 0  ) 下水道処理区域内では，便

所の新設を汲取式にしてはならな

し、。

( b ) 下水処理| ヌ域内で汲取便所

を7l <dt 式』ζ 改造する方には

( イ) 1 戸につき 4 ，000 円の助成

金を支給し

( ロ) 1 戸につき最高 20 ，000円の

設備資金を無利息 10ヶ月月 )1武貸付を

します。

( ハ) 排水設備と公共下水道との

述絡工事の うち，公道に属する部分

は大阪市が工事1'( を負担します。

( c ) 水洗便所工事はTli 長が定め

る資格を有する業者によって施工し

なければな りません。

( d ) 公共下水道の供用が開始さ

れた場合，市民は必要な排水設備は

設けなければなりません。乙の場合

申日書を市長lζ 提出して下さい。

( e ) 公共下水道の使用を開始し

たり中止をする場合は市長に届け出

て下さい。

(  f  Ｉ悪質下水は除 ｾ ｾＺＺ処理をして

からでなければ公共下水道に入れて

はなりません。

( 9 ) 公共下水道の日付近地を織さ

くする場合は，市長の許可がL 、りま

す。

( h) その他下水道に関すること

は何どと κ よらず下水部管理記長に相

談して下さい。

c医者; 大阪T I i 土木局下水都民)



千 里 丘 陵 住 宅 地 区 上 下 水 道 計 画

ま え が き

大阪市の北部，吹田市と坐中市lこ

拡がっている千里丘陵の開発事業に

ついては，すでに本誌にも発表され

ているので，住宅建設に伴う上下水

道の計画のあらましを明らかにした

l 、。ど承知のように乙の丘陵地却に

は，両市が現在にもまた将来 lζ も開

発計画が樹立されていない地区に ，

大阪府が行自し，乙乙に総合的な住

宅郡市を設するため計画したもので

あるが，術生的な占s市の基本施設で

ある上下水道施設の完備は近代都市

には欠くことのできないものであ

る。

上下水道計画樹立のための最大の

悩みは使用水晶増加に伴う水源の問

題である。されば当地区の水源問題

はどのように解決したかというと ，

木地区の近辺には水源κ なるような

河川もなく磐井 l乙頼ることも困難な

状態であったが，幸いに地区に接し

て大阪府営水道送水管が布設されて

おり， ζ の府常水道と緊密な述繋を

保ちながら，騒々検討を j] 日え街¥71<確

保 l乙協力を1' Jて，当地区の給水計画

が樹立されたわけである。

一方下水道計画であるが，乙れは

原則として各々の市町村が事業者と

なって施行するものであるととは下

水道法にも明記されている。同法第

3 条第 2 項 lζ 当該市町村が公共下水

道の設置が困郊で，その区域が 2 市

町村以上! こまたがった場合は，都道

府県が市町村と協議のもとに設置す

辻 本 巌

ることがでる。したがって，当地区

は吹田， i立中両市にまたがっている

のでこの条件にあてはまるわけで

ある。

なお，終末処理施設位置の決定で、

あるが，当地区内 lζ 設けるべく種々

検討したが. A 図に示すように地区

内は，山田川，正後 }I¥. 高川，天竺

川の4河川を主;¥4[1として4水系にわか

れており ， 乙れを l ケ所 ! C:!lk l-!J 処到

する乙とは技術的に困難であり，ま

た各水系どとに 4 ケ所 ! C分散設置す

る乙とは小規模施設となり ，広域的

な下水道計画がI叫ばれている現在と

A 図 千 恩 丘 陵 住 宅 地 区 地 勢 図
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高地区に対してポンプ圧送を行な

う。 世450- 世200 セメントライニン

ク， メカ ニカ ノレジョイント型鋳鉄管

および世 150- 世100 水道府第 1種石

和i!?守をもっ て配水するものである。

① 給水開始の予定年月日 . .11/3 

和37年 7 月 1 日

① 事 業 費 の 予 定 総 額 ・

961 ，000 ，000円

① 事業' l : ' t の財源内訳 ..・ ・全幼起

{瓦

1  - 2  第 1期上水道計画

① 給水区域一… 吹田市のうち

笥)， J j i J 図のどとく都市計画街路lζ か

乙まれた A B C DE 住区全域にわたる

もの。

① 給水人口 一 -給水区域内 l乙建

設される住宅数は昭和36年度より昭

和39年度までに 13，000戸が計画的( ( .

完成されるので，乙の年次をもっ て

100 96 計画給水人 口の目標年次とす

完了せんとするものである。したが

って，全体計画に ついては，その概

要程度を，第1 ) 切事業については詳

細に紹介する。

1  -1  全体計画

① 給水区域 ー ー千里丘陵開発事

業|実域

② 給水人 口・ ・計画給水人口

150，000 人， 住宅建設計画の目標年

次昭和41年度をもっ て 100 96，計画

給水人口の目標年次とした。

① 給水量 …・ 1 人 1 日最大給水

:[i]: 300e  

1 日最大給水量 300e/人 X 150，000 

人 = 45，000m
3
， 1人 1 日最大給水誌

の決定は ，本住宅地の性格および既

存の住宅団地の実態を調査し，慎重

討議の結果300t と決定した。

① 受配水方式… … 源、水は大阪府

営水道山田ポンプ場の送水管より，

13 ，400m
3
，同箕面送水管より 31 ，600

m3，計 45 ，000m
3
の浄水を受け ，J.京日IJ

として自然流下方式を採用し，一郎

逆行する乙とにもなり，経済性も ｦ Ｇ ｬ ｾ

わないので，関係、市と協議の結果，

吹田，盟中』ζ 1 ケ所あて設置する乙

ととし ，その敷地を広くとり将来増

設可能なよう配置 した。

上下水道の長期計闘 を樹立するま

での考え方を説明 したが， 以上によ

り上下水道とも関係省lζ 認可申訪の

さいに ，関係市議会を経た向芯がな

されて大阪府が認可を うけ施行する

乙とになったものである。

る。

計画給水人口 65 ，000人

① 給水量 .. .. . 1 人 1 口最大総点

品 300e

( 1 ) 上 水 道 計 画

千里丘陵地区内の想定市街地面秘

は約 1，200 ヘクタ ーノレもある広大な

区域であるので宅地造成および住宅

配置計画のできた区践を第 1WJ 事業

とし，残りを第 2 ｾ羽事業とし て 計画

を樹立した。第 1 ｾ羽事業は昭和 ＳＶ 年

5 月に厚生省の認可を得，第 2 j回事

業に ついて昭和38年当初に認可申請

の提出を予定し，全域の給水計画を

1 日最大給水量 300 t x  65，000=  

19 ，500m
3
なお時間最大給水:[i]: ( 日誌

換算) は最大給水晶の 1.5 併を採用

した。

@  水道施設の概要 ・ ・・ 語 ｬｾｬ 水は大

阪府営山田 ポンプ場の送水r'I より

13，400m
3
，同箕面送水竹より 6，100

m
3
，計 19，500m3

の供給をうけ山 田ポ

ンプ場よ りの受7)<:[i]: は送水ポンプで

箕面送水管よりの受水位はJ i 然流下

によっ て新設する着水井に送水，境

索滅菌後，保留時間 8 1時間分の配水

池lζ 貯え，給水区域の内一部ポンプ

圧送，一部は自然流下lζ よりゅ450-

世200セメン トラ イニンク ， メカニカ

J レジョイン ト型鋳鉄管および引 50-

が 00水道用第一種綿行をもって配水

するもので，各施設の概要は下記の

巡りである。

( イ〉受水施設

( 0 ) 山田受水場分岐行 ・・大阪

府営水道山 田ポンプ坊の送水むから

分岐する。制7. 1 < 弁は送水ポンプ室か

千 里 丘 陵 住 宅 地 区 上 水 道 計 画 図

一 一 千 室 丘 陵 住 宅 区 域

! :::::::J ! 誤1 附 結 水 区 域

一ーー 送 水 音
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ら遠隔操作の出来る電磁ノてノレブとす

る。

( b) 益水器・…ー受水量 13 ，400m
3

を計呈して送水ポンプ室l乙指示，も1

21，記録のできる電送式世450 務 ベ

ンチュリ ーメーター をl &. り付けるも

のとする。

(  c  ) 受7J <i也 ー・吹田市山田上I乙

鉄筋コンクリ ート造 り の 有 効 符 益

1，180m3 の受水池を設けるもので，

保留 l時間は受7.)<:lJl: 13 ，400m3/ 口に対

する 2. 15時間分である。

( d ) 箕面受水域分岐ヂf ・・・ー 大阪

府75，水道箕面送水管より分岐し

ゅ300fljl ]7]<弁 1 ケを取り付ける。

( e )  ii1水器 ・・ ・
0

・指示， 組ｴＷｾ， 記

録のできる電送式世300ベンチュリ ー

メー ターを取り付けるものとする。

( ロ) 送水施設

( 0 ) 送水ポンプ室・…・ ・山田受水

域の送水ポンプ 4 台を収符する鉄筋

コンクリ ート 造り，l l ¥坪
180m2 のポ

ンプ室を築造，運転室，電機室，発

電機室，ヂf理室，宿直室を設けるも

のである。

( b ) 送水ポンプ ・・山田受7J <坊

の受7]<:lJl: 13 ， 400m
3

/ 日を巡転時間
2 0

時間にて全揚程
5 5m の配水池に送水

しうる多段ボリュ ー トポンプとし

て，常用 3 台，予備 1
台三l'

4 台設置

する。

(c)  No. 1 送水管 ・・・山田受水場

からお水井までゆ
450務 送 水 位 を 布

設するものとし， ＨｩｾＱＷ｝＼ 弁，安全弁，

空気弁を適所に取り付けるものとす

る。

(d)  No.2 送水管 一- 箕面受水場

から者ＷＮＩ＼井まで 世 ＳＰＰＱｾ 私送水符を布

設， ｦｬｾｊ Ｗｬ＼弁および空気弁を適所 ｬ 乙取

り付ける。

( e ) 若水井 … ・・鉄筋コンクリ ー

卜造 りで盤流盛，品水堰を設け，若

7l<:lJl: 
19 ， 5 00m

3

/ 日を: l J l : 7. kするもので

ある。

( ハ) 浄水施設

( 0 ) 塩索滅菌室…・ 鉄筋コンク

リート造りのm坪
21. 56m2 のれ水井

の上l乙築造するもので，内部間仕切

りは ，間仕切り用補強コンクリ ー ト

ブロックを使用して ， 品 ｬｩ 紫滅 ｾｩ 機

室，ボンベ室，水位ま| 室の 3 室l乙区

分する。

( b ) 出索滅菌機…・ n空式塩采

滅菌機として 2 kg/ 時 2 台を設置し

内 1 台を予備とする。組系の注入は

ウエアメータ一周コンバーターと連

動し ，7.kf立により自動的に注入品の

調節できる装置とする。注入l . f ¥5  P  

P. M 

( ニ) 配水施設

( 0 ) 配水池 1 口& 大給水位

19 ，5 0 0 m
3
に対する 381時間分の保留時

間を有するものとしプレロード型円

形水車内を考えたが，多少の不安があ

るので普通の矩形水械とした。 1 池

当り 3 ，2 5 0 m
3

の有効容品とし 2 池

合 ;n 6 ，500m
3

である。

( b) 配水ポンプ室・・ 鉄筋コン

クリ ートラーメ ン構造とし，壁は補

強コンクリ ー トブロ y クを組織する

ものとする。

( c ) 配水ポンプ .. .. ポンプ圧送

地区の給水人口 3 1，000人I乙対する時

間最大給水量の 1 日換算品 13 ，9 5 0 m
3

を 18時間にて運転するものとし， fbJ  

水量を 2 段階 l乙区分，常用は大容量

を2台， 小容誌を 1台設置するほか，

予備として大小各 1 台を設置する。

( d ) ポンプ列 …・・鉄筋 コンクリ

ート 造り内径 4 m，総高 7 m として，

4 . 6 m地上! ( 笑 tHするものとする。

(  d )  :lJl:7.k器 ・ポンフ。圧送地区

用および自然流下地区用の 2 廷を設

置するもので，双方とも配水ポンプ

室 ｬζ て 指示 ｦ ＾Ｇｬ ｴｾ ， 記録のできる屯送

式世450' %，ベンチュリーメーターと

する。

( e ) 配水竹 ・…・配水管は残存水

頭の関係上，ポンプ圧送地区の 2 系

統とし，ポンプ圧送地区 ゆ45 0 "係~

が 0 0務 ま で 2 2 . 875m， 自然流下地

区 世45 0- 引0 0 '%，まで2 ，8140 m，:11  

51 ，0 1 5 m布設する。

(  f  ) 消火栓 ー・・消化栓はすべて

地下式とし，設置区間長 2 00m をtE

準として 244 個所に設置する。

① 給水開始の予定年月日 ・昭

和37年 7 月 1 日

① 工jlJJ 自昭和36年 4 月 l 口

至昭和4 0年 3 月末口

① 参考事項

( a) 有収水位 有収水島の鉱山は平均給

水 ｩ 止をｾＱｉＧｬとし、平均給水虫は他都市の［ｬＡ ｍ お

よび水泊施設基捌を撃的して次の ととく定める

1人 1 日平均給水i i 1 200 0  

なお平均給水. [ i l lc対する有収比率を80*

(160 0) と定める。

山 人 口 |1よ鞠hzJ 計|山比率 h人 ニf 水 訟

応 刷65，00∞0臥 I  0. 2加m
3

ぺ→中|卜い

4υ7 4 ω 耐叶I 8  悩 I  O. 16m

3  

I  3，7珊%刷0側∞

( 11) 下 水道 計 画

下水道計画も宅地造成および住宅

配置の完了した区域を第 1 J切事業と

し，残りの区域を第 2 J切守1工業として

全体計画を樹立したものである。級

要を説明する前l乙当地区内の地勢と

汚水制| 除を分流式とした理由を述べ

プこし、。

( J 也勢) : 当地区は松! 高2 0 m- 130

m で，大部分は 5 0- 7 0 mの丘陵とそ

の聞に複雑に入りくんだ谷聞から な

っている。 3主面市との墳を頂線とし

て南へ向って急勾配をなし，その中

央部を南北に走る陵線が分7M. ri を形

成している。西部 lζ は 天 竺川， r河

川， 束 lζ 山田 川¥，正雀川があり神的

川および安威川に流入している。ま

た全地域にわたり小さ な池， 1習が分

布し複雑な用 水 系 統 を 形 成 し て い

る。 (A 図参照〉

( 分流式を採用した理由) : 地形

ならびに雨水排除の現況は前述のと

おりで，当地区は各河川の上流部に

位置し，下水道計画にあたり ，下流

地域のj民耕地および市街地の住民感
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C 図 公 共 下 水 道 排 水 区 一 般 平 面 図

.. 
o  ｾｓ＠ 1.0 

↑!5を考慮するとともに存在する比

較的大き な溜池の利用を考えて検討

を行ない決定したものである。

(A) 分流式の場合は，雨水と汚

水を分南It して，汚水は専用管をもっ

て終末処理場に導入し，雨水のみを

河 川 ｬζ 放流するので下流 ｬζ は何ら ｴｾ

紳は ないが，合流式の場合は，竹f芸

大なる合流tf を影響を与えない下流

地点まで {Ifl ばさ なければならない。

( 工白地大)

( B) 分流式は溜池を遊水池とし

て利用することができるので豪雨時

の急激な出水を緩和できるが，合流

式は溜j也を利用できないので下流IL:

水害を起す危険がある。

(C ) 分流式は主要幹線をほとん

ど開架とする ζ とができ ，zt 観もよ

いが，合流式は陥渠とするため工t'1

m大する。

( D) 分流式の汚水量は1時間最大

であり，合流式は時間最大の 3 - 5

倍と なるので，下水処理施設( ポン

プ設備， 沈澱池設備) 賀が小とな

22 
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以上のよう な長所があるので分流

式を採用した。

ll -1  下水道全体計画

( 1  ) 公共下水道の規模

排 水 区 名 | 忠 弘 哩3円聡ロ

天竺川排水区 |  側 1  5川 O

山田川 排水区 1  450 -1コ五「450 

iE雀川排水区 1:  l 154 1  19，700 

高 川 排 水 区 l( 
| 168 1 札 500

計 1 u ω | 150，000 1. :  

本千里丘陵計画区域内を分水器J ま

たは排水路の現況より上記 4 排水区

l乙大別した。

( 2  ) 計画人口 150，000人

( 3 ) 計画汚水量 上水道の百|匝i

給水虫は 1 人 1 日 300f である。本

J I画においては給水誌を全部汚水品

とみなし，その排水量をつぎのごと

く定めた。なお本地域は，比較的地

下水は少ないと考え られるも雨天時

における不正流入および竹内清侃用

として汚水量の209ちを見込むものと

する。

1 人 1 日最大汚水量 = 300e

地下水その他= 300f x O.2= 61f

計画 1 人 1 11最大汚水門

= 360f 十60e =360ff

計画 1 人i時間] 最大汚水位

( 日量換算) = 360e x  1  .5= 540e  

;Hj函 1 人平均汚水量

=  360e x  O.  B  =  2B8e  

以上の外に住宅地内特別施設から

の流出汚水虫をつぎのごとく定め

た。

( イ) 学校からのi流出汚水量

生徒 1 人 1 口最大汚水虫 = 5 0 e/ 日

( ロ) 湯屋 1 粁あたり汚水晶

1 日最大汚水量= 85m
3
/ 日

( ハ) 各センターからの汚水量

l 人 1 日最大汚水量 = 100f  

( 4) 排除方式 分流式

( 5) 処理方式 高級処理・・ … 汚

水の河川放流にあたり下流ー; 誌の諸

事情を考察するに最高度の下水処理

を要望さ れるので，浄化度のもっと

も高いこの方法を採用した。

( 6) 降雨量等 雨水流出品算定

l乙は充分なる記録が得られ な い の

で，実験方式「ブリックス」公式を

採用し，また ililll' ，系数はi也) 診および

舗装の程度を考応し平均 0. 5 と決定

した。

「ブリックス」公式

ｑ ］ ｃ Ｎ ｒＭ ａ ｾ 会

ι ι I C Q= 雨水流山j ，I .. .. . . m"/sec

c = 雨水流出係数 0. 5 

R = l 時J 1U降雨 J，_t ..... .6 0 mm

A =緋水面積 ・ーヘヲクール

5 = 地表勾配 を 5 /1000 で哀した

5 の11m

( 7 ) 処理場 正雀処理窃 .. .. .大

阪府三島 ｢ｾＱ 三島町味下上 ｬζ 設置し，

主として山田川， ｉｾ 川， 正笹 川の Ｓ

掛水区の下水処3 m

天竺処理場・… 一天竺川沿の適所( 未

定) 主として天竺)111)1 水区の下水処

理を行なう。

( 8  ) 工 期

(  9  ) 事業費

昭和36 t下6 月~昭

和]42年 3 月

3 ，500，000，000円



全体計画の概要は以上のとおりで

あるが，始。 l J Ul 事業について少し詳

しく紹介しよう。

ll -2  下水道事業第 1期計画

( 1 ) 第 1 期事業の規模 排水区

域は宅地造成;:1回が完全に終了した

地区について封| 水計画を樹立し， ii 両

次宅地造成;;1・闘の進捗l乙伴ない以後

の計画を樹立するものである。処理

場の処理施設については，計画住宅

戸数! こより計画汚水量がt ; {/j .J1
できる

族水施設規模

計

l07ha 

3∞ 

| 側

|以1

D 図

から ，正雀川，高川， 111田川緋水区

の会域を対照とした。

(  2) 排除方式 分流式

(  3 ) 下水排除の形態 ( イ) 雨

水排除 -宅地造成地内の地形その

他を考慮し，開渠とする ，な お洪水

11与下流の水害を防止し，工1. ' 1の低旅

を図るため，既設溜池を補助(l 守遊水

池(r _ 利用する。支障のない限り道路

。¥11泌を使用する乙ととし，止むを得

ない部分のみをl I ;"i 渠として工貨の節

約を ｉｾ ｉ る。なお雨水は， i ' l 然流下方

式で下読の準用河川 (7)1) 途事業に て

改修;n画樹立) (ζ 導 水 し 神 的川お

よび安威川K 放流するものとする。

( ロ〉汚水お11玲ー 各住宅は7 l <dt

便所を使用する関係から汚i7J<管は道

路』乙布設するものとし，流末』ζ 汚水

処理坊を設ける。

( 4  ) 計画人 口

正後川排水区 19 ，7 10人) 去|

I  52 ，770 

河 川排水区 16，470人 ト 人

山田川排水区 16，590人 l

( 5 ) 計画汚水量および降雨量等

前述の全体計画と同様

(  6  ) 下水管渠ならびに附属設備

雨水管渠は i億一渠または開渠，汚水管

渠はすべて暗渠を採用する。時渠』ζ

ありでは円形官( 陶管または ヒz ー

ムむ) 。矩形IIf 'i 渠( 現場打 R C) と

し， pt目渠はコンク リー トブロック

( 線秘) とする。特渠内流速は原日IJ

として 0 .6m/ sec 以上 2. 5m/ sec 以 下

とし，上流より下流にいたる流. i . i l i は

漸次増加するよう断面および勾配を

決定した。 なお7 ンホ ーノレ，桝およ

び取付管は施設基準 [ζ 準じて決定し

た。

( 7  ) 終末処理施設 本正雀処更J!

場施設は工 Ｗｾ の低 成 と将来の維持 Ｕ 口］

理を合理化するため，集中処理方式

を採用し，山田 ，正雀，高 )1¥排水区

人口98，965人の処理，r _ 必要な最少限

度の施設と した。

( イ) 下水ii t

正雀川 19 ，7 10人 0. 06944m
3
/ sec

高 川 31 ，505人 0. 11329m
3
/ sec

山田川 47 ，7 50人 0. 17067m
3
/ sec

計 98 ，965人 0. 35340m
3
/ sec

( ロ) 流入下水の水質 ・・ ・処理対

照区域は住宅地で，水洗便所を使用

するので家庭下水とみ な し次の乙・と

く推定した。

BOD 200 PPM 

浮遊物質 300 PPM 

下 水 道 第 j別! I l m 概 要 図

ーーーー- ［Ｎｾ奪三 ｲ ＮＮＮ Ｎ Ｇ

ー一一 “音玄 ･ｨ ｬｾ

， 
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図前平場理!処省疋E 図
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L

で滅l的機は 4k gj 時間のもの 3 台を投位する。

( 注入率 3PPM)

i) 放 流 ポ ン プ 室 ・放流河JI I (正t

JI I) の水位が低い時は自然放流とするふ降雨

時水位が高〈自然政剖i ができない場合は浄化水

をポンプによって版流する。

i) 汚 泥 消 化 設 耐il - - u 汚泥貯潤柑 1i1志

郎 1 次，第 2 次消化納( 等主¥15日分) 各 1滋，

ボイラー 1法，ガスタンクu " ( 容@半日分)

消化汚泥日i 摺.l¥'11部などを役ける。

k) 汚 泥 脱 水 設1mi … … 鉄筋コンヲリー

ト2 階犯とし消化附より拙出した消化汚泥は消

化汚泥貯溜柑11:: 入り， ζ 己で上浸水を分離した

後脱水機K より脱水する。脱水機はJ ! . l : 1! t i ' i 過 3

台を般的する。

L) 汚 泥 焼 却 設 備 ・ " J ! . l 空伊過機を 1:1¥

た汚泥片( 合水準70%) はf'] 泥焼却械にて焼却

する。

M) フ ロ シ ー ト … 図のとおりである

( ホ) 工 Wl

l昭和36年 6 月~昭和41年 3 月

( へ〕事業貸 し958 ，319 ，000円

( ト 〉 参 考

a ) 正雀処理1場は地域内下水処豆II はもちろん

の乙と ，地区外の吹悶市三Q町の下水処J lj i l C必

要は脳殺を将来併殺可能なように広域的見地か

ら配ロ計画をした。

b) 宅地造成 IC件う地勢，地被の変貌による

洪水の危険性から地区内泊所ICtt 砂地，遊水池

を設け災害の防止 IC留怠するとともに区成外の

河川改修を宅地造成 IC先行すべ〈鋭意改修? 急

いでいる。

む す び

以 上 を も っ て 千 里 丘 陵 住 宅 地 区 の

上 下 水 道 の 計 画 を 紹 介 し た が ， 文 章

構 成 が セ ツ レ ツ な の で， よ ろ し く ，

ど 判 読 下 さ り ま す よ う お 願 い す る し

だ い で あ る 。

(茸E者大阪府企業向宅地開部企岡課)

グデイフユーザー 4 基を月1い，曝雪t時間は ;'025

分とする。

d) 最 初 沈 澱 池 .... 汚水中の浮遊物質

を洗車t除去する目的で 6 池設ける。 tt i ! ! l 時間

1. 5 時間で各地IC リングベルト式フライト型汚

泥績窃機を設ける。

e)  I塚気材'i.. .... tt 砂地1，tt il'l i也を経た汚

水を生物学的 IC処理1するもので，返送汚泥の30

%を加え ，乙れに汚水の 5 倍lli l J . 宜の通気をな

す。五E気方法はステップエアレー ν ヨン方式を

採mし，そのn寺聞は 3 n剖! 日とする。 2 M股白し

Ｑ 捌 あたりスイングデイフユーザー Ｑ Ｓ Ｉ ，ｾを取付

ける。

f) 最 終i沈 澱 池 ・ 最初凶澱池と同級

のもので沈澱時I却を 2 1時間として 2 i1l !投け ，各

池IC リングベルト式フライト型自動銀省機を股

ける。

g) 機 械 室・…一 鉄筋コンヲリート平家主u

( l Om x 52m) とし，内部 IC庄気機，返送汚泥

ポンプ，過剰汚泥ポンプを 1 ケ所 IC Wめ集中且1

転する己ととした。なお ζ の他m苦1! 主を併 院

し，受配mおよび自家発mを 4併せて行なうも

のとする。

h) 塩 素 混 和 池 . .... 短形迂間前t式とし水路

班長35 mのもの 3列車tけ，邸紫法触日告I! 日15分I!U

( ハ ) 処 理 方 式 と 処 理 効 果・・… 活

性 汚 泥 方 式 を 採 用 し， そ の 処 理 効 果

を つ ぎ の ど と く 推 定 す る 。

( ニ 〉 設 備 の 概 要

。) 沈 砂1也.. . . . . 流入部ICスクリーンを役

け，節子fはパ- ，ニユクーにて切断し . tt 茸1池

IC流入するものとし. 2 池設け，スイングデイ

フユーザー ICて空気を吹き込み細砂のtt 澱促巡

を図り . tt 澱細砂はサンドポンプK て股上げサ

ンドセ パ レ- l 1 lc て水分を 切り処理する。

b) ポ ン プ 室・一 鉄筋コン空リート平

家 ( 6 mX 16m) とし，掛fll 7 mのポンプ 5

台校阻する。

c) 予 備1以気f¥l I i.... .. li}初沈潰池 ICI1I f入

する1測に出Isf 1 類を分離浮遊せしめ，かつ微笹子

を凝集せしめ ttj l 効果を高めるため本柑を設け

る。鉄筋コ ン少リート造 りと して通気 ICスイ ン

80 

fJ l  

B  0  D  

浮遊物質

司

計

処
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小 規 模 団 地 の 下 水 処 理 に つ い て

大 内

国 下 水処 理の 必 要 性 と そ の 方 法

最近w団住宅が各地 lζ 迎設されているが，これら住宅

団地 lζ 対する水道，ガス， fG気などの供給が必盟である

とともに ，団地から排水される下水も大きな問題となっ

ている。ことにわが国部市の諸施設のなかで，乙の下水

処理施設が外国 lζ 比べてとくに立遅れており ，下水道普

及率は全国市街地国税の約1596 しかないありさまで，住

宅団地をm設するi也駿で下水道の完備していると乙ろは

ほとんどないありさまである。と乙ろが最近の集団住宅

の便所は大抵水洗化されているので，少なくとも ，乙の

水洗便所の汚水だけは処理してからでないと放流できな

い。乙の7]<ij¥: 便所汚水のみを処恕するには，いわゆる

建築基準法に定められたし尿浄化槽を設ければよいので

あるが，住宅の戸数が多くなると，炊事，洗濯，風呂な

どによる雑下水の呈もかなりな水量! こなるので，これを

そのまま放流すると 2 放流先河川がしだいに汚染されて

くる。そのため団地の規模がある程度以上になると ，71< 

洗便所汚水と雑下水をもあわせて処理できる小規模な下

水処理窃を設けなければならないようになる。したがっ

て，現在住宅団地の下水処理方式には一般に二つの方法

が行なわれており ，その系統を示すと 図 1の;Bりであ

2 .  

図 1

浄化l ，Il 7i i; 

千ノ ｫｾｲ 重湯 万点Ｚ

，j< ;1¥. 1史 少什 巧 水

& 昔 a且 普 及 下 車

両 ，/(.

コｾ -<主

主主式

栄

る。ここである程度以上の規模で， しかも小規模団地と

はどの程度を限度にするかという問題がある。乙れにつ

いては建築基準法胞行令により 1 万人以上の団地の下

水処理場を新築する羽合 (C! i ，その特定行政庁を通して

都市計画審議会の位置決定をうけなければな らないと規

制されているので，乙の程度を小規鋭団地の限界と考え

7こし、。

便宜上 1 を浄化槽方式， 2 を下水処理場方式と名付け

てお く。乙のいずれを採用したらよいかということにつ

いては ，当然J i l ( 流J1<水質からみても下水処理均方式にす

るべきであるが，ｾ設ｾｾや維持ｾが高くつくので，処理

対象人員が 1，000 人以下は処理水量も少ないし，周囲の

ｾｾおに ｪｪｾ 轡がなければ浄化槽でも充分である。し か し最

近公共河川 lの汚濁がはなはだしく，それによる被告が問

題となっているが，その汚染源の一つに住宅団地などか

らの放流下水が上げられている。したがって浄化槽は ，

その機能自体不充分である 上IC家庭下水は処理しないで

放流するので，t ) I 水する下水量が多くなれば，当然下水

処理場方式によって処理してから放流しなければならな

L、。

圃 浄 化 槽 方 式

1  .  構 造 浄化槽は建築基準法において「し尿行止化

;jl1Ij J として規定されており ，その構造は腐敗椛と酸化

槽，消毒槽を組合わせたものである。腐敗槽は沈澱分離

JH? と予備炉過秘il こ分けられ，汚水中の固形物は乙こで分

離沈澱して鎌虚l性凶により還元分解される。また，酸化

地では腐敗校ll で分隊されてきた汚水を，砕石を充填ーした

i P床 lζ 撒布して，その表面に生息している好気性生物に

より酸化分解して安定浄化する。 ζ の各科!i の容量の釘. 定

基準については各部道府県ごとに規定を設けていて，わ

ずかながら差異があり ，設置者にとってははなはだ不便

である。昭和35年 lζ 乙の浄化糟の容誌に関する日本工業

規格が制定され，最近府県によってはこの規絡を採用す

るようになってきている。いずれにしても各都道府県に

2.5 
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税 率 え 信 手

図 2 t l : 水による稀釈率の変化と fi' 化事の関係

t1'  Sn Ｈｻ，化効寧を考えないで稲釈のみによる円。化本 ＨＱ 高行， 化 ｾｉＡ 論 ｦ ｬＰ

よって基準の巡うことは不伎なので， この J 1  S 規格の

1i;IJ: 之されたことを機会 l乙一基準の統一される乙とを望みた

い。以上の建築基準法 lζ 定められた標準型浄化村? のほ

か， ｾｬｩ 而般 化王になどを特長にしている特殊型浄化材 ｬｪ があ

るが，乙れは各市府県によってその1 & り J郎、方が追うの

て，それぞれ未認されたもの以外は設置できなL 、。

2  水 質 浄化枠!l の水質は厚生約令によって規制さ

れているが，実際には乙の基準に合格するものは非常に

少なしわずかにノ主体の2096以下という現状である。と

くに集ト1-1住宅の浄化柄! ; l " . 使用水量の少ない乙となどのた

めに，基準に令絡するものはほとんどない。公111住宅で

凋究した鮎米て= は ，清1' ，1:' 法}j在行J ;S WUの水質11J¥{; て C. O. D

は Ｑ ＵｰＮｰＮｭ 以下と ＪｓｾＱ ｊｩｩ ｊ されているの

｛ こ対し ， ム ｬ ｩι ｾｾＨｾ 48.  6p. p. m. ， アノレフ

ミノイド室議訂正 3p. p.m. 以下と規制

されているのに対し 15. 6p.p. m とな

っていて，それぞれ厚生行基準の

1. 3{九 5. 2 { I ' i にも相当している。

3.  浄化機能 浄化械はその燐造

!'I休 lこ111Ul l i があるので，乙れに高度

な汀子化機能を JUI 待する乙とはできな

し、。 ・般に浄化似の機能が恐いl京itl

として， h!?千手誌が小さ過ぎること，

使用/ J <hl が不起である乙と ，酸化機

のjill 気が惑い乙となどがあげられて

いるが，実際 l乙は以上の点を改良し

てもそれほど効果が上らないようで
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ある。乙のほか清掃法施行規則のなかに「酸化情には洗

機水のほか一般住宅にあっては l 人 1日30p 以上の水を注

入するようにつ とめる乙とJ と規定されているので，住

宅公卜 Ｑ Ｑ てはその令 ｽｪ 果につい て大 阪 市立 ￭ｬｾ￭ｬｬ［ 研究所へ 調査

を委託した。その結果によると ，流入flJ /J<s に対し50-

6096のI希釈ノk を般化酬に注/Jくす ることにより c. O.  D.  

は8096以上， B.O_ D は 9096 以上のf[' 化取を示し，たん

なる稲釈効果以上の浄化率効果が l別らかになった。した

がって，首長化梢に稀釈 IJ < を注入できる装置を設けておく

ことは望ましい。( 凶 2 )

このほか維持1 i : 理上注怠を払う乙とが必裂で，年に l

~ 2 阿必 らず清泌をうた}j 包し腐敗村il の汚泌を引きだし，

F強化十月の撒/ J <樋やJ " ui1iiJ 'l過jail の砕石そ削除し，iii: rJ id月を

点検したりする乙とは行t化機能の向上{ 乙効果がある。

阻 下 水 処 理 場 方 式

下水処理.r;Ij方式 lζ は一般に大きく分けて代流式と分流

式の六つの方式がある。合流式とは処El 湯まで雨水と下

水を同 ・ 下ノ Ｇ ｊ＼ ＱｾＧ にて導き，雨天の ｣ いは ＱＱ Ｑ Ｇ［ 天下氷Ｈ雨ノ ｫ

を合まない下水) の2 - 3{たまでの下水f立を処理し，イ也は

1111易処理して放流する。分流式とは雨/ J <nと，)11に下水rr

lζ より 11
1
'; 天下水のみを砕きそれを処恕する方式をいう。

さらに処理方法として普通沈澱法，j散社j i f ' j ，J ミ法，活性

{lj 泥r}; などいろいろな方法がある。そのなかて小J ; S ! . { C i な

下水処苅! 以としては分流式がもっとも泊しており，処理

方法として撒1 ' fi i f ' 床法が一番多く採用されている。と乙

ろが，従来は大規校な都市下水処理拐にしか採用されて

いなかった高級処理法の一つである活性汚泥法が，最近

住宅卜11地などの小規模処理場にも利用されてきた。

1. 撒 布 j戸 床 法

a .  プロセス j散布i J
eJ

] 不法と !ij 散布仰木を利用して下

水を処ｬＧｊｬする方式で ， その プロ セスＡこＮｦｾＡｬ｜ｾ型と Ｒ 附 桝型

とがある。そのフロ ーシートは図 3のとおりである。

図 3

様 辛 型

z  ，音 千I !'.:! 

p 雪ジE きl 也



標準型フロセスは都市下水処恋弘あ

るいは下J]<i1l: の大きい処理U:&J において採

用Eされている。この万式は 2 1桁hf 方式に

比べると効率がよいので処J ' l l ; J く質もよく

なり， JZ: 気の発 It凶も'，1司令少ない。しかし

最初沈澱および最終比澱池に沈澱した汚

泥を処理するための消化 ｾｕｦ をぷけなけれ

ばならず，さらに消化tTj -;Jt_の処分が必裂

となる。したがって，住宅卜11地などの処

理場てはとの汚泥処分を間的化するため

に 21特 約 型 方 式 が 般 に 保 周 さ れ て い

る。また作 l [ : ?i で12 ， 500- 1 0 ，000 人ま

での規棋でこの 21特例製の方式と同じ椛

造形式のものをつも同浄化t ，" i J と名付け

て， し尿か化t ; Hl と同級都道府県またに，

政令都mに届出するだけて設置できるよう独立に J放って

いるので. この点においても. d f . 作がよい。

b .  2  s皆槽 2 1桁併は 2 is:l' iりあるいはインホフ利l とも

いわれ， 図 Ｔ のごとく榊の内 Ｉｾｉ に傾斜した逃板を設けて

上下二つの室に分けたもので，上郎そちl 澱室，下部を汚

￬ｾ 室という。下水が上部沈澱 Ｒ さを流通する聞に浮遊物や

固形物は逃板の間から下の汚 j日室へ沈下日g:iffl して，嫌気

性消化が行なわれ，腐敗分解した脱離i夜は上i邪沈澱室へ

でて下水とともに Ｑ 散請 ｬ￯ｩｦＧｊｾＺＺ へ送られる。したがって， こ

れは， ＱＺｾｩ ｩＤ ｉ｜ＺＡ の最初沈澱池と ｭ 化村 ｬｬ を組合わせたものと

考えてよく， iti取汚 il r:!.(;t i'f>イヒ村li と同じように年 I l，il から

2回の引抜を行なう程度でよい。しかし汚 il 己5長て嫌気

性消化守れた脱段液がててくるので，撒布i f ' Jぷにおいて

Ji!: 気のブfi 設がはなはだしい欠点がある。

c  撒布j戸床 f散布P 床とはコンクリートなどて周壁

ｾ 皇

， 

図 4 2 階 梢 l析 函 図

写真 1 匝l 伝 式 撒 布 i戸 w

およびほ: 放を築いたやlf 内に集 J]<ならびに掛eJ]<装置をなし

その上にi f ' 材として任50- 1 00mmの砕石または砂平IJ など

をし5- 2 . 0mの厚さに煩充したもので， 乙の上市に下Aく

後1散布すると ，がリポ内を流下する 11Mに下/ ] <中 lζ 浮遊した

り，依存している有機物はP 材の友，@c. 繁殖しているり

気性微生物により吸おの上酸化分解される。乙のj散布告コ

lよの処理可能な1放水平は，従来i f ' ｉｾｾ＠ 1同組当り 1 口に 1 -

4  m
3
fm

2
の下水晶が標準とされていたが，近年はし、ろい

ろと改良されて撒水率は平均 L_ Om
1
j m

2
j doy とる- l oft 'i 近

く処: P . J l が可能になってきた。そ乙で従来i.t: と[50)IJ するた

めに処理能ノ ｊ の大きい新しい方法を Ｗｾｪｪ 必Ｈまたは高率Ｉ

撒ィ ｴ ｩｦＧ ｊｾ ミ法，従来の方法を燃準Ｈまたは低迷Ｉ j散布P 床

法と呼ばれている。高速i f ' J/l ミ法は際準if' J)，:: 法lζ 比べて処

理効率はわずか終ちるが，処百! 能 )J が大きいため処理Jお

敷地而 ｦＩＧＨ や施設 ｹｾ が非 Ｇｭ Ｍ に少なくてすむ。

したがって，最近はほとんど乙の方法が採用されれて

いる。高 ｩ 生 ｩｦＧ ｊｾ の大きな特長Ｈ［ｴ ｪ 散Ｏ｝＼方式を椋準 ￬＿ ｊｾ ミの間

以撒水に対して述絞1散/ ] < ( こした乙とである。したがって

時間的 lこ空間的 l乙P 床をあますことなく活用する乙とに

より ，撒ノドの高率化がはかられている。その方法とし

て，標準i f ' J ，. j ミの同定ノズノレや悶樋式のj散水器のかわりに

ふと行式あるいは阿転式撒水機が佼われている。このうち

同転式倣 /J( 機はがt床の中央l乙下水を導き，その中央から

2  ［ｪｾあるいは Ｔ 本の校下＿をだして ， その ｴｐｩｋ 多くの ｬ 噴水

孔をつけて下水をf散布するもので， ＱｾＧ ＮｴＡＱＧ，の反動て向転す

るために特別の動ノJ はいらなし、。そのため一番よく利用

されている。( 写真 1)

d.  ;，戸床流出水の返送循還 炉床流/ 1' ，/ ] <を再びi f ' ｊｾ ミ ｬ￬￭ ｬ

に返送させてやると， if' Jぷえの iitt 入下J J < を比較的清浄lこ

なったi f ' 7 J < により稀釈する乙とになり ，if'l末広対する質

的負荷が怪 il ，_まされる。それとともに下水の州末との接触

l時間が閉す乙とになり ， ｩｦＧ ｊｾ ミの Ａ 副都化をはかることがで

きる。またが Ｇ ｊｾ ミの ｬｩＴ｜ 石表ｔｦ ｬｩ の生物 ＱＱ 央にとっては ， 砕石 ｔｭ
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図 5

を絶えず下水がi: . l i ' い水朕となって1¥:1う程度が浄化機織か

らいってもっとも合理的であるので，返送する乙とによ

って述統的な撒水を行なう乙とができる。

乙の返送の方法』ζ 2 ， 3 の方法があり，その主なフロ

ーシートを示すと図 5のとおりである。

以上の方式のうちで 2 階構型の場合，生物i Piめ方式に

すると ，返送水は 21若糟へ流入する乙とになるが，現在

の共同浄化hEi 総造基準ではかえって下水の冷初日寺聞が短

くなり，また返送水中の依存酸素が消矢する恐れもあっ

てあまり好ましくなし、。したがって 2 階納型の場合は

n!j}気P過，または促進v! J 過方式の方がよい。

2  活 性 汚 泥 法 方 式

活性rr; 'i 尼it は下水処理としては，もっとも高級な処理

法として大規校な都市下水処理場で利用されているが，

建設ｾならびに辺転貸が高くっき，かつ操作が面倒なた

め， 従来は小規模下水処理場には適さないとされてい

た。ところが最近いろいろ工夫改良が加えられ，欧米で

は学校，病院，集団住宅なと・の小規模処理i釦こも乙れを

小型にしたものが実用化されてきた。わが同 lこもその方

式や装置が紹介されているが，住宅公団では検，iJ の結

果，最近の団地に採用している。そのうち，川崎市の生

田処理J易として百合ケ丘団地( ( 建設したのはすでにでき

上って巡転されている。さらにこの立までには，なお数

団地の活性汚泥j去の処理施設ができ上り辺転される予τ恒

になっている。

図 6
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写真 2 曝 気 槽

a  活性汚; 尼 活性汚泥とは，溶存酸素がつねに存在

・する状態で，原生動物や，パタテリヤ，細菌類の繁殖に

よって生成されているゼラチン状の小ぬで，下水中の宵

機物や，汚染物をよく吸おし，N変化分解する。またこの

フロックは，ひじように凝集沈澱しやすい性質をもって

いる。なおこの活性汚泥は，下水を Ｒ 週間以上 ｉｉｬｾ 気を続

けていると向然にできてくるが，時間がかかるので，一

般には運転されている処理場からもるいうけて くる。

b  活性汚泥法式下水処理 活性汚泥法式下水処理は

下水と［［Ａｩ性汚泥を混合し，ＱＱ｜倒 Ｚｾｍ 気して生物学的に処理

し，その後活性汚泥をちt澱分離して処理下水を放流す

る。沈澱した汚泥は再び本処理過程へ返送し，余剰j分は

廃棄する。乙の下水と活性汚泥を混合する141は，i容存駿

紫を Ij え，かつ撹持してやるために充分な| 腿気をする必

要がある。乙の械をH足気村? といい，t散布iP床法の担当床と

閉じ役割を果すわけで，その標準プロセスは図 Bのよう

にi散布P床法とほとんどかわらな l 、。( 写真 2参照)

この処理水質は非常によくなり，撒布i戸床法のように

臭気や蝿がでないのでよいのであるが，既述したどとく

建設ｾや維持白がわりあいに高くつく。その他，活性汚

泥はしだいに増量するので ， 余剰汚泥の処分が必ｾーとな

る。また，傑作が複雑であるため維持ぜ理者を常駐をせ

なければな らない不便がある。

c  小規模下水処理施設と しての活性汚泥j去 最近わ

が国に紹介されている小規模な活性汚泥法処理胞設は以

上の欠点をできるだけ補なうような工夫がなされてい

る。その主なものは

/  

(  1  ) 下水の流入口に下水カッタ

ーを取り付けて，下水中の粗大物を

wi 砕して直接a! 足気糟え投入し，最初

沈澱池を干T田れする。

( 2 )  I保気時間を長くして汚泥を

充分酸化させ，汚泥の納品をひじよ

うに少なくして汚泥処分を簡略化し

たもの。

( 3 )  11寒気松sと最終沈澱j也をコン



写烈 3

パク 卜lζ 組合わせて小型化したもの。

( 4 )  ＯＱ Ｒ 気の方 ｡ｾ あるいはプロセスに工夫をして効率

をよくしたもの。

などがある。以上の方法は乙んごの新しい処理方式と

して注目 lこ値するものであるが，いずれもわが国におけ

る実施例がほとんどないので，その汀?化機能や操作の:i: lu

易についてはまだし、ろいろと未知の点がある。したがっ

て， 住宅公1]1などで近く巡転される処理勾などの結果に

l 、ろいろと期待したL、。

園 下 水処理施設の維持管理上の問題 点

us同住宅の下水処理胞設に関していろいろな苦悩が起

っており，その主なものに臭気と下ノk蝿および放流先の

公害問題がある。そのいずれもがなかなかやっかいな問

題で，現状ではそれそ' れ決定的な解決策はないありさま

である。したがって，団地の配置設計ー特にとくに設置位

置について検討を加える乙とが必型で，建物とできるだ

け離す乙とが最上の万法である。

1  下水蝿 乙れはP 床などに発生する小さな拠でと

くにj散布告と2床に，はなはだしL、。乙の蝿を防ぐのに一般

につぎの方法がある。 ( 0 ) 述DN散水を行なうと拠の発

生がひじように少なく なる。 ( b) 泌7J くと称してP床を

満水させると ，幼虫や成虫は死滅するので，一定期間ご

とに泌水を行なうとよい。( c  ) 下水蝿はその飛旬力が

弱いので，処理胞設の回りに樹木などを植えてやると効

果がある。 ( d ) 浄化担lげよどは通気用の空気取入口に防

虫網を張るとよい。乙のほか住宅公団では，j散布P床に

天蓋を設けたり( 写真 3) ， i F ' 床を地下に埋設したりし

たが，施設' 1 ' 1 が高くつく難点がある。

2.  臭気 臭気も1散請ii F ' 床などで多く発生するが，こ

の対策はとくに難かしL、。住宅公団ではオゾンガスによ

る脱臭を試みて一応効来を上げているが完全なものでは

ない。

3. 放流先の公害問題 下水処理施設からの放流水に

よっていろいろと公害問題が起乙るが，その主なものと

して

( 0 ) 放流先河川|の汚染がひどくなり

b! . : 気が発生しだした。

( b )  !1主流先がi白紙用水路になってい

る場合，水稲などが窒素過多になり慈影

響を与える。

などがある。その一番大きな原因はi ' J '

化機能が窓いためであるが， ! . 次流先河川

の7J<flt が笠宮であれば影響は少ない。し

たがっ て， 放流うI : l 、かんによっては処理

方式をよく検討して効率のよいものを選

ぶとか， ーとの維持rn':ll にとくには. . ，立する

などの考慮が必2 . t である。と乙ろが/)<f 憶

に悪忍轡のあるさE索成分はその除去がひじように灘かし

く簡単な方法がない。現在考えられているもっとも効果

的な方法は酸化池法といって，処現下ノjくを広い池lζ 放流

し，そのなかに繁殖する水中微生物によって固定させる

方法があるが，最寄に池があるか，またあっ ても放流で

きる池でないといけな L 、。乙の方法によると ，有ミ1[ - な笠

* はほとんど除去され，その上放流水もさらに浄化され

る。ただしこの場合池の大きさとしてM低 2 週間分以上

のHitj 釘容引が欲しい。

園 結 び

従来は下水の処理という乙とについては，一般の関心

がF'l かったし，処理}j在設そのものも小規模なものは不完

全なものが多かったが， 処理7 ] < . が少々 濁っていて臭気

があっても当然の乙とのように考えられていた。しかし

最近の住宅団地のごとく，大品の下ノkが放流されるよう

になると公害も大きく なり，放置する乙とができない状

態になっている。したがって，同地の下水計画にあたっ

ては周囲の環境などを検討の上，処理方式の選定や，敷

地の位置などにとくに留志する必要がある。ことに集団

住宅などはその生活綴式が略似ている関係で，使用水企

の変動が極めて大さく 1 口の内の最高と最低流誌の差

がは11 しいという特刻、性などがあるので料品設計のさい

にも注意を要する。以上小鋭校団地の下水処理施設の概

! }l tについて述べたが，とんど一回屯要性の増す問題だけ

に関係者の努力はもちろん，ー般の者も関心をもつよう

j羽待したい。
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最 近 の 給 水 設 備 に

富 士ロ

圃 市 上 水の 原 水 の 現 況

京阪出 ｪ の工場お致 ， 住宅の激増 ， 各家庭の洗￬Ｗｾ照とし

ての中性洗剤の使用など，最近種々のτJHiJ より ，大阪市

上水道として佼閉されている淀川水系の水質が経度 lζ 怒

くなり Ｎｦｦ トノＧＱ＼ｾ Ｉ における水処理の問題は ， 極々の難点に

辿過している。出来滅菌は収入口 と配水nll 口において，

またそのIHJlil 泌土その他の薬剤使用品も最近とくに過大

となっているとの乙とである。一方組系JJn入の増大は，

配/ 1<1'¥' 系へのJ l i ! i u1t その他を起 ζ し，また一方人口 1 人当

りのT打水使用品は生活文化の IrlJ 上 とともに ，ますますi科

大しつつあるとき ，配/ 1<1¥1主はn制: l J t による tf，u1<品の減少

を起こし，市水使用訟は配水! i ' i 'j モの拡大を1 f 求し， 乙の

相いれない状態は，ますます水圧の低下現告とを起乙し，

末山部では O. 2kg/ c m
2

というような低水πとしてあらわ

れている。また消火活動なども不能に近くなり r打LT IC

犯! 設されるi Ul 物に対する市水引込科 1壬の . n主的口係縮

少による協ノJ を'l!! 治される現状である。

園 使 用 水 量 の 増 加

終戦直後数{f 聞は， 給水人口 1 人当り 70- 100e/ rl と

いわれてきた佼用水量は ， 最近の ｾｾｩＧ ￼Ａｔｉては ， 一般事務所

見 ｴ 築物において • 200- 250f l 口/ 人，また病院では350-

400e/ l l / 人とみられる通り ，約 2 - 3 伐とが' I }Jr J しつつあ

る。火化の向上とともに ，人口 1 人当りの/ 1<佼1i l i U: は，

断次大E となるものであるが，乙れに対する給/ 1<! i ' i ' 系お

よび胡/ 1 <r¥系の錠似! は，市当局その他の大変なる努ノJ に

もかかわらず. lifs市人口の増加11ζ 追随する乙とが， *I'i" _-

1不で，既設竹系の取り務えその他は，下f公r'f 公共I'Ji 体の

予t-;t. 道路交通、J]: ↑11i ， その他極々の) ) ; l 閃がアイ路とな

り，なかなか完備されるにいた斗ず， 乙れはこんごの係

市， ［ｉ Ｇｉ ｬｦｬｩＧｊｾｾ のなかでも大事業と考える。

過去においては，あらゆる用途に，雨水・ JI 水 ・河/ 1<

が使用されていたが，市水道の発注により ，また大阪市

においては，計 ￯ ｟ ｴｾ 部 ｬ ［ｴ地位沈下 Ｑ りＧｊＱしのため Ｎ Ｑ￭￟市ＱＧ ＱＱ 計

上 E サク .i il の;/;11限，工業用/ / < 路の不足. I" J  //< • iii} / /<利用

のための胞設' l ' l の増大などより，内I f ( 欠市/1<に依存する乙

とが多くなりつつある。またサク J誌の: l j I j 限は，空気，i府和

笈置の冷凍1笈凝縮/ / < として冷却椛の使用などにより市上

水供給能) J の増大をとくに吏ーする事態となりつつある。
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- 水の 用 途 と性 質

水の用途と性質を考えるとき， 市上J/<を絶対に必要と

するものは，飲料用 ・厨 j万用などのみでありi . 光線用 ・

消却用および冷却]用としては， 必らずしも市上水でな

く，工業用水の完備により . : k分その目的 li 述せられる

ものである。工業用ノjく路のぷ板、としては，現在は市上 J1<

と同 ・の/ / < 源地にて，組系滅菌のみをすT附した程度のも

ので行なわれているようであるが，飲料用 ・厨JJ} ffj ある

いは ＦＮｦ ｦ Ｇ 用 ・ ｩ 泊 ｴＮｾＮ 用その他として，排出された汚染 ｊ Ｑ＼ を

:r' i 木部lこ下ぷ処理場を設け ，ここで処理されたノjくを再使

用する乙とも考えられる。もちろん Jl<.u1的! こ下水処理水

誌と工業用水使用邑との均衡を求める乙とは IAl 郷。であ

り，その比率が，工業用水の主ｾ印分になるかあるいは

他の工業用水源の補足的なものになるかは，なお洋細に

検， ｪＧ ， ｴ をｾずる問題ではある。

J/<の用途を，その使用別に分類すると，つぎの 31歪と

tJ. る。

① 経口的l乙用いられる飲料用 ・厨υJ 用

① 1)r. 他物Ji X 流用に用いられる沈搬用 ・消却用

Q  L )長用加熱 JJ 日湿 ・空気ぷ和用 }J 日終}J 日滋および冷却

用

乙れら各々については，①は人間の陛 1jz と生命を保

持するためへの利用であり，①1 t 7 l < が流体であり ，その

物理的。流 IIP
1
性の利用を，① lf ノk のイ了する然科誌の移転へ

の不'1m
である。したがって，水ののーする性' l 1 を各五EI こ使

い分けるのであるか今 ，必らずしも同 ーの/ 1 < で・なくても

よいという乙と! なる。このことから ，①に対しては，

然 の 乙 と お が ふ 市JJ く道のごとく ，物理的 ・化学的に

純粋な，完全滅的されたものを，①: こ対しては. )1: J/< ・

雨Aくなどで配r ' rを損似しないものであればよいという //<

を= ①に対しては， 工 業 用 水 ・)j:;Jく ・河ぷ ・海水など

で，①と同じく配iTを損傷しないものを iE求すると考え

る。

乙こでとくに，大| 花市においては . rl'iiWの恐れの少な

いと考えられる淀川水系が ， 市の主 ｬｦｩｾｩｓ を通過している

乙とでもあり ，かっこの/ / < 質は
r
i Ul 築雑誌J

1958 'rf. 4
月

号のイT忠正氏の論文にみられる辺り} ，忽以上!ζ 良質の

ものであるので，この河水の利用が. ｩ Ａｴｾ応用あるいは冷

却用としては考えられる。河 J1<の使用については，洗括主



用 ・冷却用 として利用の場合は，その物理的性質，熱容

量の利用という乙とに止まるのであるから，河/ 1 < のil ，&/1<

その他の事故は問題とするに JE らないが，河川 i ［ＡＺｾ笠破損

による風致 ・道路の損{ お，工' j T. 中のi並行の法、断，［ｩｬｬｮ Ｇ ｬｾ の

技術，氾i監予防への対策配l心，その他極々の防' 占を起乙

すことも予: l : I tされ，関係;r1' i ' FT公暑の協力批准も必約した

いことである。したがって淀川 ・土佐掘川 ・屯品 川な ど

に接するか，あるいはそれよりの距離の近い場所では，

市上水使用を極) ] 節約する芯味からも ，河/ } < 利用は乙ん

ζ の問題として考究さるべきであり. iFず; もli iiJC各官公

暑の協力をねて，二，三の 二lミ』恒例を経験する乙とがで

きfこ。

圃 市 水 の 供 給 と対 策

事務所m築物の給水設V i l iを計画する羽合， jffi Ｇｩ［Ｇ ｾＧ われわ

れはその} ，' ; ( 主人仁11人当り 200- 2 50e; 口と似定して計画

することは，すでに述べたが，乙の 11時!日j ピーク最大使

用品は . 30- 40e/ hr として受木村li を計画し， 市/ 1<引込

口筏をきめて，市当局 ｬζｾ 請するが，当方のＲＡｩ ｬｬ￮Ｇｩ した口

筏 lζ て引込み得たJ必令でも ，夏季最大使用11寺の; 1<} L: の低

下，配/ 1<'nの漏 j史事故などより，日I- r，q直の受水品がfSら

れ な い場令や ，申 込 引 込竹口絡の縮小ｾ苅 な どにより ，

所ｾＯＱ＼監が ｩ 弓 ら れない場合は ， 受ＯＱ＼ｬＧ ｐｩ の終誌を何時故大

使用量の 2 時間分ないし何時、ド均伎用品の 3 11寺問他をと

って，その受水似l の最小作L J : とし， ピークH与また断水時

の水圧低下に備えるようにしたし、。

市浄水湯におけるか; J <Q と，市水使用;EI 水日号令 J Iのメ

ー ター桁数が，最近207ち近くの差がでているとのことで

あるが，布設市配ノ' 1< ｾＱＧ｜［の漏ノ ｫ 修理 な ども，昨 ｩ［ 没の困知ｼな

現在としては，来iii 裂がHζ T打上水供給品のi也JJII となる乙と

であるから口も早く允. R . し修理される乙とを希望す

るのと同時にＮｊＺＮなる分岐引込竹が • ;?;l ytJJ 'i' と規定され

るが. m物への引込直前部分は，亜鉛鍍剣竹による，エ

ノレボ Ｍ ｬＡｩし紋下などにて Ｎ ｕＡ物の ｩ 沈下あるいは地 ｾｉ ＺｊＺ沈下

による ，配f!'i の也事I，切断などを予防することも ，こん

ど研究されるべき問Jlii と考える。

また使用字j- o! 'Jとしては，供給量の確保のためには， ピ

ー ク11寺以タI- IC受水するため. ｬ￬￭ｪ 土 ＱＳ の受ノ， ｕ ，ｾの大きさを ，

大きくとる乙とを考えるほか，使用品の節約(Cつとめ，

たとえば. 111日j シスターンによる iit 線用配符を . )JI J系統

として計画し，夜間は分岐ケ所の; 1;' 11仁弁 を止め る乙とに

より ，夜 通し使ｾｾＨ己注水するというよう な 乙ともなくな

り，かなりの節ノkができると思う。また洗面器，入浴用

などに使用された/ 1 < を貯水し. j) ij tji なP過またはち1 ; 澱な

どをなしてのち . 1)1 水洗線用としての再使用なども ， 乙

んど研究されてよい点ではないかと考える。とにかく市

水供給量，下水}i文流s ともに ，早 :':'l( 乙増大することの不

可能に近い現状では，市立l- 者側としても，その用途にJ ; i S

じ節約，あるいは再使用 なとについての配慮をなす乙と

が. 1J 1水量の減少と なり ，都市日|凶l的 lζ も必' t ーな段|併に

きているものと考える。乙のための当初施設 ｘｾ の約六 ［ は

あっても ，その長期使用を考えると，維持政も減少させ

る乙とであるが，一方現在の市上水料金は. ;';' J安とも考

えられ，市/ 1 < の価絡を若下値上げして，そのi首収分は他

への流用を避け ， 特別会計として，市水供給の胞設 Ｑｾ

として，再佼刑されるというような施策により ，供給i J :

の確保! こ期待したい。

園 給 水施 設 の 新 ら し い 設 備

現イEまでの給水設{ J //J としては. iitlffI 総 ・手洗器 . ｩＮ｜Ｉ ｩￌ ｾｬｾ＠

場 ・使 illii 光線用 ・消火用水などのものが，主たる給水設

1，i1i として日 I-TI ! I i されていたが，文化の Ir'j 上，欧米施設の研

究 . 'ti ' j - 報の入下なとにより，飲料用としての冷混/ . 1 < 供

給，釧ノk 矧 rH用としてのディスポーザ ー， 茶妓・ンュー

ト，冷却l椛への補給; } < 供給，ガ. レージの各種消火装置な

と‘ が街化設備のなかに JJ 日わり ，また 11 本人の体位の向上

は. &1凶器 ・便器などの高さも変りつつあり ，鉄筋コン

クリート造のアパート nf :こ対しては，その厨J; ; ' 設備とし

て，ユニットキッチンやステンレス流しの普及など，新

らしい設備はこんごもなお引続き大きな変動期] を迎えつ

1111 11 11111 1111111 1I11111 111111 111111 I1 11 11 111 111 11 1111111111111111 11111 111111 11111111111 111 111 111 1111 111 11 11 11 111 11 11111 11111111111 111111111 11111 11111 1111 111111 11 11 111 11111 111 111 11111111111 111 1111 11111111111 111 1111111 111 11 111 111111 11111 111 1111 
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つある もの と感じる 0

. 配管 材 料の展 開

鋳鉄管 ・亜鉛鍍銅色' が主なる使用tz- 材料として現在ま

で計画 され，鋼管' s t 銅管は特殊な建物についてのみ使用

されるものであったが銅竹黄銅官は竹材料の価絡の高い

乙とのほか，継手類およびその施工がとくに高価なため

貸ビ ノレなどには，通常使用される乙とが稀であった。し

かし，最近の市上水の塩素注入E の増加などより ，鉄製

品の管材料は内部腐蝕による f，! ; 色の水のでる乙とに対す

る使用者 ｾｉｉｊ よりの苦情も多くなりつつあり，乙れは銅竹

の場合口筏 32 mm- 25mm以下 !ζ は使用される ζ とが市ii.欠

増加の傾向にある。一方化学工業の発注は，ビニー J レ系

あるいはポリエステル系の材料としての開発も急速に発

迷し，_ i l l i 鉛鍛銅併は臨化ビ ニーノレ管 [ζ ，銅ヂ? はポ リエス

テJ レ系1' i'lζ 削次変っていく乙とも考えられる。これら化

学系製品は継手などに関しては鋳型による鋳鉄品も可能

であり ，同系接お弗j の発注より， (W.j 欽723宣銅1'_¥: などの金

属材料は，化学系生産品lこ置き替えられる口も考えられ

るが，現場施工の場合のコンクリート打込あるいは土中

埋設管のハツリ工事あるいは改修工事のときの破損は，

鉛管塩化ビニール管ともに避けにくい事柄であり，また

衝撃に対しての弱さの問題および施工技術の研究発達を

要する余地は多い。

園 水 処 理

現在までの水処理は一般に， 気l限， 凝集， ちl 澱， 分

縦， iPi邑および塩素処理， li:l Tt寝土P 過，ゼオライ トによ

る軟化などが主なる水処理として採用された方式である

が，乙乙でも化学工業の発i土は，イ オン交換による軟

化， 脱:1-<.;[ ，脱ア l レカリ ，クロ ーム交換，脱駿アルカリの

添加，吸お除却なとへの進I l ¥もあり ，7] <: 処理の問題点と

して乙んごの研究発達が種々予怨され，また直接の媒iflJ

としては，TI 材料保護剤として，商品名エドラス ・カノレ

ゴンなどの化学製品を配竹系統内 lζ ，それぞれの装置を

設けることが研究開発され，実施されているが，飲料用

として 乙れ らの薬品が人体におよ ぽす影響などはまだ経

年的な実績が不明のため， 自信がも てない点などは乙ん

ど究明していきたい。

圃 防 錆

タンクその他の防高!j 材料として，防車!j ペイント( 含鉛

塗料) による処理が多かったが，防錆塗料材料としても

樹脂系製品の発達は，プ ラスティッ クライニンクーにより

各接合点は熔接工法にして， 鉄板の酸化を防ぎ，またス

テンレス系製品の生産品の増加は， タンク材料として進

出し，ステンレス ライニングあるいはステンレス製水槽

なとも出現して，7 ] < : と鉄の不仲も漸次解消するものと予

想するが，現状ではプラスティック ・ステンレスいずれ

もまだ価絡の点{ζ て防車!j 塗料などと太万打できないもの

であり ，乙の面より樹脂系製品，ステン レス製品の価格

のできるだけ安ぜ なる口の早い乙とを期待する。

圃 あ と が き

編集子よりは“ 最近の給水設備の問題点" という題目

で原稿の依頼をうけたが，乙のための平紫よりの準備が

できていたわけでもなく ，思いつ くまま偶感といったも

のを也ーきならべてみたまでである。そのため給水設備全

般について書くべきと乙ろが，市水そのものについての

乙とが主題となったような形で，7 ] < 特集一号の うち給水設

ｾｬＱ ｈＨ｟ ついてとの編集子のＺ芯志 ｬζ 反したと恩われるが，こ

の点はお許しを願いたい。

なお， ζ の間組については，空気調和 ・衛生工学会誌

1962年 l 片号にかなり詳細な論文があるので，併読され

る乙とをおすすめする。

7] <: 使用量の地) ) 日，部会地への人口の集中，化学工業の

発述にともなうてf材料および塗波材料への進出 ，水処理

用材料の開発などの乙とを考えてみると，各種工業の発

達は給水設 ｾＱＱ ｊＱこ対してもこんご郡々の変遷が考えられ ，

楽しみの多い時代がきた乙とを感じる。

011者 自 主E殺計工務K K設計部長)

111111111 111 1111 1111 11 11111 11111111111 111 1111111111 11111 1111 11 111111111 11 111111111111 1111 11111111 111111111111 11111111111111111111111111 11111111 111111111 11111111111 111 1111111111111111111111111111111111111111111111 1111111111111111111111111111111 1. 
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最 近 の 排 水 設 備 の 問 題 点

、

.• 
，
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J

 

)11 

1  衛生 工事 規 準 ・法 規 (Pl umbi ng Codes) の皆無

わが国の現状は，たんに屋内および敷地内の排水設備

についてのみならず，いわゆる衛生工711: についての具体

的な法規も規準も併無に等しい。乙れは，大きな問題の

一つであろう。ただ，乙の乙とを論じるには，その前提

として“ はたして衛生工事( 乙乙では仮に一応，屋内お

よび敷地内の給掛水工事を意味するものと定義してお

く) は，そのような法規 ・規準を必要とするほどのもの

かと、うか" という ζ とがある。現に，広大多庖の建築物

がわが国にmち始めて，そしてそれにはたとえl援冷房は

なくとも，いや応なしに給排水工事をwなわなくてはな

らないいだから施工されてきてから約40f F ・の歳月を経

ている。その間そんな法規もが1準も何ーつなかったにも

かかわらず，なんとなく発達してきて. そしてそういう

規制がなかったがために生じた大故障にも危険 lζ も遭遇

した乙とは，かつてなかった“ か" にみうけられ，国家

的lζ も関述をもっと思われるいかなる宮署団体からも問

題になったことは一つもなかったように記憶している。

自由という乙とが40年以前よりは充分実質的にいわれる

ようになった乙んにち，いまさら一つの ζ とでもなんら

かの規制をして不自由にするところはないとも考えられ

る。すなわち，術生工事なる一つの工業も，乙ん lζ ちま

でと同一状態に置いておいても大過は生じないのではな

いかという乙とが，そもそも問題のようでもある。

また第こには，もはやこんにち以後あまりに自由すぎ

るのは，術生保長l ! 上と生活の快的便利との聞の危険 ・不

快 ・困惑 ・事故発生などの限界につき，その最低限度の

規制をする乙とが必要であると，衛生工事のあらゆる方

面からの関係者らが認めたとしても，その最低限度とは

どの辺までを妥当とするかには，なかなかむつかしい検

討を経なくてはなるまい。一体，術生工事には一一少な

くともその排; J < 設備に( ; 1 : - いまさらのようにそんなむ

つかしい乙とをあげつらうほどの望ましからぬ事実が，

存在しているのかと‘ うかを疑ぐる方々も多いであろう。

しかし，残念ながらないとは決していえないのであ

る。何事にまれ，知らぬということは強いものである。

誠 耳

深くとはいわぬまでも，まずひととおりの筋道を知ると

とたんに不安を感じる現象は多少存在しているのがこん

にちまでの衛生工事の実状である。

と乙ろで，建築基準法には，m物の給排水工事の技術

的基準は別に定めるとあって，同法公布以来一応その枠

内l乙採上げてある。下水道法の改正! こより，屋内 1 ド水

装置" は同法[ζ 包合される乙とが建前になっており ，乙

の意味では法規も規準も皆無だとは，実はいえないので

あって，口頭第一段に述べた“ 全然無視1 h I ) " という段階

はすでに踏切っている。なんらかの規制lをする必変ーがあ

るという乙とは，すでに法規が認めた乙とになってい

る。そ乙で，こんどはもっとも困難な“ 長低限度の規

HjlJ" という線は，どのへんに引くべきかを明らかにする

段階にきているのである。

下水道法1[. より，その統轄下に属する各都市の当該局

は，取乞l ぎ具体的な条例を作成公示しなければな らない

立務を帯び，取締指示する権限を与えられた乙とになっ

ている。けれども下水道法 ・建築益準法の作JJY者も術生

工事の乙とについては，ほんの概括的のごとしか知って

いないので，さて規制の具体的事実について何をどうし

てよいのや ら皆目手がつけ られない。と‘ んなに水道下水

池築の権威博士が集まってみても ，1，探知識に近い事柄l乙

対して適切な条文を編む乙とはまず望まれない。いまさ

らあわてて衛生工事の文献などをあさってみても，そう

簡単に: 1 f 点はつかめない。下部の公務員 lζ しでも，だれ

一入手 ｾ￭ 生工事なるものさえよくしらないで ， 取締監督指

示lζ 任じ得られるものではない。よくも乙うまでさっぱ

りと乙んにちの臼まで乙の工業l乙対して無関心で‘ いられ

たものだと驚くばかりである。乙とに，排水設備につい

て乙の感が深い。

それでもなんでも ，いやおうなしに，下部官署は何か

条例細則を公布しなければならない立場lこ追込まれてい

る。地方都市では，まず中央首都の当該局の条例を参考

にしたいからというゆとりをもっ。首都当該局にはやる

せない焦慮がある。

乙の ζ とは，なにも術生工事条例についてのみいう ζ
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とではなく，よい実例は清掃法の改正公社i( r . 伴なうし尿

浄化そうの場合にも ，程度の差乙そあれ，同じよう な乙

とがあった。下部官暑は ， 与えられた椛阪にｽｾ、実であれ

ばよいのであるから，各自のI' 1 務以外の乙と lζ は全然関

心をもたぬのは当然で，新たに与えられた権限につき無

知識であっても恥ではない。ただ，衛生工事の場合は，

それがあまり lζ 極端な無知であったがために，衛生工事

とは何の乙とだか，屋内排水装置とはどういうものか，

から知ってゆかねばならぬという念の入りかたである κ

過ぎない。

2  取締 の妥当性

社! 司法人衛生工業協会は，もともとわが閃における建

築物の術作 ＨｉＧｾ 設備につい て の ｮｪｦ ーの学会であったが，今

回正式に文部ヂ? のfi :絡に属する学会となる乙とを目標に

“社| 司法人空気調和 ・衛生工学会“ と改称して本年 1 月

から発足した。とん ｬζ ちまで ＴＰ 年米大過もなくｾ物の衛

生工事がともかくも進展してきた乙とには，実lζ 大なる

貢献をした学会である。衛生工事についてはi権威析も専

門家もいる。t _ ' ( 目わからぬが与えられた縦 |浪に ついて

は，当該局は率直淡白に乙ういう学会に諸問してもよか

ろうし，例人的に憎士学者を -11寺的顧問としても恥には

ならないだろうと思うのだが，どういうものか尽内のM・

水ぐらいの乙とが下水道K くらべてなにほどの乙とゃあ

るとでもいうのか，いやしくも相当の学識実力者をも っ

当該局がこのくらいの乙とに他をわずらわすのは乙けん

にかかわるとでもいうのか，一向にそういう方向 lζ 展開

してくる脱線はなく，内にくすぶってもてあまし気味で

いるのが現状である。まさに乙のくらいf J l・水装置をよく

しらないのだともいえる。いまはただ，もう少しわかっ

てきて，なるほど乙れはちと下どわいとわかってからで

ないと索直にはでられないのかもしれないし，何をくそ

という芯地が強ければま乙とに結!'Wi ，たかがじむつかし

い学班! と常 lζ 取組まねばならぬような工業でもないのだ

から，ひととおりの理論を会得するまでがんばれば，あ

とはさほど他をわずらわす乙ともなかろうから，乙の乙

とはあまりおせっかいな余計なことはいわぬ方が利巧か

もしれない。

ただ，かような当局によってでっちあげられた条例細

見j なるものが，どのようなものか，およそ偲像がつく。

実lζ 懸念なのはその条文である。そして，その条文がま

ずＺｴＮＧｊ当なものであったとしても，その μｾｾ を充分理解し

ているかどうかのまことに心細い窓，-，や取締員の施工 lζ

対する指示命令である。それでも，納得してよいことは

東京郎の細則は一応成文化したらしいが，当分内規とし

てその経過をみるという乙とになるらしい。乙れはま ζ

とにお、当なtI
1

i ' i f 1 で，かたがた係口のJ啓発にもなってよい
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乙とだと思う。地方都市はどういう措置にでるか，願わ

くはいきなり手ひどい態度を採らないようでありたいと

希念している。きびしい取締りは望むと乙ろであるが，

無理解な指示命令により，とんでもない非衛生が発生す

ることを恐れる。

というようなわけで，建築士の方々 1r . もこの点はよく

宋知しておいていただきたい。衛生工事lζ も漸次郎市当

該局が条例で取締る段階が速からず到来する。そして当

分の悶は，とき K 奇妙な指示やおかしな命令もでて，工

事業才; ともども建築主体lζ 影響するような無謀な施工を

命ぜられて困却しその無理を了解せしめるのに 'FJ' の折

れる場合もおこるかもしれない。何分おそらく水道局か

下水局かの土木脊ちの係員であって，R. 内も道路イfJ 設も

あまり 1200)11のない生立ちの人々であろうから ，Ｚｧｾ， ζ 建築

士の方々には充分ご永知のごとく ，似lのJ i J . 内ガス配竹工

がどうにも建物の体裁を考慮にいれぬ下k . い配竹をい

またｾ物の胞工 ＱＱ 瓜序 κ 適応する乙とに無関心で， 1' 1己の

/Jj l合のよいときにしか仕事をしに乙ない傾向のあるのと

よく似た予態もお乙しかねないような指示に辿遇するか

もしれない。

しかしまあ，乙ういう iJ i . 乱期はさほど長い{ffl 続くま

いとは思うが，1. (ζ 述べた“ 最低限度の規制rι という

ような問j凶にはほど速い条例であると思うから，最低限

度という乙とがほんとに取締当局 [ζ 体何されるのは，お

そらく早くて乙んど 10年以上はかかるであろう。それま

では1' . u乙|王1)](ζ 適応した経済的な釧 J K装置というものは

わが閃には実現しないであろう。私は本作 69 才であっ

て，そんな nはもはや息絶えて久しい将来の乙と K 属す

る。衛生工事らしい工業がお乙ってかる 40 年以上も経

て，ようやくなんらかの規 ｾｬｩｬＱ を感じだしたという究科度

をもっ同である。何τ同乙よらず，近ごろのダンプカ ーや

ノイイクのような急速度とは全く反対の，気の述くなるよ

うな将来を期待するほかない政治方の問である。

3.  衛生工事の最低要項

・‘ 最低限度. ，という乙とについては，つぎのような感

想をもっている。

わが同の， ｾｪＧｴ ｔＮ乍のお下本ｻ立アメリ勺である。アメリ

カの術'1: て・J]: に対する最低i } 2 J j Hi ，排水設備においては

矧水竹内の下水ガスを微虫たりとも室内に何らしてはな

らないというのが原則である。' ) ミに i! ，¥j' t(尽iill 上立派至極

のi } 2l j ' j である。アメリカ以外の大文; 化同家と事祈称lト、之さ‘ れる異国

の仲術]"1'. 工

に知ろうとしなかつた。が，荘、はひそかに欧州先進悶と

いわれる悶々の現状はどうなのだろうかを知りたく思っ

ていたが， ゃいにして 1964年の東京オリンピックに備え

て，I昭和35年のロ ー7 オ リンピ y タの誠施設の衛生工事



を視察で きる機会を得たついでに欧米諸国を視であるい

た。イギ リスの最近の)ji 内HI J J < に関する論火数編も入手

できたので読んでみたが，その論文の討論記τ]J 中イギ リ

ス衛生学会の ・権威才; は，下水ヵースが少しぐらい屋内 lζ

漏れたって人聞に危者はおよぼさないから大して問題に

する必去はない と述べている。アメリカ 3L. 項からみれば

か なり ＩＱ ＧＮ ｪＡ ， ｜ｩｾ ｊＺＮ，または小完全と思うような乙ともさして

気にしない施工β i1: もイタリア ・イギリス ・フランスの

随所でみうけられた。乙れでも衛生工事である。

そ乙で，アメリカの最低限度はそのまま ζ のl 3: z国の

最低とみなしてよいのか，ひどくぜいたくなのか，"定は

このごろ% が迷っているのである。

濃度の高い下水ガ、スがたえず漏れている室内 l乙生活す

れば，人体は徐々に俗 wを' 去してゆく乙とは IYJII であ

る。そうでなければときに不快 ・困惑を感じても打' J r - 危

険とはいえなし、かも しれない。その程度をlil 低の法得総

にするか，アメリカ式の厳屯さを長低 lζ 採るかでは，大

ざっぱにいって衛生工・ドの1) 1' ! J<設備:L' (tj . 2  ｻｾＢ［のｊｬｩＺ いに な

ろう。現に，上ぷイギリスのー権威者は，そのくらいの

漏れを防止するのにひどく工政資材を裂する仰木系統を

設備しなくとも，それだけ材料工' L ' i を節約して， 10'i!T.fζ 

使う材料で 1・数判を仕上げる工夫をする方が同家のため

だと述べている。乙れはまさに一見識である。この課題

はそのままそっくり建築士の方々に捉ィ1' ，しておく。将来

のため，わが同五t築学分野での一顧をわずらわしたい。

わが同で，乙乙 40年来施工された何千か何 ) j かの建物

の，アメリカ文献をすこよりに設計施工されたはずの衛生

工事訓 11<系統 '1' ，おそらくその大半が，理由のいかんに

かかわらず，事t _ . たにほとんど絶えず下水ガ、スを室内に漏

らしている問所をもつだろうと 言明した ら，私は工'F業

者からもｾ築上からも ＱＱ 時半 ｌ 恥しらずをぷめられそうだ。

が，なさけない乙とに，この証左は随所にあげ1:t- られ

る。すなわち，現実はイギリス権威才［のｾＮと大差はな

い。そしてその' ，I;IJ には ，1) 1' ! J <; 没uI 1l t . ' 1はイギリス方式より

は多在ii を31. しているはずである。イギリス観念に徹して

少しぐらい下水 ガスのあ｝ることは気｛こしな いのを最 低ｾ

項に探れば，おそるく現在より相当排水設ｻ［ｩＱｉ Ｑｾ は低下し

得られ，もはや今 11 の設計方式よりは後退させてもさし

っかえない点がある。しかし乙の問題は，ひとり術/ 土

学-('i. .  ill 築上 ・術:.r. I ι F;(fぷーのみの芯見だけでは iT: . しみ

れな L 、。同家 (I(J な断定の上にたたなければならない。

4  横 走 排 水 管 の こ う 配

欧米見学で会n したことに姑築そのもののひどく簡単

な構造がある。地震のない同々のめぐまれている乙とが

うらやまれる。ああいう構造施工の建物では， I記竹下閣

は半減ＨＨ近かろう。決のノ、ンチをかわす ｾＧｉｾｩ Jj' もなけれ

ば，小5誌などは深さいくらもない。泌A : 釧氷竹の乙う配

ｬζ 気をもむことなどはほとんどなかろう。 Ｑ Ｑ 併で ｾｾｴ 而

杯 ｬ 乙立てたＱｊ ｩ ソ ｫ 立 ｾｮＺ も ， Ｚｬｦｾ直 ｬ こ立上ると Ｘ 階 Ｙ 併では住

函から 600mm も 700mmも離れた室内 lこ首をだすという

ような事実もお乙るまし、。

1J I'lJt JJI/Hi ーのこう配を完全に採るための支障について

は，いまでも相当に現場で7青うij する。 ー而 l乙は符i't エポ

の設計が不下際だったという点もあるが，この乙とはさ

らにいっそう述築上の方々の理解を得て，ぜひ充分な乙

う配の探れるような配慮をわずらわしたい。係 7 5 mm以

下の Ｑｊｬｯ Ｗ ｈＡ Ｑｩ Ｑｾ は一般に ＵＰ 分の ｬ またはそれより公傾斜 ｬζ

筏 10 0 mm以上の竹は 100分の 1 またはそれより多少絞に

採るのが流量流Ｎｩｩｬｩからいって必ｾ条件になっている。乙

れが適当でないと完成後数年にして竹詰り事故をしばし

ばおとす可能性をもっ。

5.  衛 生 器 具 は 置 物 で は な い

近ごろは，相当の広さの多層建物で，そのうちの 11約

分令部を内約する商社のあることが多い。そういう場

介，ある|併の，' i J ，' ; トn体は，便所の位置がじゃまだから仙

へ移して広聞にしたいというような安求が建築中にお乙

る。各階を通じである便所の位置を，その途中の 1 附 分

だけそっくり他の位置に移すというようなことは到底で

きなし、。便所はやめるにしても ， 給水 ｩ ｢Ｇ ａｾｬｯＯ Ｑ＼ 通公の各 ｊｉＮ

竹の位置をそっくり他へ移して何もない広間にするなど

ということは不可能に近し、。衛生器具はたんすやその他

の家具のように置物ではない。こんな乙とは 111 し上げる

までもなく砧築ヒのブj 々は先主IJ こ、改知のことと思うが，

便所やる Ｎ｜ｩｾ Ｑ｜協などでなく ， あるｼ併のある位置に ｩ［｜［ｬ￺ｩ 日誌が

1  f開設けたいというような安求は建築中にときどきお ζ

る。乙んな校皮ならなんでもないように思われがちだ

が，乙の沈I自然 l 伊! のため給水jLj 配iTがj毛上からか地下

| 焼から各1; 持を通じてir. たねばな みぬし，1JI'.;)<辺以れはお1

11Wi から! 主上までB l 物全両を辺じてJ r. たねばな らぬ。こ

のため，他の| 併では，ィ、，五! の配れが室内に露1 ' 1

1

1すること

もお乙る。よい迷必であり，あるいは上下の 11，.¥の， 'i イj 名ー

から拒否されることもある。、 ＱＧＺ 家か Ｒ ｾＡ 終ぐらいなるか

なり II 山だが，多Jr'lill 物では，こういう特殊"tS4えはなる

べくおこるないよう " j}，'; 将にあるかじめ念ji!' しをお闘い

したい。アメリカでは， Jよいえs物では，適切な[ 立irt に各

l務に. i i ! l じる W et Col umn と称する擬装柱j診を設けて，

内部に給付10/1< I f . nをぷ旬] かみ配れしておくことが行なわ

れている( 乙の .Mt の縦配行1創立，使6*からの釧 /J( は述

結しない述 IjI lの円筒に採つである) 。しかし，わがP <Iの

現在程度の広さの建物では， こんなむだになるかもしれ

ない配竹をするほどのこともどうかと思 うが，j!，¥i l 凶器只

を置物のように II 山lこ設ける考えはやめたい。
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B. 便所・湯沸場・洋風パスルームの床トラップ

乙れはぜひ建築士の方有の理解を得て全廃したし、。料

理協でも商業用の大きな面積をもち， 日々 床の水i 51; を必

要とするような場今以外，台所という程度の床には設け

ない方がよい。聖ーするに床トラップは，つねにまたは定

期的 κ 床を水洗いする必要のある，または当然床! C 7 J < の

流れる，たとえば和風浴室の流し坊のほ ・111庫の床 ・菜

肉の処理をするような床以外は不要干I答であっと，一利

ない。とろだ らけの履物で、つねに人の出入するような便

所で， どうしとも床を定期的に水洗L、する必要のあるよ

うな特殊事的をもっ湯合を除き ，便所に床 トラップの必

要はまずなし、。ふさ洗いすればよい。たまたま竹詰りで

便器か らj汚水があふれでることを恐れるための“ 要慎

用" 床トラ y プなどは全 く不安である。どうし ても要慎

をしなくては気がすまぬというのな ら， なるべく太い排

水制i:ti' から分岐した床上掃除口を設けて，気密プラグま

たはふたを しておき，非常時にはふたを開けた方がはる

かに利巧である。床トラップがあるから便所の床全体l乙

乙う配もつけた くなる。このわずかなこう配で も器具は

安定してすえつけ られなく てひ じように困る。ア メリカ

ではほとんどの便所床に防水庖な どは施工しなし 、。

i干風ノミスノレーム内の床トラップも同級に不安' で有害で・

しかない。言をなす者は，邦人は洋風パスから掛湯をす

るし，国内のホテルは欧米人より邦人の方が多く宿泊す

るから床上トラッフ。は必翌だという。また ，ｾ見 ｛ζ 荘、の泊

ってｾｾ、た欧州諸国のホテノレでも床トラ γ プの設 けてあ

るのに出会っ ているし，不要ーを極力説 くアメリカのホテ

ノレにも設けてあるのに出会った。が，乙れらのホテ J レは

すべてill 築後3 0年も 50年も経たホテ J レであっ て，年代の

若いホテノレには見当 らぬのが多いようだ。たまたま ，ロ

ンドンで泊ったホテ Jレが改築関庖後 3 n目に泊りあわし

たので，少し入念に調べたらやはり床トラ y プを設けて

いるので，管理係! こ設けた理由をただ したら ， ロンドン

の PI umbi  n9 C o de とも称すべきもののなかに設置を指示

しているからだとのことだったが，そのかわり床トラッ

プからは一般の汚水系統へは直結せず， }.ぷトラップだけ

の別配管系を設け最後は屋外の雨水ますの絡子ふたの上

部 300mmほどのと乙ろに関口させてあり，その雨水ます

まで案内してみせてくれた。これも C oゴe の指示による

らしい。乙の点は一応うなずける。これなら床トラップ

の封水が蒸発しでも悪臭や下水ガス 1;;' 口入していない。

外気が入ってくるだけで冬ならバス ルーム内が惑いだけ

ですむかもしれなし、。がしかし，工i'l の多くかかる不経

済な考えである。

ついでに書添え ると ， ロンドンの便所構造や排水道気

に関する Code というのも入手したが，その内容は古色

蒼然たるもので，理屈に合わない条文もあり ，現にその

ホテノレのロビ ーの便所は小便器でなく，共同便所と同様
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タイ J レ張りの前壁面を多孔管からの噴出水で洗う 式のも・

のであり ，乙んな小便所はわが国ではすでにホテルでは:

許されないのに改築したホテルが乙れでもよいのかと恩ー

ってみてきたが，例の C ode を読むとなるほどさしっかー

えない乙とになっている。ア メリ カ人の旬間ともいうベー

さイギリス首都の衛生工事が ζ の程度でよく ，また前述:

のような衛生学者の23見もあると乙ろをみると ，わが国"

は現状で e' え進歩しすぎていて何とも司 l しわけないよう

な気さえする。それにつけても繰返したいのは，日正述の・

どとく ，わが国の“ iM-: 工事排水系統の最低限度" とい・

う一線!;;- ，とーのへんに引くべきかという乙とである。

話が横道にそれたが，洋風パスルームにおける邦人の'

掛湯という乙とは，ぜひ注芯書でもしておきたい。ノミス

7 ットの! 放いてあるパスタブから湯をくみだすというと

とは，どうしても非知識としか思えなし、。どうしても洋:

風パスでは気のすまぬ邦人もあるであろうから，別にす

えふろのある浴室を設けてその方へいっても らう乙とで

ある。

それよりも ，わが同のホテノレ l乙はノイスタブにカ ーテン

のないのがあるように間く。カ ーテンは絶対 lζ 必要だか

らわず、かな設備を惜しまないようにしたし、。それからひ

どいのはノ〈スタブ ICオパフロ ー管のないのがあるらし

い。乙れはぜひとっておかねばならない。

以上，なぜ床トラッフ。は有害かといえば， トラ y プは

7l<Hによって下水ガス悪臭の侵入を防止しているのだが

水封は補給しなければ自然蒸発してしまう。ホテノレの管

理人といえども，数十数百とあるパスルームの床トラッ

フ。にたえず7 1 < を補給して回るような乙とは，なかなかで

きるものではない。そ乙で悪臭下水カ。スがときに宿泊客

を不快ならしめ，ホテ J レの信用 lζ も影響する乙とはあり

うる。自のなかに入るような無数の小虫が水封の切れた

床トラッフ 。から室 内に飛びだしていてｾ具をはし、回って

いた実例もある。と んでもないことである。豆恨のため

の床トラップは一切設けなくてよい。したがって，床 l乙

防水屈を施す乙とは椛わないがむだな工技 !C近い。

7.  洗剤の使 用増加 と電 力用小機 器 の出現

乙れはまだわが悶の問題ではないかにみえるが，遠か

らぬ将来おそらく発生するであろう困った問題である。

アメリカでは，乙乙 10年ぐらい前から，家庭用せんた

く機の判及 lζ 伴なう化学洗剤のとかく過度な使用，野菜

食器などの? 自主5・用洗剤の使用士首加， さら洗い機用の洗剤

の使用な どで，屋内紛水系統l乙強力な残問活性をもった

洗剤の排水が苦しい増大を示し，管内での排水の乱流に

より盛んなあわを発生し，衛生器具のトラップ封水を通

過してあわが器具排水口から押上っ て くる奇現象を生じ

始め，年を追うて各地各所で乙の現象が増加しつつあ



る。あわ l二課内に山盛りにふく れ上 り，ついに縁からあ

ふれて床 lζ 落ちる。 7 階ぐらいにまでもあわは押上 って

くるそうである。アパー トメン トは乙とに多し、。乙のあ

わは，たんに排水配管内のみでな く，それに連続されて

いる通気管内にももちろん充満するから，).湿気能力を低

減させるか無能たらしめる。文化が進み術生思想が発達

して くるほど，他方では思わぬ非術生状態が生じて く

る。皮肉 なものである。乙れはロンドンのアパー トメン

トにもおこっているそうである。

さて，乙の線本的解決策は今 FIのと乙ろ見出されてい

ない。途方にくれている。配合。径を現在規格よりも大 lζ

採ればある程度防止できる乙とは雌かだが，それも規格

の 2 倍以上 3 化もの 口径に探るという乙とになれば，排

水iill 気系統にとって大なる問組であっ て，現在の常識か

らみ て 工 Ｑｾ も資 材 もとんでも な し、不経済になる。

乙の乙とは，わが国の住宅団地でも ，いまにもう少し

せんたく機が普及したら，やがて現われ始めゃしないか

と思っている。のみならず下水処分坊の処理能力も低下

する乙とは明らかである。いまのうちに対策の考究をと

思うが，とかく ζ の国は手 l乙主lえない事態令危害が生じ

てからでないと問題にならない閃柄である かる，今日ど

うという乙ともない。

従来ー般にB ¥築物排水系統へi流される排水は，器具ーか

らの自然流下によるものばかりであ ったが，生活株式が

向上し快的な生活が望まれるにつれて，初ノド系統へ電気

ノ ｪ 、機ｾ［［，からの特殊 な 排水が述結されるようにな って き

た。せんたく機からの排水もそのー・つで，アパー トメン

トでふろ坊の床へ初出しているよう なのは正規な設置方

法 とはいえず，どうしても扮水系統へ直接間接を問わず

排水管を述結することにならなければ定置方式とはいえ

ないが， 排水省: 径にはどのくらいが適当かということも

お乙る。食品くず処理機( デスポ ーザ) もかなり使用さ

れて いるが，乙れはまた多少jql出す排水で自然、流下とは

少 しく巡っ て くるし，その液は小松で粘性をもっ廃物片

を多品 [ζ 混じた特殊な釧7 1 < である。乙の排水管も注意し

ないととかく管詰りを生じがちである。現在東京都では

下水処分場の処理荷重を大にするというので不許可の方

針らしいが，いつまでも不許可というような文化に逆行

する方針は都民のための当局が係り続けられるわけのも

のでも なかろう。アメリカでもニュ ーヨーク市のような

大都市は，やはり下y水k処分場の処恋恕! 号符号:G1立のf念2

図難のゆえ lにこか，許可制をとっているようであるが，西

部のサンフランシス コ市やロスアンゼノレス市では下水処

分場の拡強をして自由に伎わせているようである。わが

国ではし尿でさえ畑へ還元するのだから，食品 くず集め

の不潔な* 収車をな くしたら大誌のぶたが餓死するとい

う大問題がお乙るかもしれない。

さら洗い機はまだあまり家庭的には侠われていないよ

うであるが，これも いずれは相当な普及はする乙とであ

ろう。この機か るもデスポ ーザかる と同級な厄介なl伎が

ときに小型ポンプで押出されて排出される。が，デスポ

ーサ‘ とは巡って，この機からの排水まで‘ f u. 内1) 1・/1<系統l乙

合流させないともいえな いだろうし，なにかと将来建物

の排水系統lζ も都市の下水処分場にもうるさ い問題はつ

ぎつぎおとる芽を蔵している。

つまり，建物排水系統にとっては，従来か らの比較的

単純な釧水様相かる向次複雑化した排水系統を考慮すべ

き必蛮が生じてきょう。以上は，直接述築士の方々 lζ は

関係の ｾ｜ Ｇ ＧｪＮ い事柄であるが ， 衛生工事排水 ｩ 湿気系統にと っ

ては相当 な難問題であって，事故の出現によってあわて

る乙とのないあらかじめの関心が必翌だと患っている。

8. 煙 試 験

J' Ji o/1<iill 気系統は， ｾ￭ｩ 貝を 取 ｦ ， ｪ けたあとトラッ フL を水封

してから水柱 25mm の気圧で煙を入れて試験する。そ し

て煙のお] る接合箇所から は将来たえず下11<力、スを漏ら し

ていることになる。これはぜひ実施する必要があるのだ

が，40年来わが国では施行されてはし、ない。数年前から

の必要を痛感して実施して いるのは包々公社だけのよう

に思う。器具の取付けがすんだ ら通水して， /1<漏れがな

ければよいというのが従来からのわが国のしきたりだが

水は漏らな くとも煙はかなり方々 から漏る乙とがある。

疑う人があった ら既設の系統を借りて試してみ られると

よい。 一点の漏れも見当るないようなことは，まずき わ

めて珍らしいだろう。イギリス流なら乙れでもよいだろ

う。既述ロンドン Code の条文中には，煙試験のみな

らずなんらの試験項目も明示がな!、。水洗便所は新設の

届 ｉ Ｎ ｾｉ と完成報告をだせということが告い で あるだけであ

る。

Ｑ Ｐ 年も前から私Ａｾしきりに 煙 試験の実施を提唱し て き

たが，乙のごろはむしろ差控えている。こ れもまだ “ 最

低要項" の総の引き かたによるから である。 <IIs37.3. 1)

(唱 者 斉 久 工 13K K監在役)

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町
3 / 11 (井j也筋) 旭il ビノレ 3 階

包 話 (202) 3233 ・3234
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浄 化 槽 の 種 々 な 型 式 と そ の 機 能

は し が き

近付応策ブームに乗って，多くの

近代的ビノレや住宅が建設されつつあ

るが，そのさい必らず空気調和と水

洗便所を付帯設備として設けるよう

になってきた。便所を水& 化しよう

とする場介，その地域l乙下ノJ<処恕jお

につながる下水 ｲｾＺ が設けられていれ

は，直後下水に注入できるが，処理

場につながっていないと ，必らずか

化品11を設けることが安求される。し

かし，その浄化相! こ関する一般の知

識は少なく，その方面の進歩もおく

れているので，乙の機会に浄化村ll の

発以経J i 1J J ，現状，i' f企化機能などにつ

いて概説してみたい。

1  '  浄 化 槽 の 発 展 経 過

現在のr J t化械の諸型式や将米の発

j民ブ']/白j を理解するために，まずその

発展経過を行みてみよう。

711・の便所は深い穴を掘ってそれに

j)1 池する ) J 式と川の上から抗して流

してしまう方式とに大別され，後者

が乙んにちのIJ<i; 1 ; 便所に発展してき

たといえる。と乙ろが，単に水洗

で/ ' / 家からし尿を排除しただけで

は，その汚水をうけいれたぷI或が汚

濁し，下流でそのIJ<そ飲料に使うと

伝染病が発'1' ，しやすい乙とが分った

ので，下水処理胞設や浄化h!?が考案

されるようになった。 ζ れは惑いむ

l沫での例人Jとみでは考えられないこ

とで，欧米人がいかに公衆の初制 l乙

関心をもち，義務をよくわきまえて

いたかを哀付ける一例といえよう。

汚ノkを住民のw回全体として処J 1 J l
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，守巴 裕

しようとしたものが下水処理で，例

々の住民が門分の敷地内で処理しよ

うとしたものが浄化納または IJ<ゃん便

所と H千ばれるものである。i ' f 争化相は

欧米では Sept i c - tonk といわれ，当

初は図 1 /こ示すように，浮遊物をち1 . ;

Jjl1分間位した上透i夜だけを河川に流し

たり，地中 lζ 浸透させるブj・式が採ら

れ，米閃ではまだ ζ の方式が多 L、。

しかしそれでは河川や地下水に恋影

轡をおよぼすので，図 2 のようなi ' . t

殿， JI ! ! J J &，上透液の散布ろ床による

円安化分Wf ，放流7 l < の消蒜まで行なう

施設に発展してきた。

n，; j ，では明治の末，i' f風主t築物を

造るに当って，乙の便所のノ' J <i;l 化に

iiS i を縮めたが，それを野放しにする

わけにもいかず， 1921 年，作視庁令

によって浄化梢の取締り，五t築1主準

法! こよって図 2 と同級の腐敗， ｾ変

化，消毒を組合せた構造や作品の基

準がきめられた。

1954年清制法やそ

の 胞 行 令 が で，

1950年五t 築基準法

が改正されたが，

やはり在来と同じ

も の を 標 準 と し

Tこ。さらに， 1961 

"r ， J  I  S  規格によ

って，型式は在来

のままで，年宇品を

約 2 { たにするよう

指示されたが，長

年のl間，全く板本

的な進歩は認めら

れていなし、。

図 1. S ept i  c- t an k の断面

しかし一方において，新しいタイ

プの浄化Mlが数多くて夫をれ，待し

い普及を示そうとしている。乙のよ

うな浄化村ll の発展方向として，

i) 浄化険能が後れてい る乙と。

ｩｩ Ｉ 建設 Ｑｾ が安いこと。

i  i  ｩ Ｉ 広い数 ｪ 也をｾＺしないこと。

iv) 代理が作劾で，故障が少ない

こと。

v) 呆気が少ない乙と。

などが上げ られる。以上のような観

点に立って，在来の方式や現在の種

々な特種型式のfIt 化村ll を検，:'，t してみ

よう。



正 常 状 ::1k 浄 化 納 行 部 分 の 水 質

{I.' "t 50 τ̂ 一 一 (1.' 'G 170 人日ー下 J附 也 3 F干 竺ど70 人桝 :

繍ぽ τ 市吉 ｦ Ｇｾｬ Ｍ 夜 ｍｴ ｾ連敗予備っヨ Ｚ ＱＢ Ｑ Ｑ ｾ京 ｪ 成 ｩ 位予 ｬ 帥ろ ｩｦ 夜 十 肘 ｴ " 崎民主対 i ろ r.l; 殿 放出i

判 Ｑ 一 過ｾｾ水 ｾ岬， ［ - ｾｦｾ＠ I  *"'" ￃＧ ｲＢ 過ｾＧＧｉ｟ ー 笠 ー 水 納J i J N' 1 畳一 水ー

淵 l資制色|附 色 伊灰E禍灰E茶lfJ m日 凶 初 色 p h地 脚 色:込，1胞 灰 地 灰 前 色 附 色 灰 貰 色 灰 災 色

気 甘 ↑ 竹 竹 + itt 廿 廿 + itt 叶 廿 + 廿 廿 廿 什

l立 2，4 2.5  3.0 4. 0 1. 8  2. 3 2. 7 3. 5 3. 5 4. 3 5. 8 8. 9 3. 9 4. 0 4. 3 4.7  

物 柵 廿 + + 叶 什 廿 + 竹 + +  +  +  +  +  +  

7. 68 7. 75 7. 73 8.43 8.02 8. 26 7. 87 7 ι o 8.23 8，43 8. 43 8. 37 8. 35 8. 20 8. 35 8.10 

0.0  0.0  0.0  5.4 0.0  0.0  0.0  5.2  0. 0 0. 0 0. 0 1. 4  0. 0 0. 0 0.0 2. 5 

0. 0 0.0 0. 0 16. 5 0. 0 0. 0 0. 0 6. 5 0.0 0.0  0.0  28. 0 0. 0 0.0  0.0  24. 0 

196. 8 207. 5 208. 6'  186. 9 135. 2 138. 6 140.9 128. 7 135. 5 133. 1  ]32. 5 104 目 1 185. 3 200. 6 193. 0 156.2  

17. 2  8.3 7.9  7. 1 21. 8  14. 8 13. 3 11. 6 9. 8 5. 9 5.7 4. 3 11. 2  7. 9 7.5  6. 4 

192. 9 102. 8 87.0  73.8 110. 2  93. 9 81. 4  47. 4 82. 3 56.4  52. 1  26，9  80.6  78. 6 77. 2 37.7 

189. 8 181. 3  17 8 )  191. 3  124 .7  124. 7 121. 2 121. 9  170.2  166. 7 166. 7 171. 6 267. 8 272.3  271. 6  266. 2 

0. 0 0.0'  0. 0 0. 0 0.0  0. 0 0. 0 t r ace 0. 0 0. 0 0.0  0.0  0. 0 0. 0 0. 0 2. 7 

表 1

日

H

視

股

P

ｭ 強 位 ｾ ［＼Ｎ ｾ＠ p. p. m.  

1I1I Ｑ￭ ｦＡ 酸性宅控訴，ｾ p. p.m 

アンモニヤ伯耳ｾ［ＯＮＭｾ p. p. m 

アルブ ミノ イ ド 思 索 p. p. m

Ｔ 時間酸系吸収 Ｎ ｾＡｴ p. p. m 

出 家 イ オ ン p. p.m

依 存 酸 系 p. p. m

色

只

唱

.l:..:.i 

沈

(j' 化 相l 放 流 水 の 水 質

ＵＰｾＳＰＰ 人押 ＧＱ 300 川 肌 t:

1

全

90 40 200 

Ｐ Ｎ ＹｾＳＰ 以上 Ｒ Ｎ ＱｾＳＰ 以上 ＰＮＹｾＳＰ 以上

90 40 200 

ＶＮＵＶｾ＠ 9. 50 7  Ｎ ＱＲｾ＠ 9.60 ＶＮＵＶｾ＠ 9. 95 

8. 24 8.18 8. 29 

85 1  37 189 

7.4 
ｾ＠

253.8 14. 4 
ｾ＠ 267.1 4. 4 

ｾ＠
516.4  

52.31 1  41. 76 55. 23 

84 35 185 

0.4 
ｾ＠

21. 6  0.4  
ｾ＠

11. 5  0. 4 
ｾ＠

35.1  

4. 02 2. 48 4.45 

85 39 192 

'1. 0  
ｾ＠ 106. 9 2. 5 

ｾ＠
67 .6  2.5  

ｾ＠
155.0 

22.99 13. 85 23.24 

87 38 193 

6. 8 
ｾ＠

362. 1  Ｑ ＶＮＰｾ＠ 460. 4 6. 8 
ｾ＠ 624 .0  

77. 03 77.54 88.63 

{本
50人 相 以 下

阪 本 数

I

70 

制 VM ＱＮ ＳｾＳＰ 以上

阪 本 数 70 

範 開 7.20 
ｾ＠

9. 95 

平均値m術平均) 8. 42 

“ 小 版 本 数 67 
モ ニ ア 開1

術 開 4.4
ｾ＠

516. 4 

白 紫

平均{(i( 鎚{可平均) 63. 72 

n
ソ

，

友

関 本 数 66 

筒 開 0.4
ｾ＠

35. 1 

平均{ 1 i ( 幾何平均) 5. 27 

抜 本 数 68 

411!i1J 日後楽吸収llt 術 開 Ｕ ＮＱ Ｔｾ＠ 155. 0 

平均 ｾｬｩ ( 鈴何平均) 31. 39 

￨ｾ＠ ) ，i : 数 68

邸 ポ イ オ ン 筋 肉 1. 5  
ｾ＠

624. 0 

i平均仙( 幾何平均) 102.99 

アル ブ ミノイド

t L ..: ［Ｚ［ｊＮｾ＠

: : T.!. 
，.，，， 

If;' 観

P H  

予

定"

定する乙ともt J { IIUした。

腐 敗 率 =
(N H3+ N OZ+ N 03/ Al b 

+ N H
3

+ N O
z

+ N 0
3
)  x  100 

般 化 率 = (N Oz +N 03/ NH1  

-¥- N O
Z

+ N 0
3
)  x  100 

アンモニヤf生室主;

p. p. m 

N Oz... . ..
ill"i.1il' i般室系

p. p. m.

N 0
3

.. .... l iM夜性2Eぷ
p. p. m

Al b・ー アノレブミノイド笠井:

p. p. m 

乙れらの他は尚いほど各機能がよい

ーと になる。

正常状態のか化』111の放流水の成仏

39 

NH
3  

釈するだけでも代絡する乙とになり

浄化的の構造，維持竹斑! などの良if

を判定することができない。

そこで筆者ーは)i I( 流ノドの水質から刷

会体の機能の良否を判定するため

に，等J:1，，; ｃ 比 ， 勾出 ｎ 比のｴＷ ｾｉｉｐｉ を

提案しずこ。

ミ宇品，l C 比 = (C O D/ Cl )  X  100 

等部
N

比 = ( アノレブミノイド笠井;

/ Cl )  X  100 

Cl ・・ J i ，，( 索イオン
p.p.m

乙れらの他は低し、ほと段能がよい乙

と乙なる。また次式・
ζ

よっ て腐敗例

の段能，酸化枠 ｩ の Ｑ 鮒 ￬ｾ をそれぞれ ｪｩｊｾ

2.  標 準 型 浄化 槽 と そ の機 能

同 2 に示したようなか化物は欧米

式とも日子ばれ，ｾ築基年 ￬ｴ 施行令で

は腐敗椛を 1 人当り 50t 以上( 汚水

量を
1 人 l 仁1 25f とし， 2 日以上術

開する) ，酸化hill を
1 人当り 25t 以

上 として，設計するようにきめられ

ている。これは汚) ] < をまず腐敗桝と

いう? を; 閉した汚点だめで，嫌気性細

附! こよって |分腐敗分解させ，浮遊

物を沈殿分離し，その上透放を酸化

相( 箱とい式散布ろほ) という 5 -

8 c m の大きさの俳石を約 1 m の深

さに砧んだ厄' の上か ら散布し，砕石

表面 lこ発生する灯気性1二物で酸化分

解させてf
.f'

化しようとするもので，

念、のために』主流1]< ( こ消毒薬( カノレキ

または次市
1鉛采般ソ ーダ) を添加す

るようにしている。

乙の型式のh!? イヒ柄の各椛成部分}l1J

のiJ]/]<の水質の 4 例を上げると ，表

1のj f l 1りであり， )j j (流)]<のAく11を大

阪市内 200 例について
E
泊先した成紋

は表 2のjill りである。消ーもihtl血行規

則ではこの放流水の水質が
50人制以

下はア ｊ レブノイ卜‘室井ｾ 6  p. p.m 以下

C OD  ( 4 時間限系吸収品) 25 p.p. m.  

以下， 50人材ll 以上アノレブミ ノイド笠

井ｾ 3  p. p. m 以下であるように規定し

ている。しかし乙の規定では企〈行止

化械 を設けずに，単に多iii; の;J<で:1' i i



規則で焚めているように，酸化槽入

口K 注入する方が合理的である。酸

化槽は下水処理の散布ろ床と同じ原

理のもので，下水処理では砕石 1 m
3  

当り . 1 日l u1< 2 0 m
3

まで処理する

乙ともあり . i' f - 去化燃の砕石 1m
3

当り

1 日 1 01
3

処理ではかなり水量負荷 lζ

予猶がある。その上散布ろ床は希薄

な汚水ほど，その7 l < が新鮮なほど

( 溶存酸素が含まれ，酸化還元電位

が高い) . 浄化しやすい特性があ

る。そ乙で酸化機入口で注水すれば

図 4 に示すように，著しい浄化機能

の向上をもたらす。その適当な注水

正 常 状 悠 1S1 化 柑 の 浄 化 効 率

ｼ 腕 Ｕ Ｐ 人 町住宅 印 人 ｭ ｼ 非住宅 ＵＰ ｾ I事 住宅50/(

以下 ｼ 以上 ｼ 槽ｾ T  I … 以 上

安 3

位は 1 日1人当り 1. 5e' 以上 といえる。

乙の希釈用水を井戸からの/1<や，汚

染度の低い雑排水にすれば，安価な

経' L ' ( で機能を向上させることができ

る。

つぎに酸化問への注水のかわりに

酸化糟をでた放流水の一部をポンプ

アップして，酸化槽入口に再循環す

る方法が考えられる。 ，乙れは下水の

散布ろ床法で実施され，多くの成果

をおさめている方法で，新鮮な水を

注入するのと問機に効果的であり ，

特別に水源を要しない手I j 点がある。

その効果を水の汚染度の指標として

広く用いられている B OD で示せば

つぎの通りである。

L B""， L α/ 2R + 3  

:: 〆:;r

** 100との差の幾何平均を 100から引いたもの
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し原希杭活臼( 対 到)

C  0  0  

B  0  0  

主主 本 数 33 34 35 34 

範 囲 ＱＮ Ｘ ｾＳＶ ＮＵ＠ Ｓ Ｎ ＶｾＲＵＮＲ＠ ＲＮＳｾＲ ＱＮ Ｙ＠ ＱＮ Ｒ ｾ ＱＳＮＹ＠
等極 N比

m 却 限 界 ＲＮＰｾＳＳＮＶ＠ Ｒ ＮＴ ｾＲＴＮＵ＠ Ｑ Ｎ ＸｾＱＶＮＷ＠ ＱＮ Ｐ ｾ Ｑ Ｔ Ｎ Ｙ＠

平 均
{虫* 8.18  7. 65 5. 53 3.83 

際 本 数 32 34 33 33 

範 間 Ｑ ＴＮＰ ｾ ＱＴ Ｔ ＮＱ＠ ＲＴＮＴｾ Ｑ ＴＴ ＮＸ＠ Ｖ Ｎ ＲｾＶ ＱＮ Ｓ＠ ＲＮＵｾＷＶ Ｎ Ｐ＠
等極 C比

棄 却 限 界 Ｑ Ｕ Ｎ Ｔｾ Ｑｬ Ｕ ＮＱ＠ ＱＸＮＵｾ Ｑｬ Ｓ Ｎ Ｓ＠ 7  ＮＹｾＶＵ Ｎ Ｗ＠ ＳＮ Ｑ ｾＷ ＱＮ Ｙ＠

平 均 世'( * 42.10 45.71 22.78 14. 98 

33 32 33 33 

範 囲 ＷＳＮＹｾＹＷ Ｎ Ｖ＠ ＸＳＮＲ ｾＹＶ Ｎ Ｑ＠ ＷＹＮＷｾＹＷＮＷ＠ ＷＹＮＰｾＹＷ＠ .7 

慌 敗 事

ＶＷ Ｎ ＸｾＹＷＮＹ＠ ＸＴＮＶｾＹＷＮ 。 ＸＰＮＲｾＹＷＮＶ＠ ＸＷＮＱｾＹＷＮＷ＠

平 均 値 判 91. 70 92. 36 93. 17 94. 67 

ｴｾＡ＠ オz 数 34 34 35  35 

範 四 Ｐ Ｎ Ｐ ｾ ＶＮＸ＠ Ｐ Ｎ ＰｾＵＮＱ＠ ＰＮＰ ｾ Ｑ ＱＮ Ｘ＠ ＰＮＰｾ Ｑｏ Ｎ Ｓ＠
酸 化 都

宮 程 却 限 界 Ｐ Ｎ ＴｾＵＮＶ＠ Ｐ Ｎ ＳｾＴＮＹ＠ ＰＮＲｾＱＲＮＹ＠ ＰＮＴｾＱＳＮＳ＠

平 均 畳i 1. 54 1. 30 1. 76 2. 24 

齢

化

し尿希釈{ 白欽と放流水水質との関係

し，公衆衛生上なげかわしい事態と

なる。

そζ でその改善方法として，もっ

とも姑息な対策は水洗便所の7J くの佼

用品を増す ζ とである。 図 3 1ζ 示し

たものは使用水量と放流水水質との

関係を調べたもので，使用水晶の増

加は確かに放流水の水質をよくす

図 3

について，それらの各浄化効率を算

定した結果は表 3の通りである。}

のような方法で標準型浄化柑の機能

を検討すると，必ずしも満足なもの

ではなく ，放流水の水質も前記の基

準 l乙合格しない乙とが多い。とくに

近頃多くなってきた集団住宅の浄化

槽はほとんど不合格である。

で

の

浄

化

率

図 4

%  

る。しかしそれではhil l内での術留時

間が減少し，浄化効率は低下し，水

道代もおみ，かつ受入河川 lζ 流入す

る汚染物総丑は減少しないことにな

る。

閉じ水を増すのなら，清掃・法施行

3， 標 準 型 浄化 槽 の 改 良

IJIJ iiii で明らかなように，現在法的

lζ 認められている標準型の浄化梢す

ら，その機能が不十分で，そのまま

乙れが普及すると受入河川水を汚濁
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L e" 一放流水の B OD p.p.m， L α -

ー腐敗械流出水の B OD p.p. m. ， 

R …一再循環誌と流入品との比

別の改善対策として， J  I  S 規格で

きめられたように棺の容f誌を大き

くし汚水の滞留l時簡を長くする乙

とが上げられる。乙の点に関して，

著者らは浄化ih!? の笑使用人民と柑容

誌との比と浄化率との関係、を検討し

たが，たとい糟容量を 2 倍にしても

浄化機能を飛躍的に向上させる乙と

は望めず，いたずらに施工貨を上げ

ることになるので，再考の余地があ

る乙とを指摘した。

著者らは目下，乙のような標準型

浄化布! ? の檎造，管理上の機能改善方

法について研究を行なっているが詳

細は別の機会lζ 発表したい。

4. 特 殊 型 浄化 槽の種々な形状

標準型の浄化枠lの機能が満足なも

のでなく，施工費も高く，多くの場

合は排水にポンプを必要とし( 乙れ

が故障する) ，敷地も広く要するの

で，ζ れを改善しようとする極々な

型式が提案されるようになった。

特殊型の腐敗糟の基本構造はイン

ホフ糟( または 2 階梢) と称する図

5のような釘l墜をもったもので， ill iJ 

m: 内 lζ 流入水を導き，乙とで速かに

浮遊物を沈降分離し，上透液を流出

させ，沈殿物は下部にi仕私ーして腐敗

させるものである。一度沈降した浮

遊物は分解して生じたガスが付着し

て，スカムという浮上物となるが，

乙の種の校 ｬｬ ではスカムは釦ｾ｀Ｇ内 ｬζ 入

' ない。この型式の腐敗梢を持っ

た浄化槽をフレツゾュウォーター型

( 活水型) という。 図 6 1ζ 示すよう

図5. イン ホフ惜の断薗

8 )  ' 9 )  
(  )0 

6. ｉ 豊々也フレ ［［ＺＯＺＱつー タ ー ［，ｾ話除ｴｉＡ

l<::.m1j 墜を円型糟の周囲に設けたり ，

水中に設けたり，いろいろな裂が提

案されている。

それは便所の洗浄水が新しし、まま

奨塊だけを分縦して流出するので，

あとの酸化燃の生物 1<::' 好占fl 合である

といわれているが，実際 lζ は汚水が

断続的 K 流入するので，その聞に創l

壁外の7)<が入れ換って，その効果は

少ない。またもし， し尿中に病原菌

が混在している場合は 2 日百g: iBの

;Wi i準型では，かなりその聞に殺滅さ

れるが，乙の型式ではそのまま流出

する危険性があり，あとの消毒を完

全にする配慮が必要になる。乙の磁

の浄化槽で，あとに酸化納を設けて

いないものや，ほとんど浄化の期待

できない自主化物しか設けていないも

のもあり，その上ある県ではそれを

半ば放任している例まであるが，公

衆衛生上なげかわしい乙とである。

標準型の腐敗納を改変した型式と

して，水面の近くに砕石受けをつけ

それに砕石を薄くおいて，スカムの

浮上を妨げようとしたもの，腐敗械

の帰除口以外のスラフ. を水面下1<::' っ

くり，スカム発生面，空気との接触

面を少なくしようとしたもの，流出

口の近く lζ シュロの胞を作り，浮遊

物の流出を防止しようとしたものな

どがある。

一方酸化械は標準型の場合，J ) <が

縦方向』ζ 流下するようになってい

て，どうしても 1 m以上の深さを必

要とし放流先の水位の高い場合はそ

の流出水をポンプアップせねばなら

なくなる。そ 乙で谷川の水が岩にあ

たって流れる問K 浄化されるのと同

じ原理を利用して，図 7 のように平

なコ/ クリート板K 砕石を植え込む

か，並置し，J ) <が蛇行しながら流れ

るようにしたものが，特殊型ではも

っとも一般的に採用されている。こ

れを平面酸化糟または低床式浄化- i ' I lI i

という。この方式は大阪では 1 人

0 .1 0 m
2

以上，神奈川では 1 人0 . 0 7 m
2

以上， 東京では 1 人 0 . 0 5 m
2

以上の

酸化板を必要とするとしているが，

その程度ではまだ標準型より t-f' 化機

能がおとるようである。

そ乙で前述の桜!J，([，型と同級にその

R変化納入口での注7 J < も行なわれてい

るが，その注水の効果は標準型ほど

期待できない。したがって，乙の種

の酸化槽は線本的な改良が行なわれ

ねばならない。

平面酸化を越本にした郡々な改変

型が現在多数提案されており ，酸化

喝111・
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写真 1 組立式m化 柑の一例

板を 2 段または 3 段にして，上段か

ら順次流下するようにしたもの，酸

化板入口で機械的または注7)<時の水

流会利用して汚水を強tljl J似気するよ

うにしたもの，酸化板上lζ 多孔板か

i放水といを設けたも のな どがある。

それらはいずれも多少の機能向上が

認められる。その他l乙標準型の酸化

科li の深さを半減し，広さを大きくし

たものもあり ，平而般化よりよい成

紡をえている。ともかく; ) < を空気に

さらしさえすればよいと考えて 砕

石を企く用いず，いたずらに複雑な

|温抗議を設けた り， ii立7l <とし、を .'llね

たものもあるが，砕石表面の生物の

働きをか らねば，西空化分解を進支ず

浄化を望めな L、。

なお酸化板通過後消毒薬をいれて

ただちに放流せず， 4  - 5 11寺問日IJ の

押?に郎容1させてか ら放流するものも

あるが，その方式は消毒と酸化とを

完結さ せるために効果的である。ま

た低床式浄化Pjll は概して所' I ! ! TI侃引が

大きいが，最近それをコンパクト lζ

立とめ，家庭用の( 1，化相として，金

粋 lζ よる組立コンクリ ー ト製品やポ

リエステノレ成型製品が: w: rEされるよ

うになっている。( 写真 1)  

5. 特殊 型浄 化糟 の認 定

特殊型浄化村lで現在市販されてい

るものは30麗以上 lζ 達し，各々その

構造 lζ 特徴がある。乙れらはその地

方の建築益準法第 3条の但し告ーさに

よって収準型と同等またはそれ以上

の浄化機能を有すると認定すれば設

置朋だけで無制限に作れることに な

る。そのため機能や構造の良否を半IJ
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定する必要が生じてくるが，その判

定方法として大阪市ではまず試作を

50，p，"i まで許可し，それ らの水質試験

全行なってから ， 3  ｋＮ述べたｾ［ｊｪｊＮ c  

比， 等塩 N 比， 腐敗率などを比較

し，構造の合理性を関係者が審議

し，建築主事が判断して認定するよ

うにしている。その校、準型のfJ. 化先)j

ネは著者らの研究lζ よって表 4のよ

うに設定され，各々表に示した範囲

内におさまれば標準型と同勾の機

能，等塩 C 比，等塩 N J ; 七はそれ以

下，腐敗率，酸化率はそれ以上の数

lt [ i を示した場合に標準型以上の機能

を有している乙とになる。椛造上は

必らず酸化粉への注水設備を設けて

常時注水する乙と ，腐敗村' [ は 1人5旬

以上の大きさとすること ，平面白変化

J41は 1人当り O.07m
2

以上K . する乙

となど数項目にわたって器準を設け

ている。

l ' 才; らの調笠した現行の特殊型fJ.

化柄数種の浄化効率について，その

純聞と平均値を示せば表 5の通りで

ある。乙れらはし、ずれもR変化相への

tt; )<を実施 しており，その内 D型，

M 型については 昨 年 大 阪 市 が 認 定

し， N 型， s 型は目下車存議中であ

る。これらの成績を表 3の際司[ ; 型の

成絞と比較すれば，標準型と同等以

上の型式もあることがわかる。

地方によっては特殊型の浄化: f Ill iの

試作も認定も全く行なわなかった

り，ある一定基準のものを竹工'Jl 組

合の保証lζ 芯ずいて認定に準じるJ f X :

級いをしたり ，水質試験の成紡だけ

で判断 して，その試験H寺の希釈水誌

がいくら多くても清掃法施行規則の

益準IC さえ合格しておればよいと判

定したり，特殊型はすべて試作とし

て申請さえあればほとんど知tfljl ]l浪，

無定見に作らせたり，機能不良な場

合は際準型 lζ 改造する一札をとって

試作させたり ，政治的圧力さえかか

れば放任状態であったり，全く全肉

的に統一されていなし、。乙んどは各

地方で民間の創芯; 工夫を助成するた

めには，やはりよいものを正当に判

流
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6.  活 性 汚 泥 法 に よ る 浄 化 槽

下水処理の方法として，現在もっ

とも一般的なものに活性汚泥法とい

う方法がある。これは汚水中に長時

間空気を吹き込んでいると ，汚水を

浄化する微生物がたくさん生怯して

いるさらさらした泥が生成し，その

泥を新しい汚水 lζ 混ぜてIIJH気し J必

かに汚水を浄化しようとする方法で

ある。その原J } J l を応用した浄化科llが

最近 2，3 車ll ifJ{ 市販されはじめてい

る。その一つは写真 2のような全般

化( トータルオキシデイション) に

よるもので， 他の一つは図 8のよう

な循環眠気方式のものである。 い

ずれも浄化機能は在来のものより良

好であり，設備も比較的小さくてす

むが，つねに空気を水中に吹き込む

施設やｾし ， 建設Ｑｲ， rr-理vi が JJJ む

欠点がある。この方法では水洗便所

汚水以外の毒性排水も集めて処理する

方が合理的であり Wr-J J住宅や工場の

浄化相として適当である。ただこの

方式は(1' イ凶! ? としてまだ実際例が少

ないので， i ' 構造ゃれ酒! の益準も未1前:

写真 2 l I i 性汚泥法によるr J l化桝の一例

ｾｳ Ｎ＠ 1喝事E実質方式的，判 t唖

定で，設置の手続きも決定していな

い。しかし，ｾｊ Ｇ 化 品 ｬｬ ｩ の 進歩のために

は乙んと一つの方向チ示すものとし

て，注目すべきであろう。

あ と が き

文化的 i街主主的生活や営むために

は，便所の水洗化が不可決な条件で

あるにもかかわらず，板. ; j ¥: 的な研究

がおくれている。その乙んどの進歩

はたんにわれわれの生物化学，1桁生

学， ｬＡ ， Ａｩｾ ミ工学などの分野の研究だけ

では解決さ れず，建築工学，木工工

学などの分野の協力と民間の創g 工

夫にまたねばならない。本文はその

ために多少なりともお役に立てば幸

甚である。

( 筆者 ・大阪市立術生研究所衛生工学，l!I!)
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スクツビト

道水用業圃 エ

圃 ア パ ー ト の排水通気系統の実験

園 給 湯 (給 水) 管の薬品処理

ル タ ー圃 A I フ イ

園 浄 化 槽 の J I S 化

そ の 他

「ビノレ井水の使用制限」

「汚水用水中ポンプJ

も予定したが実現できなかった。

設 備 特 集と7.1< 
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工 業 用 水 道 一 一大 阪 市 の 概 況一 一

大 阪 市 水 道 局 工 業 用 水 道 部

最近の工業の飛躍的な発展にとも

なって， 港湾設備，道路，陸上輸送

機関なと、の整備K 対する要求はもち

ろんの乙と，とくに工業用水に対す

る需要は急増の傾向にあります。

乙と! と，化学，紙パルプ，繊維，

鉄鋼などの用水型産業の発展は幸子し

いものがあり ，乙れら工業lζ 使用さ

れる用水は英大な誌にのぼっており

ますし，乙んどもさらに急刑するこ

とが予想されます。

通商産業省において，昭和35年 9

月lζ ，全国調査の結果がとりまとめ

られましたが，乙れによりますと，

昭和 33 年度の工業用水使用品は，

23，930万m
3
，昭和45年度の見込水量

は，83 ，016万m
3
と発表されており，

約 3.5 倍になるものと推定されてお

ります。なかでも上記用水型産業の

使用水晶および見込水品は全水量の

7396にも述しております。

もっとも ，工業用水の依存水源に

は，河川7 . l < ，地下水，上水道，工業

用水道などがありますが，通商産業

省の発表によりますと ，なかでも工

業用水道の叩ｾは他水源 ｉ ｃＮ比して ，

乙んご飛般的( ( . 例l びるであろうと推

定されています。すなわち，他水源、

では，昭和33年度を l とした場合，

1113和45年度のや11びは 1 - 1 .8 俗です

が，工業用水道では26 .9僚にも述し

ています。

以上のように，わが図工業の発展

にともなって，工業用水のおE- はこ

んどますますむ1大する乙とになり，

とくに工業用水道の拡充強化は，緊

急を要する問題となっております。

まt- ，従来， 11日t度，価格，取扱方

法などの点から，さかんに利用され

ていた地下水も ，工業の拡大にとも

なって，さらに利用品が多くなって

きておりますが，工場の過度集中，

過度汲揚げによって，地下水位の低

下をきたし，東京，大阪，尼崎など

の大工業地帯では，地銀i ' . . t 下を惹き

起こし，大きな社会問題にもなって

おります。

乙の地盤沈下防止策としては，地

下水の過度汲揚げを抑11jlJ する乙とが

緊急事でありますが，地下水採取の

抑11;IH乙伴ない， ζ れにかわる水源と

して，工業用水道がクローズアップ

してきたわけであります。

大阪市におきましては，昭和 10年

度以降に至る過去27年間に ，2 m以

上にもおよぶ地盤洗下がおこ ってお

り，乙れが防止策としての工業用水

道の建設が急がれている現状であり

ます。

木市の工業用水道は，昭和29年に

一部通水，昭和30年lζ 会iii 通水を行

ないました52 ，500m
3
j d能力のもの，

同じく ，昭和30年に通水致しました

3 ，000m
3
j d のもの，および，第 l 回

拡張による 40 ，000m
3
j d の施設，さら

に第 2 巨1拡張のうち，昨年 9 月に一

部迎水を行ないました67 ，000m
3
j d の

施設をあわせ，現在では，施設能力

162 ， 500m
3  
j d となっておりますが，

昭和37年度末に完成します第 2 回拡

張の 93 ，000m
3
j d をあわせますと ，

255 ， 500m
3  
j dになる予定であ ります。

とくに木市では，昨年 9 月16日の

第 2 室戸台風を契機としまして， 従

来以上の急ピッチで地下水代替用の

水道を建設する乙とが，先決要件ーで

あるとして，地盤沈下地域を対象に

緊急 3 カ年計画そたて，その実施に

のりだしました。

乙の給水対象区域は，従来( 第 2

回拡強まで〉の給水区. 域である，稲

lる，此花，西淀川の各区の全部と ，

大淀区および東淀川区の各一部( と

れらの区域はまた，工業用水泣; にも

とづく指定地域と なっている) の

ほか，新たに，大淀区および東淀川

区の各E支部，旭，都島，東成，城東

の各区の全部( 以上は第 3 回拡張の

給水区域) ，港，大正，西成，浪速

の各区の全部，住吉区の西半部であ

ります。

乙れらの区域に対し臼呈 293 ，000

m
3
の施設を工'l'l約52憶を投じ，昭和

37年度から 3 カ年ーの期間 fC. 建設する

R!" l函であります。

乙のなかには，第 3 回拡張を含ん

でおりますが，乙れはとくに，近l侍

地縫沈下の級相があらわれてきた，

東および東北大阪を対象とするもの

で，昭和37年度から 3 カ年の工期で

自主 130，000m
3

の施設を建設する乙

とになっております。

以上は，大阪市工業用水道の概況

で当面緊急を要する地下水代替用の

工業水道を建設する計画であります

が，さらに工業の推移をみきわめた

上，将来必要とする工業用水道の計

画を樹立していく考えでおります。

たまたま，政府におきましては，

目下，建築物用地下水採取規制法案

ならびに，工業用水法の一部改正認

が検討されていますが，近いうちに

地下水採取については，相当きびし

い制限が加えられるものと思考され

ます。

とれは，採取量の大きい，工業用

の地下水のみならず，近l侍，その品

を増してきた，建築物用の地下水，

両者を抑制す荏乙とによって，地盤

沈下の原因を除去しようとするもの

で，上記法案の施行に伴なって，い

よいよ地下水にかわる水源の確保，

用水の合理的使用などについて，供

給，需要，両面から ，真剣な検討研

究が要 ｾｉ うされる段階にいたる乙とし

ょっ。
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• ヨ圃 圃 - - り

圃圃・・・・・・・

中 層 ア パ ー ト の 排 水 通 気 系 統 の 実 験

種 田 稔

およそ，Ｗ｝＼ ｩ 先式の大小便ｾ ， 流し

パスなどの衛生器具 lζ は封水部のあ

るトラッフ。が内政あるいは付属され

ている。7 ] < . 封式トラッフ。は室内 lζ 下

水カ‘ スを漏らさないばかりでなく ，

虫，ねずみなどが排水告を通じて室

内に佼入することを防止する役目を

もっている。 ζ んにち，乙のトラッ

プが採用されるまでには幾多の研究

調査あるいは実験が行なわれた結果

で，これに勝る方法は見当らない。

また建築物の胡水 ・通気系統設; 汁方

法は乙の7 ] <3d式トラップを使用寸る

iiij 提条件がついての乙とであり，7 ] <

封式トラップを使用しない場合はと

れらの設計方法はすべて芯義を失う

といっても過言ではない。

般に， トラップの封水深さは最

小の ＵＰｭｭ を必要とす ｾｯ 乙の ＵＰｭｭ

とされた理由は，排水{ [ よって排水

管内 [ζ 気圧変化が発生する。排水の

流誌の大小によってI : I ; : 内の大気圧の

ノ〈ランスが破られて混乱し，排水の

3  

Z55 叫

"
-
M

町

本

立

主I宣

A， 
J 、

.. ，、

官、ー'

I  ｾ首

B積だけ空気が強制移動され，また

排水の流勢』ζ 誘引されて室内の大気

圧と竹内の気圧の差ができる乙とに

なる。

乙の気圧差はただちにトラップの

封J)<.{[ 影響し，釧水管内の気圧が負

圧になればサイホン現象を起乙して

2 図 実 験 談 0 ;1 ( 立Dl

lJJ)<. がヂ; : 内』ζ 流れきり ，反対lζ 管内

が正圧になれば，t-J J)<. は術生器具を

インチ( 約 25 mm) 以上の気圧変動

通じて室内 l乙吹き上げる現象が発生

を受けないよう， i'l lb :こ排水符の空

する。かように器具の釧 J)<. がはじま

気がIY，入でき るような通気代系統を

れば，つねに器具トラップの封水深

さが変動する乙とが考えられるわけ もつものでなければな らない。 」

乙のアメリカの規定は， トラップ

である。したがって，乙の封水深さ

の封水深が最小 50mm であるときに

の変動が，考えられる最怒条件，す

安令 ｾｴＱ を見込んで， トラッフ。のI ' J1)<. 

なわち最大量の排水i時のときでもト

深の変動を 土25mm と定められてい

ラッフ。の封水深さの損失が少いよう

るのであって，探只使用使用状態の

に扮水通気系統が設計されねばなら

一時的な異常増大，将来の恭兵の情

ない。 ζ の封水深さの変動を緩和す

加，あるいは訓 J)<. 竹のj肉食，薬物の

るために排水管の口径が定まり，通

気ゲ{ が必要と なってくるのである。 堆五!i により内径の縮小を考慮してい

るからである。わが国のｾ築物の給
アメリカの術生工事の規準となって

1)1・1)<. 設備の技術的益準については，

いる「アメリカ衛生工事勧奨規格」

( AS A • ｾ築基準法 ｬζ 屋内の給排水設備につ

A  40. 8一ー

よ玄けＧＢ凪 λ 便ￆ［，る洗革 ι Ｂ Ａ ＼ｬＡ 器 Ｈｊ Ｑｾ Ｎｃ Ｗ ＱＰＩ

' " 官同ローすみ7貴司p( l 国 車 卦 本量 拘 I GOP)

3  ｾ Ｏｉ Ｚ古 Ｂ Ｗ ラ 吋 ょ待龍坤Ｈ 的 品 目 }

1955) に

はつぎの

規定があ

タ主2 タ貸主司i '" 管永 E ハγ ッI: /K: '且ε 住""' l ' の

事@胃' . 下回のとみリ τ品。
る。

平予山・

1
12 

2

室，

9 .2  トラ

ップのをI

水防談，

すべての

23具の封

J)<. が，普

通または

所定の器

只佼用状

1患におい
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1 図 凶 水 位 と 通 告¥t f の気圧否定化の' x 験談! L 1
て1)<. 松 1

いては別: こ定めると規定されている

が，今だ! [ 政令が公布されておらず

現状は各設計者の独1 ' 1の判断で設計ー

施工されているにすぎず，早急にわ

が国の習慣に沿った技術的基準の制

定を望むものである。

乙の掛o7J<i'}'と j血気ゲi について，わ

が| 司初めてともいうべき iI 重な実験

が，昭和35年空気調布l ・衛生工学会

( 当時，衛生工業協会) のもとで実

胞された。乙の実験l立中居 γ パート

の汚水管の 口慌の決定! [ 関連して，

1J " j ¥: 住宅公団からの委託調査研究: こ

もとづくものである。実験の詳細な

内容は行略するが， 1図のごとき 4附

ｾ 中 居 ｲ パ ート の各住宅の大使探の

1) 107 ] < . 竹と乙れに後続する排水立符，



3 図 実 験 装 足 ( 邸 主 管 )

4 図 気圧担!J i E 用( マノ メ一世) の取出部

1J¥， ｊ ｊ＼ｴＩｾ＠ 1てrr . ならびに仲頂i湿気竹 lζ

っき ，実物大の実験装置を設け，大

使ｾｾか らの掛ＷＱ＼ Ｈ こよ って生ずる竹内

の気圧変化などを測定あるいは，大

便器の上t J < の変化，管内の流過状態

を調査した。 2図， 3図は実験装置

のｾｦ［Ｇ，Ｚ ， 4 図は排水管内の気圧i J i lJ 定

用7 ノメータへの取出位置を示した

ものである。

前l乙も述べたととく ，通気管がと

のように大使認の封水への ｊｾｾＪＡＡＡ ｦＮ を調

在するため，排水立竹上部lζ は，制I る場合を想定 して，通気竹の上部を

頂: i f f i 気管として，排水立竹と間後， プラグした ときは， 什併の大使ｾＪの

ならびに小口径のものを用立し，そ 上I水は極端な負圧を示したため完全

の各々の場合について考えられる大 にサイホンされ，.NJ J<がl放れて水が

便器からのお¥，7 1 < を行ない7 ' ノメ ー なくなり ，2階でも - 5 7 mmを示した

タによって排水刊の気圧変化を測定 ため上t 7 J < は破れた状態であり， 1 1?' キ

した。測定結果， tJ¥'*立{( ¥:が 75mm は + 2 8 mm を示した。乙れか らみて

のとき ，各階級技官 ( 75 mm) の竹 も ， 通気ｻｉＢ ￬Ｚ の 必ｾ性が符劫に推察で

内気圧変化の最大値 (J J<柱) はつぎ きる。また 1 Ijg¥:ζ 示すとおり， tJ¥・

のとおりであった。 *1"¥' 末端をバケツのなかに水没させ

41i?"1 - Ｙ ＮＷ ｾ ー Ｑ ＮＰｭ ｭ

Ｓ ＱｬｬＧｦ ー Ｑ Ｒ Ｎ Ｔ ｾ ー ＱＮＶｭｭ

2断 - 8. 0- + 6 . 0 mm 

l階 + 1. 6- + 30. 4mm 

一般的に L、って上附になるにした

がって大きい負圧を示し，下併にな

るにしたがっ て正圧であり ，とくに

1 階はその正圧の最大他が大きい。

乙乙でとくに注23を喚起したい乙

とは， 1r¥1頂通気管の口径が排水立む

より小さい場合，たとえば排水立竹

75 mmのときに 6 5 mm，50mm と小さい

口筏ほど符内気圧変化の最大似( 正

Ｚ ｲｾ とも〕が大きい値を示したことで

ある。 1 例として， 4 ¥併と 1附の湯合

をあげれば表のごとくで，乙の表か

大使1 m排水横技t ' f の宮UE変 b

il! ll Jij m芦¥l 'f のは大盟 一一一 ｾＨ水ＧＺｬ

( m m)  4 階 I 1 階

75 ー 1. 9 I  + ) 5. 2 

ｾ Ａ Ｍ］ＭＮＮＺ Ｕ＠ I 川

50 - <1.4 + 20.0  

ら口径の小さ いや¥1 ] 頁通気代ほど竹内

気Jf 変化が大きいことを示しており

;没;n才iの勝手な判断で口径を創l¥くす

たときは， 2 ¥併では - 4 8 mm，1  ¥桝で

は 7 6 mm，終末に近い点( 立告から

13 m) では + 8 3 mm，1瞬間的 lこは 11 0

mm を示した。 乙れと反対にゲi末を

開放したままの同位置の気圧は全く

大気圧と閉じであった。乙 れらの実

験 (Cよって，竹内の気圧変化を緩和

するための空気の U¥入は l .通気ゲfを

通じて行なわれ， 1'¥IJ 頁通気竹の口径

が小さいほど{fS 内気圧変化が大であ

り， トラップの封7l<1ζ 悪影特を与え

る乙と を 実地経験した。 な お ， ｾ験

の主目的は Ｎ 従来の中 ｊｾｩ アパートの

汚水立? 空は 10 0 mmであったが，乙

れを 7 5 mm と口径を小 さくする乙と

が可能か否かで，実験の経過からみ

て 7 5 mm でも十分釧7 l <ri' としての機

能が果しうるとの結論がだされ，こ

の小口径の採用によって，工・Wl.'(の

多大の節減がJ¥り得られた。

以上の実験の類似のものとしては

外悶とくにアメリカでは滋多の例が

あるが，わが国としては初めての ζ

とであ り，術生工τJl K ¥苅辿する将が

まじまじと自分の限で怖かめた乙と

る乙とは， トラッ プ! こ15JIS仰を勺え は，ある: むi床では乙んどの乙の; mの

る乙とがｾＮｪ ｊ る。また Ｑ ｲ ｬ Ｑ 頂通気竹はそ
調査研究への指針を与えたことでは

のまま屋上に立上げる乙とが原則で
ま乙とに有意義というべきである。

あるが，実際の設計胞工では，とか
とかし排水通気系統の設J¥胞 て

く，天井，は りなどの関係で， JiTI I¥1! については，建築基準法，下水道法

させる通気配信ーが多く，外壁部ある には，技術的基準は示されてお らず

いは粁下で外気に開放したり ，ある 野放しともいえる状態である。公衆

いは通気用ガラリを設けているケ一 衛dミは完全，かつ安全な祢i! l 設備の

スがみられるが，乙れらは通気効泉 完備が釦- ' l f 件であるが，これは羽|

をさまたげるだけで極ノ3さけたし、。 水辺気系統を 十分理解しておかねば

つぎに， 1r¥lJ 頁通気竹を設けなかっ ならなし、。乙れに従事する設備技術J

た場合，あるいは設けた場合でも， 者ーはもとより ，建築技術者ともども

どみなどの異物で通気管がつまり ， 大いに研究と認識をお願いする。

通気管としての効果が失なわれてい ほ 者 日 本 住 宅 公 団 本 所 感 築 制
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給 湯 (給 水) 管 の 薬 品 処 理

株式株会日本オルガノ商会代理庖

不 ニ 商 事 株 式 会 社

カルゴン使用のもの カルコ. ン未使用のもの

青 野 ' 正 明 通水践験終了後の管内の状飽

ビJ レディングの給湯，給水管系統 また，皮l換の生成 f[ は流: i i l i が影響

に生じる腐蝕などの原因による銑乙 し，7.kのill i J きが少ない場合通常の流

ぶ， i 赤い水」の解決に最近分子量 : i i l i のときよりも多く使用せねばなら

3，000 - 4 ，0001ζ 高i l l : 合処理された ない。

ポ リメタ 燐酸ソーダ( 商品名カノレゴ 温度の高い水に なるとカルコツ に

ン NA) が使用され効果をあげてい よる皮膜が形成される速度よりも ，

る。 腐蝕生成物のできる速度の方が大き

乙れはカルゴンが水中 K 存在する くなるので，給水より給湯の場合の

少量の鉄分およびカルシウム分と鈴 使用品は若干多くなる。

塩に なって，給湯管の金金属面 IC強 力 Jレゴンは防蝕皮膜の形成のほか

くl尿器し顕微鏡的な保設皮肢を作 り 水中に溶存する各種金属，たとえば

水中の酸素，炭素ならびにその他の カ ｊ レシウム ・ Ｗ グネシウム ・ ｾ ・ Ｗ

因子から金属を保設し腐蝕を防止す ンガン . !l E鉛などの金属のイオン活

るのである。乙の皮l換は一度できる !WJを; NJ :l'i し，まMt 溶性物質の析。出防止

とそれ以上累積して流速を阻害する 作用に優れた働きをす ξ 。

乙とはないが，カ J レゴンの使用を中 カJ レゴンは水道水に添加して毎日

止すると漸次皮肢が減少するので， 飲食用とするので，その毒性および

絶えず一定量の補給が必要である。 共い味 lζ 影響をおよぽさぬことに留
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窓せねばならないが，乙の点食品添

加物として許可されており何等の心

配はない。

京都市水道局蹴上浄水JTJ での結節

防止試験結果を上図K 示す。

カノレゴンは現在米関では，オクラ

ホマ市，ニコーオレイン市など約

2 ，000 の都市で使用しており，わが

国では昭和32年以降， 1;11郡市，仙台

市，四日市市，七尾市，徳島市，吹

田市など数十都市で使用されてい

る。

ビノレディング においても ，新朝日

ビノレ，新大阪ホテノレ，新阪急ビ J レ，

京都ホテ J レ，神戸国際会館など数多

くのビルデインク" に供給されてい

る。



c; 

エ ー ア イ

A  1 フ ィ ル タ

水のろ過には ， 従来，ｾ、ろ ｪ ｩＡｉｊ 機 が

もとわれていたが，最近で( 二回; 藻土 フ

イJ レタ ーが，こ の分野にあまねく進

出 し も っ と も 広 く 利 用 さ れ 始 め

た。 A I フイノレタ ーは昨年ア メリカ

で特許を狼て発売された， もっとも

新 しい，取扱いやすい， 高 性 能 機

で， 2:j :tr にみられるとおり ，過去の

ろ過機の観念、から隔絶した超 小 型

で，取りイ、j け，持ち運びも乙の上な

く簡却である。

本般の大きな特徴( ;

1. :I Iブj コック} つの設作で，プ

リコ ー ト( 政務土ろJ s ' iをつく る

乙と) ・ろji ! l J ，逆洗が簡単に ，

Ｑￚ 時 間 Ｈ ＲＰ ｾＧ 少Ｉで行な え る。

2.  ろj @誌が大き l ので，小型の

被械で大料品を処理できる。 す

なわち，毎日寺60 トン処理機の取

りイ、i けllii I ; ' i がー坪で足りる。

3. 取り扱L、に特別な技術が全く

いらな L 、。

水泳フ - ) レに取り( ，J けた A 1 フ

イノレタ ーを中学'1ーが燥( ' 1' してい

る。

4  価絡が大変に日正い門

乙と である。

水1殺はノドの

ろ過全般に利

用されるが.

と くlζ

・水泳プーノレ

の 循 環 ろ

過。

- 公衆浴場

温泉，旅航

の浴Jtill のiJ! i

環ろ過

① 

N QRM Al  QPER ATl ON ・

a A C KWA $ H &. PR ECQ AT -

ニングタワーノlくのろ過

! こ大いに進出するものと思われる。

下図lま循J : l ;1ろj @のさいの倒的系統

図である。

A  1 フイ J レタ ーの発光先( - i 下心の

とおり。

② 

③ a ④ OPEIIJ 

① 乱O S E D

② 加EN

- ーーーー- RET UP N TO  POOL. 

① a ② Bl UE  l Oi A胤 E 2・

③a ① 町o Ĥ 問 L E It  

@ '2'  Mυ LTl POR T  

伊 E " ① . CL OSE ② . 町V E悶 E ⑪

ｰｯ ｵ 肉 ｉ ｌｂＮ ｏｉ ａ ｔｏ ｾ ｉτ ｅ _ I N S K 刷 ME_R

WA IT  3 0  S EC .  OP EN  ( 2) ， C I.. QS E { 1] 

- 工場川; J <，

廃水の処理

. ビルの冷却

水， クリー

A I フイノレタ ー 株 式 会 社

m;; i: /iU目立11&下目可¥3  - 541 T E L(712)2265 ・O! HO

大阪i I i 住吉区帝塚山抜2- 13 T E L(671)0251- 4  
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t  

河川な どに放流されても ，施行令32

条の文中に ある通り「術生上支障の

ない程度 K_ " - ー・」浄化されていなけ

ればならないということである。

この目的 IC到達するために，あら

ゆる努力を傾注するのが，文化生活

の進歩発達にたいするわれわれの責

務である。

われわれは今後もっと新しい研究

. 考案になった新形式構造の能率の

よい，そして安価な，そして維持竹

磁の簡単なし尿浄化そうの実現する

ことを期待するものであるが，より

以上に 1 日も早 く水洗使所からの汚

水を直ちに放読し得る下; ] < 道施設が

完備され，建築基準法31 条の 2 lJiに

明示されてい る次の文の 1 11 も早 く

削除されんことを念願するものであ

る。 ，便所か る扮 71<する汚物を下水

道法第 2 g長5 号に規定する終末処型

以を有する公共下水道以外に放流し

ようとする場合においては. 1針生上

支障がな い構造のし尿浄化そうを設

けなけれはな ふなt 、。 J

「建設省営繕局設備課長)

し 尿 浄 化 そ う と そ の 容 量 算 定 基 準 の J I S 化

た簡易な処理装置であるため，必然

的iζ 構造 ・機態 tc 無理が生じている

乙とと ，さらにその放流水質の基準

との関連 問題と ともに ， そのｾｩ￻Ｚの

基礎と なる実際使用人員の勿ー定 lζ 問

題がある乙とは否めない事実であ

ろう。

今回 . Jt 築行政，学会，厚生約，

:悠設千? がLt 心 となり「しj友ff '化そう」

の容益算定基準が J 1  S 化されたこと

は，その改良進歩のーはとして，ま

た各特定行政庁で乙の基準を取りあ

げえられれば，算定器準の統ー化と

い う立味 においてもはなはだ点ばし

いことである。

乙の基準は，周知の通り，用途別

人民算定とその符f u : Wf減率より腐敗

そう作量を定めるもので，各五t物類

別に使用状況に応じて ｩ 色 ｩｬｩｾ ｉ 告を ｽＩＱＱ Ｑ 床

した乙とは，妥当性をもった新しい

算定基準といえよう。

なにはともあれ 「し尿浄化そう 」

の終級の目的とするところは，この

「そう 」を経fこ 使 水 が 般 ドノjく，

よく巷に “ 放流水は無色澄明"

“ 飲める状態- . との歌い文句で宣伝

され，つ ぎつぎと異 った型で世に紹

介されている。 i し尿浄化そう 」は

従来の基準型を含めて果してその言

葉通り lこ取りあげる乙とができるで

あろうか。現在までの各種データー

によっても明らかなよう に，放流71く

自体がi i J ; 準水質 l乙達しないものが相

数にのぼり，その維持管理の実施

状況を合めて総合的機能効果が相当

低率な実情である。

「し尿浄化そう」は i'i く大正101下

に省視庁水そう便所取締規則がIlj' 院

されて以来. 1Ii:l羽125年III 築基準法施

行イ? にその構造に関する基本的な事

項が明記され. 1Ii:l和29i f 制定の清締

法に維持符J ; l lの而が規定される ζ ん

にちまで. iLの歩みとともに，むし

ろこれに先だって改良研究が行なわ

れ，われわれの文化生活の進歩に谷

l j していることは周知の事実である

が，現行のいわゆる基準法型が下; ] <

処l ' H場胞設 (1' -) なものを版皮に縮小し
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西原術生工業所大| 佼応

須賀工業 KK

務久工業 KK 大阪支庖

荏原インフィルコ K K
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安宅産業 KK
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杉山建設 KK
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荏原インフィノレコ装置はあらゆる上下水道 ・廃液処理問題を解決する

米 国 イ ン フ ィル コ 社

上水・工業用水・下水

工場廃液処理装置一式

住原イシフィルコ株式曾批

大阪事務所 大阪市北区中の品3- 3 ( 朝日ビ ノレ)

電話 ( 202) 5581 ( 231)  9531 

ＮＴ ｾ＠ f . 土東京都大田区羽凶j品目J l l ー 1 '. g 話東京 ( 741 ) 代表 1111

東京事務所東京郊千代田区有楽町 2 - 3 電話東京 ( 201 ) 758 1  _  7  

ｾｾｉ ｉ Ｚｉ新聞新館 Ｖ Ｑ 桁

福附司I 必 所 筒 附 市 天 神 町 3 組問三有l ピJ レ m話 福 岡 (75) 6  0  6  Ｖ ｾ Ｘ＠

札幌i j J j h 所 私闘r1iJt 大通西 4丁 目 住 友 生 命 ピ ル 包 括 札制 Ｈ Ｔ Ｉ ＹＲＳＶ ｾ Ｘ

仙台 【 ｾｔ rJ 5所 仙 台 市 東 三 選 丁 目 経 ピ ル ｭ 話 仙台 Ｈ Ｒ Ｉ ＴＴＶＱ ｾ Ｒ

名古屋引必所 名山邸市中l正広小路i皿 削 臼 ピ J レ 位 指 名 古 屋 (23) 5974 ・6832

広 島 事 I高所 μ 、 ｉ［ｾ di 紙恩田IJ 8 lfi 地 広 ru ピ J レ ffi Ul i 広砧 ( 2 ) 5800 ・6275
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住友の反民 ，4 7 D[l 鋼 管

. 住友』ζ 新しいスパイラノレ銅色設備ができました。乙れで

住友のパイプは 1，626 ミリまでのど要望にお乙たえできる

ように なりました。

. rよ友では ，［ｊ＼ＮｩｩＢｩ ｊｔｉ Ｇ 正糸 川 ｾＱￌｪＩ Ｑ ノ ｫ 川 などの負 ￬ｷｮ をおとど

けするだけではなく ，その持，111":' を依った. . . L 'Ji ーもおひきうけ

いたします。

。住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

人 阪 市 '!i Iて 瓦 IIIJ 4 丁 門 31 港 地
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第 400245 号

実用新 案 特 許 第 403988号

処 理 装 置 の 概 要

水処理hal は);j':i 1  Ｇ分出ＡｦＮＧｾｾ， 知 Ｒ 分間ＡｦＮｾｾ， 予制ii 1f' i/&;jjIli， 般化相 よりなり ，先ずi抑伴入ゲ竹fにより司樽干入されfた二υi巧汚汚-ソノ

は第 Ｑ ，分分磁離 ｴｾ 室主に芯設 ｴ けられた分自雌 ｬ住 ｴ 日総詩 』κζ［ 誘涜ヰ将干Ｍされ ， 汚J)<が分雌以内を通過r!1汚物の比ffi により 1，'，1形物が上下

に浮上あるいは沈下し，洗浄水および水量の水便のみが速かに第 2 分離室に移行します。

第 2 分離室においては，なお微細な有機物が沈殿し，ｩｊ ｾ 過村 ｩ を経て ｒ 変 化 将 Ｇｈｃ 入り，乙 ζ で稀釈 ＱＩ＼ により

稀釈され，かつ水中の総存駿系の Jj ) J けを借りて酸化された後消毒さ れて放流します。

平 面 図

L
A  

A-A 断 面 図

玉 屋 設 備 工 業 株 式 会 社

大阪 市 東区 ｩ 奇麗桁詰 ｉｉｉｊＲＸ 江州ピ ル 屯［ｭ大Ａ 日ｾ (941)  Ｖ Ｔ Ｙ Ｔ ｟｟ Ｕ ｾ＠

O M式 浄化 槽 関西地区総代 理 屈

森 米 工 業 株 式
ム
一
品社

jBj 松 市 鍛 ({i 鹿 町 5 の 7 屯 話 高 必 ( 2 ) 2 5 3 1 務
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|  大 管 式 し 尿 浄 化 槽 |  

4砂大管 式 し 尿 浄 化槽 の 特徴

(  1  ) 所要敷地面私が少ない。

( 2 ) 腐敗分解が充分である。

( 3 ) 酸化分解が充分である。

( 4 ) 特殊酸化促進襟気注水装置がある。

。 大管 式 し 尿 浄 化槽 の種 類

特 許 第 2 8 2 3 0 1 号 昭和36年 8 月31日付

大阪市認定 If(1和36'of. 5 月 lOnイJ 大阪 市 桁令 ｭｾｰ ｏｬ 弓

( 5 ) 最終沈殿糟が組込まれている。

( 6 ) 施工が最も容易である 。

( 7 ) 維持特理が容易である。

( 8 ) 放流のためのポンプが不要である。

小型柑20人用 - 50人用 ・中型機60人用 - 150人用 ・大型糟 160人間 - 500人間

. ポ リ エ ス テ ル製 浄化 槽 の 完成

し尿浄化槽に対する研究を常κ 進めている当社におきまして永年検討の結果，遂に化学製品を主体と

した浄化槽ができ 上 り，製造いたしております。軽く て堅牢で最 も簡単でしかも漏水の心配絶無の浄

化槽であ ります。

( と照介あ り次節カ世 ログ送付いたします)

大 管 式 し 尿 浄 化 槽 設 計 旋 エ

4 皆 ‘

ＮＱｾＮｾ ‘＠
(( 1) 日 本 浄 化 機 工 株 式 会 社

営 業 所 大 阪 市 西 IX. } ' [ 克服南 illl 1の 55 電話 (541) 9789 ・9889

.4i: t- I:  東京都港区麻布六本木 9 7 1: . ヒリレ内 包話 (401) 8032 ・8354

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ 川 ＱＱ川 ＱＱＱ 川 ＱＱＱ川川 ＱＱＱ川 ＱＱ川 ＱＱ川 ＱＱ川川川 ＱＱＱ川川 ＱＱＱ川 ＱＱ川 ＱＱ 川 ＱＱ川川 ＱＱＱ川川 ＱＱＱ川川 ＧＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱＱ川 ＱＱ川川 ＱＱＧ川 ＱＱ川川 ＱＱＱ川 ＱＱＱ川川 ＱＱＱ川 ＱＱＱ川 ＱＱＱ川ＢＧ川 ＱＱＱＱ 川 ＱＱ川 ＱＱＱ 川ＢＧ川 ＱＱ川ＢＧ川川ＢＧ川 ＱＱ川 ＱＱ川 ＱＱ川川ＢＧ川 ＱＱＧ川 ＱＱＱＱＱ 川 ＱＱＱ川川 ＱＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱＱ川 ＱＱ川 ＱＱＱ 川 ＱＱＱ川 ＱＱＱ川 ＱＱＱ 川 ＱＱＱ川川 ＱＱＧ川 ＱＱＱ川 ＱＱ川川 ＱＱ川川ＢＧ川 ＱＱＱ川ＢＧ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川 ＱＱ川ＢＧ川 ＱＱＱ川ＢＧ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱＱ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川ＢＧ川川 ＱＱＱ川 ＱＱＱ川 ＱＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱＱ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川 ＱＱ川 ＱＱＱ川 ＱＱＱ 川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川 Ｑ ＱＱ ＱＱ Ｑ川 Ｑ ＱＱ川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱ川 ＱＱ川 ＱＱ川川川 ＱＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱＱ川 ＱＱ川 ＱＱＱＱＱＱ 川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱ川 ｉｉｾ 川 ＱＱ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川 ＱＱＱＱ 川 ＱＱ川 ＱＱＱＱＱＱＱＱ 川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川 ＱＱ川 ＱＱＱＱＧ 川 ＱＱ川川 ＱＱ川川 ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＧ 川川ＢＧ川ＢＧ川 ＱＱＱＱＧ 川 ＱＱ川川 ＱＱ川 ＱＱＱＱＱＱＱＱ 川ＢＧ川 ＱＱ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川ＢＧ川川ＢＧ川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川川 ＱＱ川川 ＱＱ川川ＢＧ川川 ＱＱ川川 ＱＱＱＱＱ |  
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炭 谷 式 し 尿 浄 化 槽 |  

宅
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用

ノマ

住

ア

病

学

各

長

ポ ン プ 不 要

自 然 放 流

腐 敗 酸 化 旺 盛

敷 地 僅 少

工 費 低 廉

特

木

大 阪 出 張 所 大 阪 市 北 区 旅 館 町 34 電話( 代表) 大 阪 (361) 6057 番
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シ カ ゴ ポ ン プ

レ ー テ ッ ド エ ア レ ー シ ョ ン 方 式 浄 化 槽

1，000 - 20 ， 000人用本方式は米国 シカコーポン プ社にて開発言れ

た方式で大都市で行われている活性汚泥法に

よる下水処理装置の一種の変法にて，好気性

ノてクテリヤ』とより汚水中の有機成分を完全lζ

分解浄化するもので20人- 20，000人ほどの個

人住宅，集団住宅，学校，病院，社宅等κ 使

用を れるものであります。本方式の特長は浄

化率が極めて高く放流先のl段作物あるいは魚

貝類』ζ 対する影響は全くなく ，好気性消化』ζ

より有機物は無機化されるため汚泥処分が不

要であ り， しかも本装置は非常に筒器化され

ており ，素人で充分維持管理を行う乙とが出

日本住宅公団南口 吉川地 5，000人用 1，000m
3
j D

来ます。

200- 1 ，000人用

特 長

① 無臭であり ，ノ、 ェ等の発生がない。

① 浄化率が極めて高 < BOD 除去率は80-

ＹＵ ｾ ちである。

① 維持管理が容易である。

① 汚泥処分が不要である。

@  時間的な水量の変動に対し安定した処理

を行う乙とができる。

③ 設備をーカ所に集中できるので小設置面

績ですむ。

安宅産業( 株) 高石独身祭

20- 200人用

スチ ーJ レ製

モテツレフ。ラン ト

20- 100人用

。 安 宅 産 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 今 橋 5- 14

東京支[ ，5 東京都千代田区大手町ビ ノレ

名古屋支 庖 名 古 屋市中区園井町 2 ー 1

電話 (231) 8641 

電話 (201 ) 6411

話 ( 20 ) 3271 

2) 0人用4 'J m
3j D
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専 売 特 許 s.F.  D. 式 汚 水 浄 化 槽

特許悉 ｾＮ ＲＷ Ｕ ＷＶＱ 号 公 報 昭 和 35 年 9 JJ 公 示

特許部分の機能

A 分 離 腐敗 分 限23および

構 造 ( 図形有織物の分総淵路氏

よる完全分解放化) Ｑ 占 ｩｪＩｾ 干 ｊ 占由貿

のIIl IM分解の要点( 細幽繁! i u.

E聖書手温度，問 ・液 体 の 分 iil な

ど) に分般による有線分解の摺

大をはかると同 11与K 磁酔必要批

以上の酸ぷ分の多い液分を汚ー皮

が高まらない中 K 速か IC移行さ

せるよう分殿様を取付 Ij 樹 i政機

B ヨウゾン酸素混和

磁気混和梢( ヨウゾン酸紫の

ｾｭ ［ｲなる吸収 〉ヨウゾ ン酸系の

混和 ICより酸化度を高め有E皇制

国並IC成分を減少せしめる乙と

A  f指の完全をj則したものであり

ます。

自 民より酸化機能を高度 IC高めた

ものであります。

C 多形酸化そのー 触媒酸化板( 新鮮伝る空気の万遍なる送入と完全細菌繁殖との均等による

徴化努 ｊ 離の ｴ 百六Ｉ酸 化槽 一面の点滴板より雨のととく広範凶に触媒商 ｉｾ 点滴し点浦きれた汚水は細ｬＧｕ

繁殖触媒石K て触媒され空気補IC泌下し完全 K 空気中の細l巡栄益酸紫を吸収し触媒石の先端にて飛場

混和して触媒面 IC行く行程を繰返して下均等なる酸化をI f /j ぐとともに空気の均当なる流通によって完

全はる酸化の目的を迷する乙とができます。

多形酸化そのニ 湾 l也統下仮( 街鮮はる空気の; t r ，tなる送入と伝水による酸化面の潟大) 酸

化機能 の ｩ 自大 ｉｃ 絶対条件たる空気の均 等なる流通および援触而の お目 大ならぴ Ｑｾ ￱Ｇｩ ｋ よる故障を防ぐこ

C  とが股 4必要であり空気の容公と酸化而を極度Kl 也大し新鮮なる空気を多; f f i IC送入し酸素の殴収をむ

らなく噌大したものであります。

D 均当調水 潟水叡( 湖水区より

均当作ｊｦｉ ｉｾ よる滋飽の高揚Ｉ耳、均当 ＱＢ

＼￵導入汚水を潟水叡 ｉｾ より均当，羽水し

常時名1刊の8童館を完全 IC常時l亡作用さ

せます。

E 触媒滞留酸化 完全酸化Ｈ有効成分の合型的利ｊｦｉ ｉｾ よる完全酸化Ｉ滴 下 された酸化波

壱一定時滞留触紘一し有効成分の混合 ICより完全酸化をなすものであちます。本浄化槽は当社の

専売特許品ですのでj ' i 任路工であり ，また各所 IC衛生I ' f 盟部をOf 役し技術員が常 IC衛生智恵! の

御f盲導とそのアフターサーピスを致しております.

田 辺 浄 化 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 南 大 道 町 1- 64
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札制 ・東京 ・福岡 il [1台 ・名古屋 ・広島 ・松山
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高級処理活性汚泥法を採用した 特許出願中

L完 全 浄 化 槽 t

区三扇面司

特 長

活性汚泥を含んだ汚水中 K 空気を吹き乙んで，生

物化学的に強力な酸化を行い汚水を安定化さすもの

で，他の方式では乙れに及ぶ乙とができない。

活性汚泥法は従来都市の下水処理場の如く大規模

のものに採用され ， 小型浄化Ｚｦ ｾ ｬ Ｇζ は ， その採用は不

可能視されてきたが 8 年間の研究の末，j : : んだ先

全な浄化. f 'J です。

山 治 陶 管 株 式 会 社 特約工場

代 表 取 締 役 杉 本 吉 降 有 限 会 社 積 生 セ メ ン ト 工 業 所

京都市中京 区 御 池 烏 丸 東 電 話 (22) 3810 ・0372 京都府久世郡城陽町大字寺田 電話寺田 263
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最新サイ 7ローン方式白然排水

援曲式沼泊目

欧 米 式 浄 化 槽

各 種 排 管 工 事 設 計 ・ 施 工

電話地下線土木工事

司
杉 山 建 設 株 式

. 6. .  

社ｾ＠

代 表 取 締 役 杉 山 教 治

営 業 所 大 阪 市 此 花 区 西 九 条 下 通 2 - 28 屯話 (461) 3676 

分 室 大 阪 市 此 花 区伝法町北2- 60 電話 (461) 8376(呼)

工 場 大 阪 市 此 花 区 酉 島 町 4 - 2 8
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発 明 者 向 上 杉 山 教 治
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令.  

4.  袖ケ崎 ・島津侯爵邸表門

1914年( 大正 4 年) IC唆工したぬ ilt 供問邸の表門である 。博士の

作品rl 'の邸宅の門には此慌のがあいが . 1 : れはその代点的な一例で

ある 。
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3. 三国綱町 ・三井クラブ地中鯖平面図

乙のJ l ! 築は現 (f すると 1"1時 IC図面も品 IIt 侯爵

却 ・古河? J / 時邸とともに枚数が多く残っている

ものである 。 後出 Ｕ と ｉｾｉ 純で ， 出入れした上 多

色彩色を施した央しい関商であるが ，日本人が

かいたものを ，博士が検| 剖病名古れたものと =与

えられる。; ( ，閃はクラブの i Elm斜影である。



ニコライ 聖堂の鉄骨屋損に

ついて

現在のニコライ堂( 正しくは東京

ハリストス復活聖堂 という。) は19

23年( 大正12年) の関東大庭火災lL

被災し ，内部が焼け落ち ，大ド ーム

もはなはだしい損害をうけたが，そ

の後岡田信一郎氏によって復興計画

がたてられ，それに基いて昭和 4 年

IC完成したのが現在の姿である 。と

乙ろが被災前と後とでは相当変更が

行なわれ，特 IC屋根の形においては

格屋も翠堂も ともにいちじるし く変

更された。従って被災前の! 日姿は現

存する写真 IC見られるのみである。

しかるに幸な ζ とには前固に紹介し

たように古い図面が残 されていて，

| 日状が知られるのであるが，そ の中

で殊に重要なものの一つは聖堂大ド

ームの鉄骨格造の図( 前回第 4 図)

であろう。いまと乙でそれの概略を

述べておきたい。

乙のド ームは水平断面八角形で，

半円形を なす 8 個のリブと，乙れを

水平 lζ 繋ぐ 上下それぞれ 8 個 ，計16

個の待 ( be l t ) とで主体を構成 して

いるものである。鉄骨が構造材とし

て乙のように使われたのは明治以降

最初! という べく ， 一般にいわれる

1894年( 明治27年) の秀英会よりも

5 ， 6年も早いものである。

乙の半円形をなすリプの形は 2 つ

の円周の間に挟まれる部分で決めら

れる。すなわち，周辺のｪ［ＩｪＨ瓦 ｾ 上部

にリブを受ける八角水平面を考え，

その中心を定点として上方に半径

24' 5"  (択，吋) の円周を描いたもの

がリブの下端を形成する。次l ζζ の

定点から 4'11" 上が ったと乙ろに第

二の定点を考え ，乙れを中心として

半径 25'3" の円周を描けば乙れが同

じく外端の形を決定する。かくてこ

の両円周聞に固まれた部分がリブを

なす部分であるが，乙れは 1 象限 lζ

っき 3 部分( 従って半円になる ICは

6 部分) よりな っていて ，乙れがリ

ベ ットで一体をなす ように 緊結され

ているのである 。乙の 3 部分の各部

材は外国で作製し，日本 IC持ち来っ

.
，

、
，t

 

f、

( 1 

''-

。 凸F

5  袖ケ鮪 ・島津侯爵邸一階平面図

此賄事面図は地下 ・一階 ・二階の三種があり ，それぞれ選入れしたよ，各部分 1<: 多くの色分けを施し，そ れ

ぞれ宝名が， ｾｃ 人されている。さらに ｭｾｬ の位躍とその場所における簡数を朱白きで記入され ， 甚だ尖しい仕上

げである。 ζ れも日本人がかいたものであろう。

一一ー.

.普 I.! 唱聞広一 Ｍ ｾ＠
ｨ 、 ｾ .. ..， .. 

g ・. u ・p ・R 11 幽 A

国 ・ 、
唱 掴

ii ii I1 ii .U  JL ii ii ii ii Il 

ii  l.i i.t pi園i 1且福b桂...... 町- i-i  ii  ii  ii  

ι ｾ 晶 『 喧 ー Ｇ ，Ｍ， l C"' " Ｈ ， Ｎ 皿ｾＮ

ι  袖ケ崎 ・島津侯爵邸立面図

鉛 筆1<: 淡自性彩色 Ent r ance F r ont と Garden Fr ont の二種。博士の書名および Dec. 1907 等の

た入がある。
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に!7

た後ド ームIζ 組立てたものである。図

にはその旨が Al l ri v ett s  %，" di am.  

T hos e i n r ed  t o be  cl os ed  i n 

] apan.  と記 され，そのリベ ッ トは赤

く示 されている。 ( 乙の部材は最下部

はも4' pl at e を入れたもの，次は X

型』ζ ラチスを入れ，長上部は一方にだ

けラチスを入れた形式である。 (前回

第 4 図参! ! 日) ) 上および下のフランジ

K はグの| ま隔で径弘ゅの穴をあけ ，下

端のそれは天井用に用いるとと，上端

の母: 電の中には屋板窓の上 ・中 ・下を

通るものがある乙と，その他% ，. のリ

ベ ッ 卜の平均ピッチは6・である ζ とな

どが要所 IC記入されている。

頂部中心は内径 3'4' の鍛接された円

輸を上部1[ ，下部は内筏 2γ ，外径 4'

9・の皿形の鉄輪て・リプを主rr 絡する。

次にリブを水平にえrr 絡するには上，

下の併を用い， 上帯 ( upper bel  t )  

が上端 10' 7ぺ 下 端 8' 11・高さ 4'6・の各

54 

7.  築地 卜リニテイ教会詳細図

博上の i比も得意とされたゴシック禄式のよ宇細で切E 打み，小尖格空宇の部

分である。 nみ上部 ICは明治時代の工匠らしい下で「まるい J rあさぼり 」

等の鉛徳山きがあって，有J: が時士から E の図を比せられながら書き入れ

た ζ とが促qまれる 3

8.  飯倉教会腰羽目詳細図

上部 IC Chancel  Dado， Ky ob. shi  Church.  とあり ，左I C%，

右leJjj!寸・図，その右下 IC署名がある。鉛筆がき ，えび茶色彩色，%図IC 3  

shaku 2  sun (about ) と記されている。

ｾ エニ丘三［｣ｬＺｳＮ Ｗｙｾι 弘 Ｔ ・ Ｔ

ｊ 戸 ・ ｾｊＢＮ -

ＮＮＮｾＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ ｾｾ側 ト ーＭＭＢ

片 ( se g me nt ) ，下帯( l owe r bel t )  

は閉じく 17' 0ヘ15'2 %ヘ高さ 3' 0' の大

きさのものをそれぞれ 8 個ずつ用いて

述絡する方式をとっている。さらに各

隅ICは鋳鉄のE益金を八角 の枠にネジ締

とし， ζ れに径 l ' の繋ぎ材 ( t i e r od)  

を取り付け ，水平方向の緊結を期して

いる。

以上は図面から知られる大体の構造

であるが，右下IC コンドノレ同士の署名

とともに「との図面に従って欽'胃 ドー

ムを笑現する乙とを附| 活の仕級告と契

約筈 lζ 記 された条件で ζ 乙IC 同意す

る」窓の普添がある。結局乙の図面は

単なる図而としてだけでなく，仕綴筈

の一部も兼ね ，また工事に関する同意

訟 ないしは承認書をも兼ねているもの

とみられる。なお記入文字の笹体も全

郎博士の自 mと見なされるものであ

る。

前 回 の 疋 限

1. 図耐の枚数は次のように訂正

合 Jt 472校，英国大使館23欽，古河男爵邸 65

枚，憐浜海浜ホテル13枚 IC 

2  関 4 の表題中 Tokyo. ] apan. は To-

kyo， ] apan.  IC， ｾ究明の ｓｨ ， 5， b， r は

Sh， s， b， r  IC 

3.  図 5の説明中 Ground pl an は

Gr ound Pl an IC 

4. 上記枚数 ・内容次中の count ry Vi l l a 

は Country  Vi l l a  IC ，葛喝図架は基ぬ

図案にそれぞれ訂正。

附 ! e

Ii U凶の原縞作軍司後，ち冊の図面の順序不J前，

不統一であったのを一枚ずつ厳して整P. Ilを行な

った。その後r J . Conder 博士総築設計図白

録 」として日 本主ｾ築学会近畿支 部か ら去る Ｓ 月

出たのが笠浬後の目録である。

(近 藤 豊記)
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東京事務 所 東京都中央区西八丁欄 2 - 8 電 (551}6371 ( 代)

大 阪 事 務 所 京 阪 市 西 区 街 町 市 過 1- 2 3 電 ( 541}5484 ( 代)
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取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

本社工 島品 大阪市生野区 ｾ ･ 矢 柄町 ＲＲＲ 電 話大阪 Ｈ ＷＱ Ｖ Ｉ 2  2  3  1  ( 代}

東 京 支 庖 東京 都 千 代 田 区神 田 錦 町 1 丁目 2 3 電 話 東 京 ( 291) 1  9  2  0 ・4 9 2 0  
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日 来庁

4  

特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷 工 法 で 施 工 出 来 る

接 着 剤

ハ イ ダ y クセメシ ト

No. 1 ジ ョ イ ン ト用

ハ イ ダ イ ン No. 2  ft 占イ寸用

圏内 の気温較差の著しい

所に於ても能くその苛酷な

条件に抗して老化せず 特

? と寒冷地に於ける投術的困

難は殆んど解決されたと云

っても過言ではあり ません

⑩ 

お都屋のポイ〉トl<t

zま材から

j蒸多 4ク仇Lい、宅A- ドド
'  

マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ 製 造元

コ二 業 株 式

J 企』

:z:s;; ネ土

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東町93 T E L 東京 (888) 2101- 9

大阪営業所 大阪市西区新町北通 1 丁目 40 T E L 大阪 (531)5281- 3

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 (54)9996 ・広島 T E L 中( 2 ) 1019 

九 州 T E L 福 岡 ( 5 )0768 ・札幌 T E  L  ( 5  ) 6885  



会 報 ( 3 月 分 〉

( 定 時 評 議 員 会 I

20 日 121時半ー- 2 11寺 於会館栄公室

出 席 者 評 議 員 村l谷議長外 14れ 委 任 状nll 席

47名 合 計62名

理 事 * 畑副会長外 3 名

議 事 ( 1  ) 評議員会議長及副議長互選の件

( 2 )  LI 木建築協会紺1則一部変更の件

( イ) 個人会政改訂 iζ 関す ξ 件

( ロ〉副会長 1 ?: Wl員に関する件

( 3 )  1昭和37年度収支予算決定の件

(  4  ) 会長 1 ;名副会長 2 名理事 13千九選任の件

( 5  ) 役員屯任承認の件

閉会後，榊会合 ｲｾ 運営委且長の ｮｊｉ 席を得て Ｎ 会館設立

資金借入金償i還の柑1せんを行なった。

評議員懇談会 ( 技術部門)

15 日 正午一一 1 11寺、|土於会館会議デ.

ｮｾ 席者益尾評議員外 ＱＲ Ｗ ，

技術部門より選出の会長 1 名，副会長 2 行，沼l'J]: 5  

ク Ｑ 並に評議員会百 ｉ ｊ 議長候補朽の推 ｉｾｬ につ い て恕談

|理 事 会 |

14 日 3 1時一一 5 1時 於 会 館 会 議 室

11¥席. { i ' 策畑副会長外 9 31J l事

議 'J r  (  1  ) 定時評議口開催の件

( 2  ) 副会長 11乃J科目の件

(  3 )  ｉｾｬ 利 Ｑ ＳＷ 年度収支予算議議の件

付 〉創立451ドB記念・F業に関する件

(  5  ) その他

( イ) ｈ Ｉ 修銅に関する講演会共ｦｈｾの件

Ｈロ〕一級ｩｬ｜築士試験委員ｦｉｬ ｾｉ ＡＧｉ ｊ の件

( ハ) 欽什鉄筋コンクリート構造設討実

伊 ｊｾ のＡｕ＼売をオ ー ム社設底 ｬ ζ 委託

の件

( ニ) 朝日科学焚励金の支給対象lこ建築

学会支部の大阪地位図作成事業を

批加する件

Ｑ Ｖ Ｉ 入退会才 ￭Ｇｾ ， ＱＮ ｴＡの 件

(  7  ) 報告ポl J j

主記主計理事会

10 円 正午- 2 11寺 於 会 館 会 議 室

出席布 告的，村石両J : . 計理事

ｉＡ， ｔ ｦＱ Ｑ ＳＷ ｴ，ド度収支予知ｾにつ い て検討 ＿ 信長

談

小委員会 ( 若い会員の集い)

8 日 5 1時半一一- 6 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 流 木 主 査 外 2 委員

本年度の守工業報告と次年度小委員の推薦について懇

小委員会 ( 工場見学会)

12日 5 時半一一 7 1時 於会館会議室

出席者 山本主査外 2 委員

4 月 5 月の-r. J :A，l見学: 合同とその後の予定計画につ

いて協議

委 員 会

14日 5 時半一一 7 11守 於 会 館 集 会 室

出席者 岩崎，岡本正副委員長外 13委口

議 事 ( 1 )  4 月， 5 月の事業企画について

( 2  ) 記念事業の内総務委員会関係事業につい

( 3 ) 次年度委員の准成について

(  4  ) 報告す工業

| 編 集 委 員 会 1

23 日 4 11寺一一 7 11寺 於会館会議室

出席者 森，上林正副委員長外 6 委 員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 4 月 「補造特! . RJ 号

( ロ) 5 月 i /J < と設備特集」号

( ハ) 6 月 「主主9{ ! ; T. : t ' ! 特集」号

(  2  ) 拘峨作品候補について

( 3 )  7 月 「青年建築家特集」号について

(  4  ) 次年度委員の持主的について

両 手 委 員会 l

総務委員会

小委員会 ( 余技作品展)

2 8  Ｖ ＱＱｾｪＭ Ｙ ＱＱ 寺於会館会館会議室

l山lハi席イrぷL炉門，t;?. 二-品-γt-.乎有f外 4 委員，並E少ド

3 氏

16 日 正午一一 1 11寺 於 会 館 会 議 室

II! J1J!，';将 二九 t j¥j' 外 4 委員
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19日 Ｔ 時 一 Ｍ Ｖ 時於阪神 Ｘ 陥商ｾＺ

出席者 三 品 主 査 外 2 委員

27 日 6 時一一 8 時 於 会 館 会 議 室

出席者 三 品 主 査 外 4 委員

28日 正午一一 5 時 於 阪 神 画 廊

出席者 三 品 主 査 外 4 委員

会場構成，ポスタ ー，出品目録その他実施について

協議打合せ並に会場に作品の展示

小委員会 (運動会〉

8 日 6 時一一 7 時 於 公 館 会 議 室

出席者滝本主主E外 2 委員

ソフト ボーノレ大会の実施について協議

小委員会 (記念式典，祝賀会)

23臼 5 時半一一 8 時 於 会 館 会 議 室

出席者A 岩崎委員長，岡本主査外 4 委

記念式典並l乙祝賀会の進行について協議打合せ

記念講演，住宅シンポジウム合同懇談会

7 日 正午一一 2 時 於 会 館 会 議 室

出席者 塚 本 委 員 長 外 2 委員

住宅展示会に代わるものとして住宅シンポジウ ムを

一般記念諮演会と fjf: 行して実抱することの可否につい

て検討審議 し，一般講演会と ]jljjjsに住宅に関する 議演

会を開催することに決定。

記念講演委員会

23 日 正午一一 3 11!f 於公的会議室

出 席 者 鷲 尾 委 員長外 3 委員

一般講演会の開催方針 などについて協議し，講師の

人 選並に ｾｗｩ 演の外に黒部峡 谷の映画上映の企画を 決定

記念出版委員会

12日 2 時一一 5 時 於 公 館 会 議 室

出 席 者 浦 辺，足立正副委員長外 5 委員

議 事 ( 1)  A 級. B級扱候補の選定

( 2 ) 掲載予定総数にする検討

( 3 ) 編集方法に関する件

( 4 ) 実施予算の件

28日 2 時半一一 7 時 於 会 館 会 議 室

出席名 im辺，足立正副委員長外 6 委員

議 事 ( 1  ) レイ アウトに関す るtYtJ ，j

( 2 ) 今後の工程に関す εi 尖-J
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3 月22 日付で京都1大学総長並!C. 同大学工学部長宛に

京都大学lこ住宅工学科新設希望に関する聾望書を提出

| 見 学 会 |

ダイハツ工業株式会社池田第二工場見学会

設 計 施 工 大林組

19日 1 時一- 5 時半

大阪府建築士会と共他。参加者8 1i'， 

| 創立4問 念 事 業 |

1. 記念式典

1  .  表彰式

30 円 2 11与一一 3 時 於 太 開 園

出席者 150;(' ， 

1  記念祝賀会

30 日 3 1時一- 4 時 半 於 太 間 回

出席者 180;(' ， 

1. 特別見学会

( イ〉大阪市内新建築見学会

31 日 ? 時一- 5 11寺 芸刈11者45名

( 口) 京都名園巡り 見学会

31 日 10時半一一 5 1時半

参加者 40名

1  会員余技作品展

3 月29 日一一 4月 3 日

於|奴利用1' i 応 8 僻

1.  懇親ゴルフ大会

29日 ? 時一一 5 時

於宝塚コソレフクラフ 参加 Ｎ ｾ ＵＲ ｾ＠

11111111111111 1111 11 111111 111111111111111 11 1111111111111 11111 11111 11 11111 111 111111 1111111 11 11111 11 111 111 1111 11111 IL 

編 集 後 記

アメリカなどで1930年代より Wa t e.r R esour ce の R ec lamat i on

が位界の脚光をあびていたが、戦後， 日本でも . c . の水資源という ζ と

ばが盛んにつかわれるように伝った。 ソビエトの大正i然改造計商品 ， 水

の征服がそ の半分を占 めるが， われわれ建築技術者 ι 都市や証II 築を考

える上で. r水と設備」をぬきにしては (，) もできない。水資源の開発か

ら都市上下水道の盤側， さらに側々の建物の給俳水にいたるまでの水の

利用の筒形忽を泊ってみた。 幹事として企画にと協力いた fごいた方は.

石原疋雄( 京工大) .  須賀栄一( 須賀工業) ， 谷川 丈夫( 西原術生) .  

田 中 市 ( 大阪市) .  上林間雄 ( 大阪市大) の各氏。 執! j 王者 t.[: らびに宇和)i

の方々に叩くお礼申します。次号は nm築工'I!l. 特集」の予定。

ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱ ＱＱ ＱＱ Ｑ Ｑ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱ Ｑ ＱＱｉｉｉｉｉ ｾ＠



5225 大島化学のひふくτっばんを

回 定 式 通 風 器 連 続 式 換 気 装 置 に も

ｅｾ 通広告三ヨ

婿 聴醸ぉ

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 111]" 4 の 1 0 4 (931)  7071- 3  

支 117 新 附 浜 ・名 古 屋 ・|叫 口 -di ・jぶ 局

田中式雰亡すJよ，V231rf 二

スチールシャ I! I ター・オペレーター

何回中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工 場 東 京 都 掛 日1区 綿 糸 町 1 - 25 

東 京 第二 工 場 東 京m掛 田 区 司 醐 町 東 4 - 12 2  

'1、 合 工 場 制 附 県 小 倉 ili 晴 嵐 上 の f d37

川 崎 工 場 神奈 川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43 

札幌t I ' . 世暗 所 北 海 道 札 制 市 北 大 通 東 4 丁 r l 4  

盛 岡 寸¥(J!rr 町 岩 下 県 盛 岡 市木 伏49 ・m :t t . t J ! 殺( 株 )

三巴 古 原 代 J! I! '! i 愛 知 県 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町2 - 12 問 回 世 材 K K

米 子 代 理 的 品 取 県 米 子 市 祇 岡 町 2 - 93 ・吉 田工 務 防
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一一一特命ヌ I.!. 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 mの 程 お 願 い 致 し ま す 一 一 一

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪 市北区堂島船大工PIJ 五三務地( 毎 H 大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑩ 局 8 3  5  6  ( 代表)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜IUJ :::' .丁同一凶務地

東 京 ・名古屋 出 張 所 ) L 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 nlJ 3 6 0 務 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

山

出

場

本

支

工

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ヒソレ 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 葬地

ム
一
品
会

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

本

株 式

会 社

設 計 施 工
生

気

水 ・術

房 ・換

排

冷

給

暖

22 大 阪 城 口 研 究 所

地

平

世

本

悉

1

熊

A

U

，
ι

、

.

n

b

η

4

1

u

'

r

r

 

司

司

Q

u

f

k

+

ブ

R

V

E

岡

山

民

福

良

丁

表

一

代

福

松

沢

三

掘

-

K

Y

高

金

一

戸

⑩

雇

'
V
ゆ

毛

泊

古

岡

新

区

阪

菅

西

大

名

一

P

胎

ド

門

μ

令

刷

l
o

，

山

川

T

活

吉

小

・

.

沼

市

阪

同

叩

幌

似

大

沼

東

京

札

締取

庖本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪⑫7575(代表)

京都市東山区大和大路正面上ノレ電話京都⑥4945(代表〕

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話事1
1
戸 o 5 8 9 2  

庸口城代表取締役

庖

所張

支

出

創 業 緩 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大 正 二 年 病院諸機械・給排水・衛生

斎 藤 省 三 商 庖

広 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

広 大 阪 市 西 区 土 佐 婦 通 大 同 ピ ル 714 号

m 話i 大 阪 ⑩ 1 5 6 8 ・1569 ・2 5 9 4

広 札幌市北四条西16丁目 l 番地高問屋ピル二階

m 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名古屋市中区南大津i i ! i 一丁目千代田ピル522号

E 籍 中 局 @ 1  7  6  6  

阪

幌

式

社

京

悼

悼

会

東

大

キL

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其イ也管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレ ーフドレイシ製造販売

(1日斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支底

大阪市南区順皮肉I 通ーす目四四務i也

包語大阪⑫代表4496- 8 ・4993- 4務

東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲 12号館 5 号

包 括( 281) 局6505- 8君子

金 沢 市 高 岡 町 三 五 m訴 金 沢 @2074 

板井市域之繍下町一 0 氾話福，1 ② 2436

高 松 市 ニ 常 了 九 電話高松③ 5195

岡山市大供絵ノ本三八Oノ- m話 闘 山 @7047 

f占本

名 古 屋 広

所

所

所

所

業

張

妓

強

常

出

出

出

沢

片

品

料

山

金

福

高

岡

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐期通 1 丁目 14番地

む 話 ⑪ 代 表 5 1 7 1  f普

東京都港区芝田村町 6 丁 目 匂 話(431) 代表7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 電話@ 代表7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ 包括③9153番

神戸市生田区北長狭通 2 丁 目 電 話 ③ 代 表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 危 諾 ⑧ 代 表4731

社須

庖

東 京 支 底

名古屋支庖

京 都 支 庖

事11 戸 支 応

福 岡 支 庖

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施 工

I  ｉｉ 築設や ｩ￬ｩ ・ 金属製品ｾ只

荷 役 述 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

機 工 業 大 阪 支

取 締 役 村 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大阪市点区間腿婦 3丁目 l 帯地 f目指大阪(202) 代表3071

本 広 東 京 割i 千 代 m 区. { I " ｾ町 Ｑ 丁目 Ｑ 0 番 地

支信 . t11奴所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広島 ・仙台 ・宮山 ・金沢 ・高松

工 場 鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

建 材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北区中ノ島二丁目( 新朝日ピノレ 5 隣〕

電話大阪@ 6041 ・⑫7046(代)

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 名古屋市中区商万町二丁目一

連 絡 所 広 島 市 基 町 一 ( 朝 日 ヒソレ〉

式

社

株

会

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・! 暖 冷 房 設 備

若草西原衛生ヱ業所大阪jき

電話大阪⑩ 3415番

2  

大阪市大淀区中主j ! : 1有通 4 r 目44



暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・五 玩- - ¥

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 ⑩ 7031⑩6793

東京都中央区宝町二 ・六( 村宇ピル2階 )( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目 ー ①1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 0 :1壬 15θ6 

松江市東本町四丁目一四 )L 5098 

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

稿 J司 市 養 巴 IIIJ ニニ @1l 58

一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 耗 お 願 い 致 し ま す 一 一

株式会社

本 社

出張所

暖 冷 房 ・温 湿 度 調 整

水 道 ・衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁 目 6 2  

宿 ⑪ ( 代表) 2  6  1  3 ・ ( 代表) 9  4  3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

む ④ 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

名古屋市中村区牧野町 1- 6 電 話 @0966 

東 京 都 北 区 上 十 条 1 の 10 電 (911) 2346 

広 島 市 中 日IJ 2 務 地 の 4 電 ②7575 ・7588

営業所

所張

M

M

出

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 社

大|坂di 北区 '1' 之島 4 - 39  f U⑪6671- 5 

必 京 支 応 WJ;r I : U港区芝浜松川12- 7 'i u  (431) 7  34 1  - 5  

J t 7世 道 支 応 札 幌 市 北 内 条 阿 15 丁目 Hi ②2203・@5374.5969

仙 台 支 応 仙台市兄寺小路( 1i紙ヒリレ) ｾ￼ ② ＸＰＶＱ ・ ｀ ＹＲＶＱ
名 古 見 文 庖 名前凧 jli 中 区 点 附16- 5 Hi @127 0・1484

広 ぬ 文 信 広 品 市 大 干 町 8 ー 155 'iG ③ 7  9  4  9  

福 岡 支 広 福 岡 市 灘 研 関1 3  'i G ⑪ 0788・@029 6

生

置

業エ日

暖

ご目

IIJ J l  

株式会社

l暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 審 地

氾 話 大 阪 ⑩ 3 3 9 1 - 5 務

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 苦 手 地

屯 話 (351) 2  1  7  7  - 8 務

神戸市生同区下山手通八丁 目三三 電話元町0 3035書

仙 台 市 東 四 番 T 四 五 電 話 ② 51 36li1'

ふ

宮
株式会社

庖

本

支

神戸出強所

仙台出強所

温 湿 度調 整 ・暖 冷 房 ・換 気 給排水・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 仁

温 湿 度 調 整 装 置、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 間 町30 明 大 阪 ⑩ jjQ訟私。

木 社 東 京 都 千 代 別 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 ( 281) 2  6  3  1  -

仙 台 市 新 伝 馬 IIIJ 6  0  

f E 話 7 3  3  2  

ｾ古屋市東区東門前町 Ｓ Ｍ Ｖ
屯 話 ③ 2 8  

日 本 管 工 業 株 式 会 社
⑨ 

代 表 取 締 役 市 川 繁 J4f

京都T I i '1'京 区 両 持 111}通 V fr.j i小路上ノレ

包 括 @ ( 代 表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( 天満精北詰)

屯 話 ⑮ 8 8  2  9  

凹口市市浜田西末広 111]" m話7503・3665

主It rli 栄 町 2 ー 111 屯 話 3 6 1 0

社本

大 阪 営 業 所

四 日市営業所

津 営 業 所

仙 台 支 rf.

暖 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会 社

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

大 阪 市 北 区 万 才 III J 凶 三 浪速ピノレ六階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0  8  5 ・5 7 2 5  

( 代) 9851 - 9 ・9951 - 9  

東 京 初 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ j

電 話 東 京 ( 291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

示東

@  暖 冷 房 空 気調 和 環 境 衛 生 工事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町50 ｾｴ 大阪ピル

電 話 大阪 ⑩ 代 8675- 9 ・4953- 5

東 京 支 庖 東 京 占s 千 代 田 区 神 田 和 泉 IIIJ 1  

電 話 ( 866) 7  6  8  3・7 7  1  6・2 5 9 4  

名 古 屋 市 中 区 域 代 l町 7

危 話 ③ 4 6  9  0 ・4 3  1  7  

営業所・出強所 下関 ・金沢 ・繰沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

名古屋出張所

大 阪

名古屋支庖

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サ ッシ・ドア ・シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 京 是 町 1 (大 ピノレ)

fE 大 阪 代 ⑩ 8 6 2  1 悉

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 l の46 ( 大同 ピノレ)

電 東 京 代 ( 501) 3  1  5  6  1書

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

出 ｾ 所

冷房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 仰 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 悉 地

電 話 ( 811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支后出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高絵 ・広島

ネ土本

本社・分室

3  

所業営



す一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致

社

工 事 設 計 施 工

A

9

2

 

式株

. t = 

ヌL

各 種 電 気

電浅 海

電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 正 雄

東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

都 港 区 赤 坂 溜 池 IIIJ 1  

1)  8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

取締役社長

社 大 阪 市

m話 大

東 京

m話 ( 48

名 古

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 ー 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十 二

電 話 (551) 8 ・3 3 0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

'::z:s; 式株

. t=-

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業営

事 全 般 設 計 施 工電 気 工電 気 工 事 設 計 施 工

工 業 株 式 会 社中 央 電 気
社

必』

コヨZ式株業エ原栗

騰

市 北 区 梅 ケ 校 町二五務地

大阪代表 ⑩ 8 1 3 1 - 7  

都港区金杉町二丁目十三番地

古 屋 ・新 宮 ・御 坊

村
，A. .  

寸取締役社長

阪

話

京

大

包

東

名

ネ土本

英

大阪市北区永楽町 8 't許地 ( 日産生命館〉

fE 話 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

吾
-
ロ{

 

原粟取締役社長

東京支庖

営 業 所

. 6.  

コヨZ

工 事 設 計 施 工

商

.t:::: 

ヌLト 電マ

各 種 電 気

ヤ株式会社

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341 ) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館 607号室 電話東京(5 41)7464 

大阪南 ・北海道・名古屋 ・四日市 ・栃山・福岡

音色本iI-l 取締役社長

社

東京営業所

本

谷 被 ノ ロ ン 「 ス 寸 ツ ナ ・スペ- ; 7 . l : : - 3! ニご

クォータヒーター ・其の他特殊電気機器設計製作

森 井 電 業 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 三 m綱 町 一 昨 些

111 ft' li *  ｊ ［ ｾ 臼 Ｕ 1)  9  6  1  1  - 5帯

場 東京都港区麻布新広尾町一丁目 一三凶帯地

1 t I 結 束 Jil 制51) 0  5  3  5 博

大阪支応大阪市北区Ｎ，Ｚｾ安前十六帯地
Ｑｒ話大阪 Ｈ ＴＴＱ Ｉ ＹＵ Ｑ Ｖ Ｍ Ｘｾ 件夜 ｉ ｬｉ ｬＺＨ Ｇ ｦ ＡＱｬ Ｈ Ｔ 41) 502格

名古屋出張所 名古庄市中村区長 戸井 町三丁目 l凶寸ー- lff)也

包 括 笹 ぬ (臼) 6865 . 9495癖

柄 問 J品目1<所 福 岡 市 東 職 人 町 二 七 排 場

1li 稲 14)  7 8  1  3 帯 (5)  3  5  1 号智

広 島 出 張 所 広 品 市三 川町二 六排他' i l t話 (4) 2  4  4  9栴

戸

W

川張出

社

事

工

式 会

博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 三 丁 目 三 朝日ピル 6 階

氾 縮 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 摘 通 リ 四 丁 目 八 帯 地

電 話 大 阪 局 ⑭ 5 2 0 1 'l I H代表) - 3  

出費所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 fll 町 六 番 地

屯 結 京 都 局 ⑧ 3 4  8  1 番

エ

施

株

本

と

丸

山

気

計

取 締 役 社 長

電

設

電陽朝

社

電 気 工 事 設 計 施 工

機 株 式 会

取 締 役 社 長 潟 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 紛 笠 間I 五 o ( 堂 ピ ル 三 階 )

1[ 話 (312) 1  4  7  1  Ｈ イ ｾＩ

府 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 綱 凶 丁 目 十 f 縄問ピル三，，1>

電 話 (551) 5  5  9  0  - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (98) 2 3 6 - 7  

小 松 市 符 主l! I可 才 四 四 ノ 三

電 話 ( 繋津) 2 3 7  

1  0 堺 市 三 宝 田T 七 丁 目 三 六 九

木

支

タ

電 気 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

社

A

令

官式株

. t = 

ヌL電本中
社

. 6.  

'::z:s; 式株

. t=-

ヌL電東;工

明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

m 認ー 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一一三

屯 話 ( 931 ) 2  1  9  3  

正本中取締役社長

ネ士本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京・都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

機器工場

資材倉庫

出議所

4  



電 気 工 事 設 計 施 工

メ 株 式 会 社 三 興

取締役社 長 坪 井 大

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 III} 50 (堂 ピノレ 7 階)

電 話 ⑩ 2 1  3  8  (代) - 9  

支 広 東 京 都 中 央 区日本橋箱崎町 3 丁 目2 番地

電 話 @ 1  4  7  8  (代) - 9  

出 強 所 堺 ・ 下 関

社

底 京 都 市 東 山

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1 3 (941) 0 9 7 5  

名古屋営鍵所 名 古 屋 市 瑞 徹 区 場 問 通 l 丁目 (88) 2  7  0  3  

株 式

会 社 矢 橋 大 理 石 商 応

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ヒソレ五階

箱 詰 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 i寄

リグノイド床・床材料

製 造 ・販売 ・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 庫 大阪市西区南郷江上通一丁目三一

電 話 大 阪 ⑬ 3 4 2 6 - 7

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗縞五丁目二八番地

屯 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  - 9 番

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規絡表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 III J

沼 語 大 阪 ⑩ 6531 ( 代) - 5  

支 庖 名 古 屋

出 彊所 東 京 ・岡 山 ・門 司

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト ・ ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー トベ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

設 計 ω 製 作

θ 本 工 レ ベ ー タ 工 業 株 式 舎 社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天神 備 筋 6 ( 天六 阪 急 ピ ル)

電 話 ( 351) 4  9  <  7 代 表 7 0 7 1 交 換

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 肝 2 ー 7 Ｈ ｾ岱ピ ルＩ

電 話 (831) 7949直 通 ( 866) 5276交 挽

京総 川工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 - 6  - 2  

包 括 ( 381) 0  3  6  3 ・ 4 5  8  ｾ＠

.，. "，ャ 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大 阪 市浪 速区 西 円手 間Tー0 一七番地 湊町駅貨物八号門前

苦言 (562)  0  8  0  0 ， 0  8  0  8  - 9  

+
4
 

4

d

t

 

事

事

事

工

会

工

紅

紅

施

式

一

防

配

リ
T

:

'

Z

眠

時

熱

種

i

k

h

r

冨『

冷

防

各

設

が

V

工

産工熱冷・本日

特約販売 ・工事庖

東洋キャリア工業株式会社

東 洋 ゴム工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パ ッキング製造所

大 洋 産 業 株 式 会 社

販 売

各種保温保冷材料

各 種 冷 暖 房 機器

冷凍機 ・石綿製品

各 種 樹 脂 加工品

取締役社長 石 川 良 県l

本 社 及 大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 柄 通 1の16 (石川|ピル〉

H! 縮 大 阪 (441) 2295 ・4167 ・4846 ・1761

九州支社及長崎営業所 長崎市淀盟町13番地 電 話 ( 4)∞92 ・0308

営 業 所 及 出 張 所 広 島 ・福岡 ・小倉 ・大分 ・徳島 ・舞鶴 ・東京

5  



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 I l I r 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 ( 891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区紡: w. J l 汀 18 '( 昨地( 液附ピノレ 3 師寺)

電 話 ⑪ 9 1 5 4 - 7

名古屋市東区久庭Is] 5の9 ( 住商ピノレ) <D 2578- 9 

福岡市橋口町15帯地の 1 ( サンピノレ3断) @8825 .  

本 社及工場

大 阪 支 庖

カーテンウオール

アルミニウム

ズ

ス テ ン レ ス

プ 名古屋支庖

福岡出張所

特 許

シ

止
防司

量

烈

風

軽

入

耐

定

要

慎

安

〈

而

雨

ロ

所防予滅殺蟻白平松

電話奈良 4 0 9 8

ナニワ緩勾&;2荒

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

浪

速

区

元

町

一

丁

目

室

旬

結

官

室

の 新 建 材

g ・g

賄管・線五-t ューム苦

ベン千t-1-' v_シわし
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町
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新 鋼 建 設 工 業 株 式

取締役社長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

1屯 諾 ⑬ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 青 木 古 堂 町 5 3

包 括 神 戸 @ 6  1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0  1  0  

電 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

会 社

ネ土

場

式

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28

( 平日移転先〕

奈良市登大路二審問IJ ( 博物館前) 包; 活条良4098

出張所 奈良市春日町尾田組内 電話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9  

本

エ

FUTABAYA DECORATORS， LTD. 

鐙 築 物 船 舶等造作工事

家具 ・建具 ・室内装飾工事

内 外 織 物 ・敷物類一式

+ム
4

s
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診 (  富 創 …1

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六定作西北 2 丁)

電話 ・大 阪 ⑬ 3321- 3 ・



!  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア

ゆ

鈴 木 シ ヤ タ 商

. 6.  

:zl:'  ア

北 陸 営 業 所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3  電 話 ⑪ 0098 ・5837 ・8729 ・6810

電 話 ② 2 2  8  7  

⑪去を 11) 悲窯業高庖

電話大阪 ・⑪ 2435 ・2788 ・8597番

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野明日IJ l 231 阪神 ｉｊｾ 道 野豆電停前

製造元 東 京サシヒット商会 12 大阪⑪0417・4091

吸

音

テ

ッ

ク

ス

本 社 神 戸 市 生 田 区 長 狭 通 凶 ノ 一英和ピル

T E L 神戸 ③ 0 8 8 1 - 3  

支 広 大 阪 市 北 区 制 笠町五o 1孟ピル 5 階

T E L 大阪 (312) 2  0  3  1  - 4  

出張所 岡 山 市 内 問 京 町 1 5 8

T E L  岡山 ② 5  1  8  9  
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m

u
瀬

一

種

士

冗

広

倒

制

阿

ω

亀

戸

袋

芳

白

川

一

町

一

声

6

沼

市

引

a

H
暗

闇

4

E

d

e

-

且

F

且

圃

・

圃

i

l

j

手

白

嘉

手

配

制

刈
電

耐

天

A
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株

会

、、

Z スロシqィ11.

tI::.J 合z- J ，

流し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電話 (531) 1003- 5  (541)  8731- 3  

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 ・匂 ⑫ 0 1 4 1  

7  



第 一 期 新 設 工 事 完 成 ノ

F ル ミ ザ り シ 工 場

種 目

レ デ ー メ ー ド

イ ー ジ オ ー ダ

ス ベ シ ア ル オ ー ダ ー

( 型 材 神 戸 製 鋼 所 )

日3 K雇 3

I函の厚紙でへ リ

折り被覆した強

靭 で 美 聞 な新 し

い耐火ボード

E 置E I彊霊童

8  

石 膏 ラスボード

を下地 にすれ ば

和洋壁が 3 - 7

日で出来 る

生 産 能 力

大阪機工株式曾赤土

本 社 大 阪 市 大 淀 区 史 的 内 通 l の4 'I I ! . 話大阪 (371) 2135. 2575 

工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 北 村 猪 名 川 製 造 所 ｾｴｌぷ ｦ ｊｬｊＧｲＨ大代Ｉ 5  1  2  1  

石Ｇ ， ｾ Ｎ ラスボ ー ド

タイガート ーン

ア ート ボ ー ド

秋旧必耐火ボード



何よりも安心できる 年 限 仕 様

〈ぬ

地区

近

畿

II Ifi 

不

同

)  

東

海

ヰヒ

陵

中

国

四

国

九

ｾＧｉ ＧＯ＠

組
ぷE 〉3、

民 名 f主 F斤
，'U  J丹

( 株) 久 {呆 商 庖 大阪市北区其砂町 5 大 阪 (341 )0207- 8・4836- 7

( 株) 木 下 諮 三 商 府 大阪市西区江戸堀南通 5 / 35 大 阪 (441) 5408 ・5486

( 株) 井 上 i争 夫 商 府 大阪市西区江戸堀下通 1 ノ 7 大 阪 (441 ) 8531 - 5  

( 株) 大 和 尚 f< 大阪市南区高津田14 番 丁73 大 阪 (631)  6221 - 4  

( 株) 石 間 主柱 M 底 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大 阪 (371 ) 3340 ・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町 1 / 51 大 阪 (631 ) 3434- 6  

旭 化 主 主 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪 (371 ) 6555- 7  

日 本 泌 庁 工 業 f株 ) 大 阪 支 応 大阪市北区宮 1-[1凹140 大 阪 (341 )  1804 

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町 1 丁目 神戸 ⑤2140 ・2697

( 株) 中 出 民話 f< 神戸市兵庫区上沢通 6 / 9 神戸 ⑤4630

タ ア

/ {  

ヤ y  商 底 京都市下京区凹粂大宮南入"'1-:・校前 京 首H ⑪4468

回ぬ応、j羽化工 ( 株) 大阪 出 張 所 大阪市西区京 IlI f綴 1 ノ 74 大 阪 仏41) 5951代表

1M] 111 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区西菊井IsT 2  /  12 名古屋@沼057 ・0121

( 株) 名 述 目指 dz h  =z， 名古屋市中区宮出町41/ 2  名古屋@ 1329 ・2817 ・2106

fゐ _f，!f， 主主 キオ 底 名古屋市中区材木町 1 / 12 名 古 屋 ⑫3295

ｾｴ＠ 111 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町 8 金 沢 ②4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 : 蛍 業 所 富山市奥田新町23 富 山② 2218 ③ 1014

北 川 仁 業 ( 株 ) 稲 井 手 ? 業 所 福井‘ 市大和中 11IT70 福 弁 ②4532

(株) ぬ じ 務 l苫 同五耐l市大坪旭町 2 丁目 32 ノ 1 高 岡 2463

(株) 市 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富山市神j辺町 3 区 1003 富 山 ②8221

JT 盛 建 材 械 式 会 社 広島市鉄砲田Tl 08 中 ② 2281- 4  

- . ' l 盛建材( 株) 岡山; 営業所 ]lf.] 山市東悶町 3 岡 山 ②7911 ・8169

(街) 里T 甚 商 底 間山市内山下30 / 10 [ l f . ] 山②4272

( 株) J兵 原 主証 商 怠 尾道市吉和田T新浜 尾 ili 2760 

(株) 浜 原 笠 I窃 府 防 府 支 底 防府市大林寺 防 府 ②3611 - 2  

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高松市宮脇町 960 品百 :fR@5034 

d:， 和 尚 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 IU② 8161 - 5

J f 盛 悠 材 ( 株 ) 招 /1(;/ 常 業 所 福間市万1i 寺 前 町14 東 ③ 1225- 6  

ｲＺＮｾ 稲 仁 業 株 式 会 社 長崎市大級問Tl 38 長 崎④ 1726

建 設 省 阪 建22号 認 可 出 資 金 6 0 0 万 円

星
西日本アスフ到し卜事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 掲 1 - 7 4  

東京連 絡 所 東京都千代目区神田岩本町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・1=1
1

国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑪ 代 表 5951

T  E  L  ( 866) 代 表 6101

9  



マミ ｊ 予ｾの ｓｋ 式軽量鉄骨天井下地

燃 え な い

き王わない

取 り つ け 易 い

MA N⑥ T E N 

10 

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

東 京 出 張 所 束 京 都 江 東 区 ((1. 戸 田T 2丁 目 114 ( 祈 刷nピル内} 屯 話 来 京 (6 81) 8425 



7 1' - ( 1' ポード

( 法定不燃材 ・ 軽 量 石 綿 耐 火 板 )

完全耐火性

経立・断熱。| 生 ・吸音

変形は全くない

木村と同様の加工が出来る

釘打ち ・鋸号 lき ・孔あけ等

トムレ I ' I I T X
(吹付石綿・責任施工)

吸 音 ・断 熱 ・結 露 防 止

耐 火 ・耐 娠 動 ・腐 食 防 止

線鳥

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社車京都中央区銀座酋 6 の3 電 (572)0321 閃31 (.代)

大 阪 支 底 大 阪 市 南 区 塩 町 通 4 の2 5 帽船場 (251) 5491 - 8  

名古屋支底 名古屋市中区下前津町 117 暗 闇 (321) 6591 - 5

九州主箇掴岡市灘院大通り 2の 8 1  電掴間 (741) 1747 ・2827

机脱出張所制服市北三条西 2 丁 目 西 向 電 12刷 72 131520 (5)3ω 

雨の多い日本には… ・・

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

I乞

11 



12  

西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株)

大阪市北区神山町26 ( 富国ヒつレ) (361)  6  5  0  1  

朝 日 建 材 工 業 〔株)

高 松 市 木 太 町 洲 端 2169 高松 (3) 3181  

旭 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之IIIJ 1ノ44 (931)  3  5  6  1  

尼 鉄 建 ノ、 材 ( 株)

) 己 崎 市 西 向 島 町 2 7  0  (401)  6  3  0  1  

( 株) 石 井 工 業 所 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町3- 23(新老松ピ J レ) (361)5965 

( 株) 岩 住 鉄 工 所

j己 崎 市 守 部 字 下 河 原 1 5  (401) 6  7  5  1  

栄 進 鋼 業 ( 株)

大 阪 市 減 東 区 野 江 西 之IIIJ2- 2 (931)  8  2  6  1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 (551)  7  1  7  0  

大 阪 機 エ ( 株)

大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 西 通 1ノ4 (371)  0  6  6  4  

大 阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 UIJ 1 ノ 6 (022)  (3) 5241  

( 株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 国 IIIJ 1 ノ 4 4  (531)  1  2  5  4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

張 中 市 大 字 洲 到 止 3 5  9  (391)  0  6  6  1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株)

大 阪 市 生 野 区 中 川 IIIJ 3 ノ 15  (731) 1  0  2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 IIIJ 魚 崎 神 戸 (85) 4343 

( 株) 関 西 鋼 業 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町2ノ5 (931)  6  0  4  5  

( 株) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 III J 1 0 0 2 広島 (3) 6616 

三 機 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市城東区高麗機3ノ1( 東和il ヒソレ) (202)  3071 

昭 和 鋼 機 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 {11I町 3 - 155 (471) 6 5 0 1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼 ケ 崎 市 南 竹 谷 I"J 2  ｾ＠ 8 9  (401)  6  3  4  1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 中 村 字 西 松 木 223 新居浜 5 1 1 1

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 3ザ江東 1- 12 (931)  3  3  5  1  

谷 山 鋼 機 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 荻 悶 横 皮IIIJ230 (931)  7  1  9  1  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株}

広 島 市 苅 入 幸 IIIJ 6  1  2 ノ 1 広島 (3) 2081  

東 京 鋼 板 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

犬阪rfi 北区制n笠11IJ18 (衆11古ビソレ) (361)  9  1  5  4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2 ノ 74 (451)  6  5  7  3  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大 阪 TIi 城 東 区 荻 田 横 堤 II1J41 (931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 ( 株)

大阪市北区木幡IIIJ33 ( 木幡ビ J レ) (361)  4  9  4  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノ36(毎日産業 ピノレ) (361) 6758

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市東区術後日IJ 3  ( 綿業会館) (231)  7  9  5  8  

( 株) 汎 建 製 作

大 阪 市 此 花 区 恩 貨 島 北 之UIJ 11 (461)  2  9  0  3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 中3ノ4 (471)  7  6  5  1  

( 株) 三 高 製 作

尼 グ 崎 市 神 的 五 反 田 2 8 0 (401)  6  1  5  8  

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区宗是町1 ( 大阪ビル) (441)  8  6  2  1  

六 甲 工 業 ( 株)

大 阪 市 西 成 区 Ji ! l 北通 2 - 2  (631)  2  9  2  1  
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ア アサヒカラコ γ …. . .・H ・... . … 16

アノレケジ工業kk ……. . . ・ H ・. .… 11

浅海電気kk ・・ H ・H ・... ...・ H ・-… . . 4

kk 朝日工業社. . . . ・ H ・...・ H ・. . … 3

朝日石綿工業kk ...・ H ・...・ H ・- 表4

旭化工板・…. . .. ・H ・.. .. …・…・前付

伊奈製陶kk … ...・H ・- ………・ 中挟

井田商事kk …. . .・H ・.....・ H ・..… 5

岩元工業kk … … … ... .・H ・- … 18

宇部スレー ト工業kk ... ・H ・. . 本文

kk 栄興商会. . ，・H ・.....・ H ・. .… … 3

小俣製作所 …...・ H ・.. ...・ H ・. . 本文

オリエン タルメタル製造K K …・・・中挟
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大阪建材工業kk .... .. ..・ H ・... ...20

大阪コンペス建材社…. . . .・ H ・.16

kk 大阪城ロ研究所・ H ・H ・...・ H ・. 2

kk 大阪電気l暖房商会. . . ・H ・.. … 2

大阪耐畿工業所 .. ..・ H ・..... .....18

大島応用化工業kk .. . …. . .・ H ・. 1  

大鳥機工kk ・・H ・H ・..…...・ H ・- 中挟

kk 奥村霊兵衛商庖・H ・H ・-… ・本文

奥山化工業kk ・H ・H ・. .. . .・ H ・..… 19

絵本建築事務所. . . . ・ H ・....・ H ・"16

カ 桂 商 会 ・・H ・H ・. ....・ H ・- …… 前 付

kk 川岸窯業… … … … . ..・H ・..… 7

川口ゴム工業kk ・H ・H ・. . ……前付

亀 井 kk … ・・…・…. .... ・H ・... 17

関西暖房工業kk …. . . ・H ・...・ H ・.15

関西三星タ イノレ会 … … … … 表4

工藤電気kk … … … …. ...・ H ・. . . 4

kk 久保商庖…. . . . . ・H ・.. ... .・H ・. . 1  

クマガイ工業kk …...・ H ・. .… 前付

栗原工業kk. … … ・……. . . ・ H ・.. . 4

黒川化学工業所・ … … -… ..17

kk 建材社. ..・ H ・. ......・ H ・...・ H ・.. 2  

江東電気kk …. . . .・ H ・...・ H ・.. .... 4  

合同特許建材工業kk … H ・H ・... 17

kk 金剛商会…. . ... ・H ・...・ H ・..… 7

サ 斎久工業kk ………. . . ・H ・.. …… 2

kk i制業省三言語庖 …....・ H ・...… 2

三栄建材工業kk ... ... ..・ H ・...... 15

三機工業kk ・H ・H ・.....・ H ・... ・H ・. 2  

kk : : 3. 幸商会・・ H ・H ・..... ・H ・.. .. ..  6  

次 (附

kk 三晃商会.... ・H ・-…. . . .・ H ・-… 3

kk 三奥社…. . . . ・ H ・-…...・ H ・-…・ 5

三宝管機kk ...・ H ・H ・H ・-… H ・H ・. 4

三和ν ヤ ッタ ーkk …...・ H ・. . 前付

敷島金物kk. . . .・H ・. ..... ・H ・... 前付

新鋼建設工業kk …. . . . ・H ・- …… 6

kk 新興建材工業所… ... .・ H ・... 14

須賀工業kk .…...・ H ・... .. .・ H ・... 2  

鈴木ν ヤタア商会・ H ・H ・-・・… ・5

タ 田島応用化工kk ・H ・H ・-・ … … 表2

回中工業kk … … 一… … … … … 1

kk 回中風呂製作所… . ..・ H ・. .… 17

回辺工業kk ……. . . ・ H ・...・ H ・- 本文

田村商会建材部. . .・H ・. ... ....… 14

谷山製作所・・・…・… … H ・H ・- 本文

第一企業kk .… .. .・ H ・-…....・ H ・. 3  

第一工業kk .. ・・… ....・ H ・. ... … 3

大嘉熱工業kk ・・ H ・H ・.. .. ..・ H ・. .. 3  

大日本硝子工業kk. …. .. .・ H ・...18

大 仏 組 … H ・H ・-… H ・H ・.. .・ H ・. 7  

高砂熱学ヱ業kk …… H ・H ・. .・… 2

kk 武智工務所・………… ・…本文

淡 陶 kk .… … ・…・・ ・.. . . . . . 挟込

中央電気工業klc … ……. . . ・H ・. . 4  

朝陽電気kk ・・H ・H ・.....・ H ・- …・ 4

つねなり ・すたじお… . . .・H ・.. 7  

東芝電気・・…. . . . ・ H ・....・ H ・. .… 10

東 光 電 気 … ・…… ・・…・……・・ 5

東京鋼板工業kk ・・H ・H ・. ..・ H ・… 6

東洋キャ リア工業kk ・H ・H ・..… 2

東洋シャッタ ー . ... … … … 前付

東洋陶舘kk .… ...・ H ・....・ H ・. . 前付

東洋 リノリュ ームkk … ・… 前付

東洋レーヨンkk ・H ・H ・- ・… 一前付

ナ ナニワ瓦kk …………・………・・ 7

内外工業kk. . …. ..・ H ・- ……… 16

内外建材kk … … …・・… ...・ H ・..18

中本電気kk ・H ・H ・.....・ H ・. . …… 4

浪速合板 ・・....... ・H ・.... ・H ・- … 6

浪速建材工業kk ・H ・H ・. .… … ..19

日新工業… .....・ H ・・・・……中挟

臼i ! ! i <' スタ ービノレダーズ・・・ ..20

日本アスフアル ト

防水工業会関西事務所… ・・前付

日本アスベスト kk …...・ H ・..… 11

日本エレベータ工業・・ … ……・ 5

日本管工業kk ・・ H ・H ・.......・ H ・.. 3  

kk 日本金具製作所… ・・ ・・…・・前付

日本鋼管 ... .・H ・...， . ..... .・ H ・- 前付

日本サ ッν 協会関西支部 … … 12

kk 日本ν ヤ ッタ ー 製 作 所 … 表3

日本セ メント防水剤製造所… 表3

日本綜合防水kk .…...・ H ・- …前付

日本ドアーチエ Y ク製造K K … … 中挟

日本熱学工業kk … -… ....・ H ・... 3  

日本冷熱工業kk ..… . .....・ H ・.. 5  

日本 レイ ヨン・・ H ・H ・…ー…・前付

日東紡績kk …・…・ … ....・ H ・. . 前付

日漉化学工業kk ・・ H ・H ・- ……前付

西日本 7 スフ アルト事業凶同組合・・・・・・9

kk 西原衛生工業所- …. . . ... ・H ・. 2  

ハ kk 林塗装庖・・H ・H ・- …. . .. ・H ・- … 17

kk 平川鉄工所… … H ・H ・- …・・前付

平田 タイノレ…. ..・ H ・..… ...・H ・.. 7  

広瀬ハウス工業. . . ・ H ・...・ H ・- 前付

フタパ黒板 .. .・ H ・. . ……. . .・H ・. .13

二葉屋装備工業kk .… ・・・……・・ 6

福屋工業kk … ... .・H ・.. .・H ・- … 5

平和工業kk … .. . .・ H ・... . .・ H ・-… 17

マ 松平式白滋. . . ・ H ・. . …・…・…… 6

満点製作所 ....・ H ・.. ... .. ・H ・-… .10

kk 三高製作所. . .・ H ・... ・H ・- …前付

三菱レイヨン・…- ……. . . . . 本文

美索工業所 ・・H ・H ・H ・H ・.. .. . . . 本文

水島商庖 ・…....・ H ・-… ...・ H ・-前 付

水谷ペイント kk ・H ・H ・. ...… ・本文

kk 室谷商庖… … .. .・ H ・. .. . …… ・13

森井電業kk ・H ・H ・-… ・…・・H ・H ・. 4

ヤ 山田工業kk ・H ・H ・..…・・ … … … 3

八橋大理石商庖・・・…・…・・… ・・6

八幡製鉄 … … ・・… ・…・・ …一前付

kk ヤマ ト電気商会 一. . . . …・. . 4  

八千代電設工業kk …・……- 一 5

kk 山本建材社. .... .・ H ・. .. . …前付

山本窯業化工kk . . . …・・…・ ぃ・本 文

kk 油脂化エネ土・・ H ・H ・. . . ……表3

kk 吉田芳雄商庖. . . ・ H ・・……・・ 7

吉野石膏kk …...・ H ・. . . . . ……. . 8  

kk 寄木商会・…・…・…- ・……・・ 15

ラ 理研鋼機k k … .. .・ H ・. . . …… ・… ・3

13 
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ｅｾ＠ . .  ］ＮＮｾ・

E芸掴・・・・・E 孟.

Ｍｾｾｊ ・ＮｾＭｾ・

• ｾｾｬｭ 掘 Ｕ ・

ｅ 亘ヨ・ ｉｾ 証ＮｾＮ

ｅ 祖国・震圃・ Ｎｾｉ

E a E 司n - . 雪置吉田

バ ー ル タ イ ル ( ア ル 三 吸 音 板 ) ・ 吸 音 板

インシユレーションボード・スＩｾンド‘ レ ル

) ¥ ー ド ボ ー ド ・ 高 級 化 粧 台 堀

川 ー テ イ ク J レ ボ ー ド ・ コ ぺ ン ハ ー ゲ ン リ ア

フ ロ ー 1.) ン グ ¥ モ ザ イ り ク ) ¥0 ー ケ v ト

ア ス ハ ル ト タ イ ル ・ リ ノ リ ユ ー ム

ア ラ ス タ ー ボ ー ド ・ 木 毛 セ メ 〉 卜 板

フ レ キ シ ブ ル L ー ト ・ 石 緯 板

ヒ v タ ー ラ イ ト ・ メ ラ ミ ン ・ ビ ニ ー ル 合 板

樹 月邑 プヴ ラ ス ・ ヱ ン ピ 1 ) ア ・ ナ ミ 板

リ つ " ラ ス ・ ラ ス ボ ー ド

L ー ジ ン ク" ボ ー ド ・ ル ー フ イ ン グ

ボ ー ド サ ッ L ュ ・ レ ヂ ス タ

/ ン ス リ り プ ・ コ ー ナ ー ピ ー

創 業 明 治 24 年

貿易 ・木 材 建 材 ③ 
田村商奮建材部

- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 争

新 日 * 霊

- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 一 一 炉

I  壁

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 砂

ω=歩、よかベ'

揃ωすぎかぺ
4 一一・ 吹付のできる 京 砂 壁材

- 繊 維 の 色 土 …-一一一歩

事日

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 橋 屯 話 大 阪 (54 1)  5756- 9  

営 業 所 明 石 市 西王 子 町 1 丁目 3 9  電 話 明 石 5  8  5  2  

営 業 所 福 岡 市 西 唐 人 間T 1 番 地 電 話 福 岡 ぬ 7 3  7  3  



オペレータ・

防吋 lンガ・

サッシ. 2. 阿・. シヤマタ・

炉ｾ 隠忌幸司[ 沼田泊冨

'J.
・.一-、

扉 ， 55 5  

ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快 ・

ビ端吻トt : : ，司屍

ロ ポ ン デ ラ イ ジ ン グ に 依 る 完 全 | 切 鈎 加 工 品

特 徴

ロ 回転 ｾｱ ｨｭ ｬ にナ イロ ンベ アリングを保 ｮ ｬ した耐久 品

三 栄 建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 ;11 " 生野 区 明 矢 柄 filT li . 一 千件 J也

大 | 坂 ( 741 )  4655 ・ 0189 (716) 0188 添

関醜胃工業稼業制

.  
-.  

γ L":"._ ・・......_-. ＺＮＮＮｾｾＮＧＺ・ＭＮＭＮ・・・ Ｑ ・ＺＭＺ瓦 ＣＭＭ［ＭＺＭＺＧＢτ 石 ＮｩＮＮＮＮＧＺＮＮ "  f  . . :  _: .  -_.示て二すて7下-: : !  ... .":. ，: ・・. .:二.. .・.・・ 1....-- ｾよＮム Ｍ -..1・，-! ＭＺ竺ＭＮ・ Ｑ ・ ｾＮＮＮγ ・｟Ｎ｟ＺＺ .. _; > 

寄 木 目占 床 板

フ ロ ー 1)  
ン グ 施 工 E青 負

プ ロ ‘7  ク

ベ‘ ニヤフラツゾユドアー 造 作 取 イサ

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6 株 式 寄 木 商
，Zd三b  

会 社

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 49 

電 話 (251)3 7 3  1 ・3 ｾ＠ 6  0  

工 ｴｾ＠
大 阪 市 浪 速 区 勘 助P l T 1  

15 
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超 硬 骨 材 に 顔 料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 斉1J で そ の 他

水 練 リ 、 金 銭 仕 上 げ の 為 特 に 技 術 を 聖 書 せ ず 、 色 ム ラ 、

Ｏ口汚れ等の ｍｾ 点がない耐磨粍性特に強大、表面治

ら か で 美 し く がfi 紫 、 耐 水性 に 日 み 価 格 低 縦 で あ り ま

す 。 ( 坪 当 り材 料代 ￥ 950) 仕 上 り 厚 さ 約 2 税 務J3l:

学 校 、 工 場 、 病 院 、 事 務 所 、 商 広 、 ガ レ ー ヂ 、 ガ ソ

リン スタ ン ド、住宅内玄関、i J ! E L 、 浴 室 等 に 段i鹿 で

あ リ ま す 。

( カタログ進呈)

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市此 花区 四 賞 品 旭 町 1- 3 T  E  L  ( 461) 3  5  9  4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 賞 品 旭 町 1

I I . G. C武

N. G . イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ ，リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パブコ. コ ン パ ウ ン ドア スフ アルト 販 売

内外Z 業株式会結

経 験 と ⑤ 技 術

y. c. コンべス( リ初イド)

大 阪 ヨ レ べ ス 建 材 社

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋コンクリ ート 造建築

の設計監理

ｦ ぬｾ当
2. ダイヤモンド トラ ス ・ジグザグ トラ

ス ・平行 トラス等

各種大張問鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

PA T . O式 ( 織 本 式 ) ヂ ベ ル 及 グ ラ ン プ 《

火、 広明 心

地質部 ボー リング ・建築物基礎工 、， v  二 三

事 の為の土質調査

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・織本特殊総造研究所 ・合体)

東京都中央区日本精かきがら町 3 の2 電話 ( 671) 6443 ・7007 ・7062



標準セメント防水材 ・特 許ニッポン

特許ニッポ γ |潟水液 ・急結液一号( 噴水急止〉

二号( im7) <防止) ・姉妹品粉末ニッポ γ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメシ! 防水材特許権笑

施工場

( 大阪営業所) 北区芝田町六八 電話大阪⑭7916

( 本社 ・工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

Standard 

フ タ
神戸③2723 大阪市東住吉区桑津町三丁目 101番地電話大| 仮 σ 41 )4692番

窓掛、鍛帳 、 日際 、壁紙 室 内 装 飾 紙 草、舗 床 材 一 般

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム の 東 リ 拘 ー ペ 吋 ト 発 売 元

亀 井 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) --6 

居申42m11;金
. _  ・ 圃 ・ 圃

大阪ガス会社指定

ガス風呂

回 申 風 呂 難 儀 京

大|奴r! i 浪速l孟元Il rf 1  T 凶742 f旦シ! 坂怖屯停 IIIi (641) 5313 ・8128

z，ヤ噌q -
ι ヨ Ｕ イ〆イｾ 施 工 迅 速

守 -
親 切 丁 寧

=-
重 量 シ ャ ッ タ ー

屯 動 シ ャ ッ タ ー

ン ヤ ッ タ

P  AI NTI NG CONTRACTOR 

株 式

会 社

塗 装 工 事 詰 負

林 塗 装 居

TEL. 大 阪 ⑫ 1756- 7 ・東京 @l 1335 

“' 

在 庫 盟 富

ア ル ミ サ ッ シ

ス チ ー J レ サ ッ シ
信 用 を 誇 る

( 乞 御 照 会 )

T E L似1) 5750 ・8836

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造。販 売。立 任 1M工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

本 相 大阪市点住吉区 ｲｉ ｉ ｾ 耳東之町 Ｓ - 109 '，Il 大 阪 @ 9  0  8  6  

営業所 大 阪 市 販 住 吉 区 駒 川 81J 3  - 54 ｾｉｬ大阪⑩ ＴＳ Ｗ Ｐ ・ ＷＶＶ Ｐ

Ui'J!liVi 広 品 市 比 治 山 本 町 1 1  8  0  ，[j広 ぬ o 4  9  6  7  

山知所 泌 京 都 新 宿 区 :{E 聞 通 4 6  ;IL東京 (351) 5298 ・5264

17 



!  内タ仁三官ータ- l '

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ 司 の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

工 場 ・プラ y トホーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町23 ( 大 阪 商 工 ビ ル ) T  E  L  ( 441) 3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区 天王 田 町 1 の 14 1 T  E  L  ( 981) 1149 

岩 元 式

|スカイライト並努努b チレーダーI

カタロ グ進呈

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

4

ム

4

A

1

 

4

宮

山

U

式

町
一

寸

朱

駒

山

j

s

区

U

業

耕

一蜘

f

(

 

工

城

間

一

冗

柑

山

右

網入光り波型ガラス( 万二[ 建) 長ナ 9問 問 弘

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板) 各種波，す法( 長尺物有)

，..除4、，、，..内，..供4ヘ，、，ザヘ，、，、.... 内，、例》、，、例以、，、，、

⑮ 製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防 水工事襲

撃 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アス フアノレトタイノレ工事選

議耐酸モノレタノレ工事 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐臣会乏業p l {

大阪市北区浮田 町82番 地 電話大阪 (371)1333番

18 
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‘を

第 二 工 場

浪建式

アルミサv シュ・ドアー

スチールサ''J シュ・ドアー

シャ'!Iター・ it ベレーター

lトカライジ効処理工場繊

一製造販売ー
d  

& E山止1

建 靭

浪速建牧Z業様式会社

蹴 3例 j

全回線代理屈 I  

本社、茨 図 工 場 大 阪 市 械 東 区 茨 悶 横 堤 4 1  (931)  1  1  7  1  

野 江 工 地 大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 (931) 6  8  2  4  4  6  3  5  

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木使館ピル六号館 607号室 電話 東京 (541) 4611骨

傾向営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 帯 地 ( サンピル内 ) 電 話 福 岡 ④ 8462書

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大分 1 3  6  6 番

-
陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

ヨ ＢＮｾｉ ミー陪 ＱＱＱ 普
コーパータイト

特 許 奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥凶化工業株式曾紅

- 御申越次第カタログ進呈
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最 良 の コ ン ク リ ー ト を 保 証 す る ・ ・

各 地 の 工事 現 場 で ポ ヅ リ ス は よ り 良 き

コ ン ク リ ー ト の 為 に 使 用 さ れ て い ま す 。

高 度 の 各種 製 品 と と も に 、 テ ク ニ カ ル

サ ー ビ ス の 御 用 命 を お 待 ち い た し ま す 。

白書マスヲＭｾ賂ＹＧＭースＢ株式会耐

本 社 東京都千代田区大手町 2 の 4 ( 新大手町ピル ) 電話包11)2781- 5

大 阪 出 聾 所 丸 阪 市 東 区 北 浜 3 の 7 (広 銀 ピ ル) 電話但02) 3294- 6

名古屋 出彊所 名 古 鹿 市 中 区 紡 栄 町 l の 6 (朝日生命館内) 電話 (24) ｾ＠ 2  8  5  

掴 岡 出 廻 所 福 岡 市 天 神 町 9 ( 西日本ピル内 ) i世話 (75) 7  4  7  1  

仙 台 出 彊 所 {山 古 市 東 二 番 T 6  8  ( 富 士 ビ ル } 電 話 ( 3 ) 8 6 3 1

札 幌 出 彊 所 札 帆 市 北 三 条 西 2 丁 目 ( 桑沢商庖内 ) 電話 ( 5 ) 7  1  7  1  

二本木出彊所 新 潟 県 中 顕 械 郡 中 郷 村 ( 日暫二本木工局内 ) 電話( 中 郷 ) 5  1  

高 岡 出 彊 所 富 山 県 高 岡 市 向 野 本 町 (日 曹高岡工場内) 電話{ 高岡 ) 2001 

、
¥ ， 

重
， 

.  

コ ン ク リ ー ト 表 面

耐 磨 耗 粛j

マ ス タ ー プ レ ー ト

コ ン ク リ ー ト 表 面

カ ラ ー 耐 磨 耗 期l

カ ラ ク ロ ン

モ J レ タ ル

無収縮、 注 入量刑l

ヱ ム ベ コ

コ ン ク リ ー ト ・ モ J レ タ ル

防 水 採 水 剤j

ス テ ア ロ リ ス

コ ン ク リ ー ト ゼ ロ ス ラ ンフ

ウ オ カ ピ リ チ イ 地 進 剤l

ル ブ リ リ ス

其 他言者 製 品

‘ー

; 6-ベ建築t二 .

多るCJ 邑電戸む島

住 友 軽 金 属 工 業 株 式 会 社 と 提 携

t 、

オ ー ト メ ー シ ョ ン 焼 付 塗装 ラ イ ン に 依 る

大建の 2重焼付塗装で

⑮ 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社 町 l 回 成 品 で l 回

20  

本 社 工 場 i野 市 松 屋 町 1 の 6 電 堺(3)5241 - 9  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1  電( 211 )0836 - 9  

名古屋営業所 名古屋市東区東新道町 2 の7 電 名 (97) 7264 

"  
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建築 と社 会
お 4  3  事比

昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

をキオ

ω  

朝 日7 レキ5-- 7/1-*ード

建燃不

、

定法宅{主ノレピグ〉て総:

昭

和

三

十

七

年

五

月

二

J

l

日

H

4

ι河
川

(
毎

月

廿

五

日

経

行

)

昭

和

三

十

七

年

五

月

廿

五

日

3

1

ぬミ

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 神 山 町 四六 電 話 大阪 (341) 接 続 詞

本 社 東 京 蹴 峨 七

官 業 所 東 京、 情 浜_ r. 古 段 、 関 山 、新 居 浜 、 門 司、 札 叫

工 場 東 京‘ 慣滅 、 山 鋭 、 名 古 殿 . 大阪 、 岡山 、門 司 . 富岨

朝日スレート

22朝日7Dべ又ト

，ￇＩｾ業技

シタィ ＿ｰｾラクヲ〉浜

売

価タ テ パ ヤ シ 商 広

}i( ＯＺＱｪ市下京区大正ｾ Ｎ j，且 四 条 下 ル ｾ話｀ 4 4 6 8  

岡 田 建 材 株 式 会 社

名古 1' ¥1市凶 l正 西 焔 Jt- ｾｉ＠ 2 ノ 1 2  

?世話 ⑬ 1021 ・2057 - 74 64 部

株 式 会 社 名 建 商

名 古 雌 市 中 以 前 品 J I 4  1 ノ 2

司I紘 ⑫ 1329 - 2106 - 2817  

-dド

コE

金

百

八

十

円

(

送

料

共

)

日 東 物 産 株 式 会 社

本 祉 ・ 名 古 尾 市 中 区 東 瓦 町 3 9  旬結 @ 6 1 7 6 - 9

般車出揮所 ・岐 阜 市 竹 W. 町 2 7  司U 8 ③ 2261 - 23ω  

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 祉 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  l ' 世話② 2281 - 4  

岡 山 ・ 曲l 山 市 東 回 町 3 : 包括② 7911 ・8169

福 岡 ・ 術 開l 市 万 ii 寺 前 町 1 4  電 話 ② 1255 - 時

練 式 会 社 木 下 謹 三 商

ｾ阪市凶区江 戸 根市述 Ｕ ノ Ｓ 5  

ｾ話 Ｈ ＴＴ ＱＩ 5  4  0  8  .  5  4  8  6  

商 庖

砂 町 5

1世話; (341) 眼 前 - 8 - 4836- 7  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 暗 証 江 大 通 1 町 1 9  ・古品 (541) 6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 底

大阪市南区長級繍 筋 2 ノ20 Ｈｪ ｊＺｴＫｃ ｩ 揃｜ｾ停， ［ Ｑ ＱＩ

市 J t (211)  0  5  7  1  - 4  

京都営難所 京 都市中京 区 河 ｦｩｾｊｈ 阿川 下ル ? 世話⑫ 3 2 9 9  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 情 筋 2 ノ 3 6  

電訴 (631)0137 (641) 3286- 73お

限 会 社

回 町 1

ｾＡｉｩ ⑤ Ｒ＠ 6  9  7 ・2 1  4  0  

庖

久 保

市 北 区 民

株式会社

ｾ＠ ｾｩ＠

有

区 荒

ご 入 会 の お 申 込 以 … - -

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 飽 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 

関西三星タイル会員

電 阪 大 阪 ( 231) 9648 ・9649 ・9640

爆者書 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

建 材

市 兵 l恥

ゐ 井

伸 p五


